




















本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






































































　我が名はグライム。

　神より与えられた由ゆい緒しょ正しき名前だが、誰もその名で呼んでくれない。

　最近はもっぱら『万能農具』と呼ばれている。




　神の指示によって新しい主あるじに仕えることになったのだが……この主って普通の人間じゃないかな？　何かの間違い？　一応、我って神具とか神器とか言われる神専用の道具なんですけど？　普通の人間じゃ扱えないよ？




　無用の心配でした。

　なるほど、新しい主には神の加護が与えられていたのですね。さすがは神。抜かりなしですな。




　さて、では心配を解消したところで仕事。

　これまでずっと倉庫で寝ていたから、働けるのは嬉うれしい。

　そして主はなかなかの勤労家のようだ。うむうむ。これからもよろしくお願いしたい。







　森を切り拓ひらき、穴を掘ったり、畑を作ったり、小物を作ったり。

　なかなか忙しい。まあ、こんな森の中に一人だから仕方がないか。

　畑を大事にするのはわかるが、あまり固執せんようにな。命が一番大事なんだぞ。畑ならいくらでも作ってやるから。

　ん？　神の像を彫るのか。なかなか難しいがなんとかしてやろう。

　あれ？　農業の神はグラマラスな女性なのだが、どうして男性に？　ああ、主は会っていないのか。なるほど。ならば我がいくら頑張ろうとも、主のイメージが優先されてしまうからな。

　我は道具。主あってこそ。どうしようもない。我は悪くないぞ。




　なんだかんだと日々を過ごしていると、インフェルノウルフと共に生活することになった。

　我の知識には凶暴な狼オオカミ型の魔獣とあるが……主は犬のように扱っている。大丈夫なのか？

　まあ、インフェルノウルフも犬のように振る舞っているから、問題ないか。

　生活がちょっと賑にぎやかになったと主も喜んでいるしな。

　仲良くやってほしいものだ。

　…………。

　インフェルノウルフの子供たちが、主にイタズラをしてくる。

　じゃれるのは構わないが、それなりに本気で嚙かんでいないか？　あまりに無礼ならば耕してしまうぞ？　……まあ、主は笑って許しているからそんなことにはならないだろうけど。




　デーモンスパイダー？　いやさらに進化した蜘ク蛛モか。うぬぅ、これはなかなかの風格。竜ドラゴンかそれ以上か。敵でなくてよかった。

　主が我を的確に使えば負けることはないが、これまで一緒に生活して理解している。主の性格は戦い向きじゃない。

　いざとなればインフェルノウルフの一家よ、主を守るのだぞ。




　吸血鬼の娘がやって来た。

　出会いがあるのはよいことかもしれない。

　ただ、もう少しプロポーズはロマンチックにだな……いや、ちゃんと言うだけましか。

　神の世界の恋愛は酷ひどいものだった。

　主は相手が吸血鬼かどうかなど気にはせん。仲良くしてやってほしい。

　疑問は子供ができるのかどうか。こればかりは神に祈るしかできない。無力な自分が恨めしい。




　あー……えっと、主よ。手加減というものを理解するべきであると思う。

　なにをとは言わぬが、その……体力が凄すごい。




　天使族の娘がやって来た。

　先にいた吸血鬼の娘が流れるように仲間に引きずり込んだ。見事だ。

　うむ、そうだな。一人では大変だったな。よかったよかった。




　そのあと、さらに吸血鬼の娘が一人、ハイエルフの娘たち、鬼人族の娘たち、リザードマンと、共に生活する者が増えていく。

　ずいぶんと賑やかになったものだ。そして平和な日々だと思っていた。

　だが、不意にワイバーンが襲い掛かってきた。

　まったく、あのワイバーンは何を考えているのか？　確かに強いのだろう。なのに、我がここにいることを認識できぬとは。愚かな。




　我の名はグライム。

　今は『万能農具』と呼ばれているが、遙はるか太古には『神しん槍そうグライム』と呼ばれていた存在。その分霊である。

　なにが言いたいのかというと、本業は槍ということ。

　さあ、主。我をお使いください。




　悪は滅んだ。

　我はすっきりしたが、主はまだモヤモヤしているようだ。

　ふむ。気分転換に酒用のブドウ畑か。悪くないと思う。




　そうこうしていたら、魔族や竜族が挨拶に来た。

　魔族は問題ないが……竜族に問題がある。

　やって来た竜族の名はドマイム。

　我の名前に似ている。

　くだらないことかもしれないが見逃せん。ええい、なぜ我には手がないのだ。

　いや、手があったからと何をするわけではないが、竜族に改名を考えさせることは可能ではないか？　竜族の名前は加護にもなるから変更不可？　くっ、なぜそんな知識が我の中に……。




　そのあと、なんだかんだとあったが、吸血鬼の娘と天使族の娘が、主の子供を産んだ。

　おめでとうございます主。




　子供ができたからか、主の仕事量が増えた気がする。

　我も頑張るので、主は無理をしないように。

　そう思っているのだが……主。

　我を使えなくなった時のことを考えているよな？　我が使えなくなるなんて想像できんのだが？　いや、心配する気持ちはわかる。我に頼りきりになるのはよろしくない、という考え方も理解はできる。できるが納得できん。

　主よ。我と主の絆きずなはその程度だったのか！　拗すねるぞ！




　拗ねる暇もないぐらい仕事をさせられた。ふふふ。やはり我が必要のようだ。

　他の村を作る作業なんて、我の力がなければできなかったであろう。

　そして、主は我のことを大事に思ってくれていた。うむ、さすがは主。

　我は主が死ぬまで共にいるつもりだ。




　おっと主。

　前々から言っているが、釣り関連の道具にはなれぬ。管轄が違う。

　我は元神槍の農具。漁具ではない。槍やりと銛もりは似ているがまったくの別物。

　それから、我がいるのだから普通の槍や剣を持つ必要はなかろう？

　ほれ、そんな剣を持つからリザードマンに負ける。

　我を使えばよいのに。

　うむ。リザードマンごとき、一瞬で真っ二つにしてくれよう。……違った。リザードマンも大事な村の住人であったな。訂正。勝利を主の手に捧ささげよう。ふふふ。




　さて、今日も主と共に農作業。頑張ろう。

　え？　今日は農作業ではない？　ではなにを？　あ、インフェルノウルフと遊ぶための玩具おもちゃ作りね。了解。

　玩具は管轄の問題なし。正確には誰も管轄にしていないから自由。

　たぶん、神具の中では我がもっとも、玩具作りを得意としているのではないかな？　神の世界に戻ることがあれば自慢したいと思うが、まだしばらくは主との生活を楽しむことになるだろう。

　これからもよろしく頼むぞ主。

　だから、我を玩具にするのは勘弁してほしい。あ、参考にしただけね。よかった。
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　冬が来た。

　雪がいきなり積もる強烈なヤツ。危なかった。

　三ノ村の完成があと数日遅れていたら、ケンタウロス族の一部が北のダンジョンのお世話になるところだった。




「食料の運び込み完了しています。各村、問題ありません」

　各村を連絡するケンタウロス族の一人が、俺に報告をする。

　一ノ村でニュニュダフネ、二ノ村でミノタウロス族、三ノ村でケンタウロス族が生活を開始した。

「防寒対策は？」

「問題ありません。薪まきも十分です。ただ、ゴードンさんとグルーワルドさんから、屋根の上の雪に関して相談を受けました」

「ん？　屋根の上の雪？」

「私たちケンタウロス族が屋根に上ると、屋根を壊す可能性がありますので」

「乗っても大丈夫だと思うけど……そうだな。わかった。雪下ろしする者を派遣する。天気のいい日に運んでくれ」

「わかりました」

「ここに来るまでに問題は？」

「特にありません」

「川はどうだった？」

「そういえば、いつもより水量が多かった気がします。水車を川から退避したほうがいいでしょうか？」

「いや、少しぐらいの増水なら大丈夫だろう。水路作りは？」

「二ノ村、三ノ村共にまだ計画段階です。無理するなとのご指示でしたので、天気のいい日を狙って行っています」

「うん。無理のないように」

　二ノ村、三ノ村には冬の間の作業をいくつか振っておいた。

　ただ、見知らぬ土地での初めての冬なので、安全重視でお願いしている。




「一ノ村の様子は？」

「変わりはありません」

「そうか。他に連絡は？」

「一点。一ノ村のイグさん、二ノ村のゴードンさん、三ノ村のグルーワルドさんの三者より、村長に対しての希望があります」

「ん？　なんだ？」

「各村の長の名称が村長と同じになるので、村長には新たな名を冠していただきたいとのことです」

「ああ、そうか」

　村が増えたら、村長も増えるのか。なるほど、考えていなかった。

　…………。

　新たな俺の名称か……村長以外で？　なんだろ？

「三者で考えた案としては、素直に〝王〟というのはどうでしょうかと」

「〝王〟？　さすがにそれはな」

「〝大村長〟という案もあります」

「……け、検討する。けど、期待しないように」

「はっ。では、二時間ほど待機したあと、各村を通って三ノ村に戻ります」

「わかった」

　さすがに〝王〟や〝大村長〟は嫌だ。




　外でクロの子供たちが呼ぶので扉を開けてみた。

　そこには二十頭のグループが整列していた。前に出ている一頭は、クロの子であるクロゴ。

　一吠ほえしたあと、一斉に西に向かって走っていった。

　現在、一ノ村、二ノ村、三ノ村には、二十頭ずつのクロの子供たちが警備についている。警備といっても、そこで生活しているだけだ。

　クロロク、クロナナ、クロハチが各村のリーダーをやっている。クロゴは遊撃隊。遊撃隊の現状はケンタウロスたち連絡員のための露払い。

　ケンタウロスたちは魔物や魔獣が出ても逃げられるので露払いは不要らしいが、万が一を考えれば手を抜きたくない。

　クロたちには苦労させるが、頑張ってほしい。

　俺がクロゴたちを見送っていると、後ろから声を掛けられた。あ、うん、わかっている。寒いから扉を閉めろと言うんだな。家の中で寝転がっているクロとユキに謝りつつ、扉を閉めた。

　…………出会った頃の野生はどこにいったのかな？




　冬。寒い。外に出ず家の中で暮らす。そんな日々が続く。

　食料に関しては万全とは言わないまでも、三食を十分に食べられる量を用意したつもりだった。

　予想外は今年生まれたクロの子供たちの数。

　食料が足りなくなるかと思ったところで、ハクレンとラスティが南に行って大きな魚を獲とってきてくれたので一気に解決した。ありがとう。

　食料問題、最初っからこれで解決した方がよかったか？　いや、頼るのは自分たちでやれることをやったあとでだ。

「次は揚げ物で」

「私もー」

　ともかく、俺はハクレンとラスティのために魚を料理しまくった。







　グランマリアが相談に来た。

「現在、見回っている範囲ですが、新しい村まで含めると範囲がかなり広くなってしまいます」

「厳しいか？」

「飛ぶのは問題ありませんが、地上を見張るには密度が足りません。見逃しが出るかと」

「うーん。まあ、仕方がない。冬は小さいのはあまり動かないだろうから、大きいのさえ見逃さなければ」

　それに、一番警戒したいのはワイバーンだ。

「わかりました。では、現状のままで。それと、春になったら友人を引っ張ってきたいのですが、よろしいでしょうか？」

「友人って天使族か？」

「はい。それほど強くはありませんが、飛べます」

「相手が住みたいと言うなら構わないが、無理やりはやめてやれよ」

「わかりました。春になったら連絡してみます」

　グランマリアたちの友人か。どんな天使族だろう。







　牧場エリアの馬が、どういった心境の変化か俺を乗せてくれた。

　そして、ある程度、希望通りに動いてくれる。

　つまり……俺、乗馬している。おおっ。




　思えば、グルーワルドの背中に乗ったのを馬に見られて拗すねられ、仲直りしたあとから妙に懐なつくようになっていた。

　懐いてくれば可愛かわいがるのが普通。それが変化の切っ掛けかな？

　よしよし。さあ、行くぞ。

　早歩き程度の速さだったが、俺は乗馬を楽しんだ。

　少し離れた場所で、こっちを凄すごい目で見ているグルーワルドを見つけてしまった。背中がヒヤリとした。

　なぜグルーワルドが？　ああ、定期連絡に来たんだな。あー、別に悪いことはしていないが、後ろ暗い気持ち。

　その俺の気持ちを知ってか知らずか、馬がグルーワルドを見て露骨に笑いやがった。

　うん、グルーワルドが凄く怖かったです。







　冬の間は、ザブトンたちは姿を見せない。冬眠しているのだろう。この時期は少し寂しい。

　だが、一部は俺の家の屋根で元気に動いていたりする。

　寒い場所には行かないが。

　火のある場所に近づき過ぎて、燃えないように注意してほしい。







　さて、冬の仕事。何をするかは決まっていた。

　まず、褒ほう賞しょうメダルの増産。

　現状、ミノタウロスやケンタウロス、ニュニュダフネに渡すかどうか相談中。渡すにしても、どれだけの量を渡すかでまた相談。

　どうなっても対応できるように、増産作業を頑張った。

　慣れかな。去年よりも速く作業が進む。




　次に、小物雑貨作り。

　新しい村には、物が少な過ぎる。最低限しかないので、それを冬の間に作って増やす。

　作った物は、連絡に来るケンタウロスに渡して運んでもらっている。評判がいいとのことで、調子に乗って作った。




「あの……村長？」

「なんだ？」

　少し前にいくつかのコップを家用にと渡したら、鬼人族メイドが少し困った顔をした。

「このコップですが、側面の彫り物が凄過ぎて使いにくいのですが……。あと、洗い物の時に気を使います」

「くっ。やり過ぎたか」

「木製コップでこの密度の彫り物だと、実用品ではなく美術品かと。あと、これって村長が大事にしている社やしろの神様ですよね？」

「そうだぞ」

「それなら、贈答用にすることをお勧めします」

「えー……手作りの品を渡すって恥ずかしくない？」

「お気になさらずに。ちなみに、各村に配った食器類の取り扱いについて相談を受けましたので、飾っておくように伝えました」

「……何が悪かった？」

「お皿はともかく、コップは口を付ける部分まで彫ったのが駄目かと。側面の一部にワンポイントぐらいにすればよかったのでは？」

「こんな感じ？」

「……これ、私ですか？」

「ああ」

「ありがとうございます。家宝にします」

「いや、サクッと作ったものだから。できれば実用してほしいんだが……」

　鬼人族メイドは俺の言葉を聞かず、両手でコップを上に掲げながらスキップで部屋から出て行った。

　後日、何かを期待する鬼人族メイドが、妙に気合を入れた髪型や服装をしているのを目撃するようになった。

　はい、希望者全員分、作りますよー。




　二ノ村、三ノ村の社と神様の像はすでに作っているので、まだ作っていないクロとユキ、そしてザブトンの像を彫る。

　いつもと違って室内でジックリ彫るので、荒々しさが足りない。マイルドな仕上がりに不満足。

　ポーズを変えたらいいかなと、〝躍動感〟をテーマに再チャレンジ。

　部屋に入って来た鬼人族メイドが臨戦態勢になるぐらいの迫力を獲得。

「魔除よけ……ですか？」

「違うけど、似たようなものかな」

〝躍動感〟のあるザブトンの像は、冬の間も活動しているザブトンの子供たちに大人気。

　よくその像の傍そばで姿を見ることができた。




　そして最後。

　ハイエルフの三人、リア、リゼ、ラファが妊娠した。俺の子だ。まあ、長いこといるしな。

　妊娠発覚で、ハイエルフたちは冬の間だというのにお祭り騒ぎだった。

　男の子を望んでいる空気だが、俺としてはどちらでも構わない。無事に生まれてくれれば。




　少し遅れて、鬼人族メイドのアンの妊娠も発覚した。当然、俺の子だ。

　ハイエルフに負けず劣らず、鬼人族メイドたちもお祭り騒ぎになった。




　父親として、これからも頑張っていこうと覚悟を改めた。

　覚悟を改めたところなので、各種族の女性の皆さま方、ジリジリと俺を部屋に追い込むのはやめてくれませんかね。
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　のんびりしたいが、問題は向こうからやって来る。

　冬の間の大きな問題は三つ。

　そのうちの一つはクロの子供たちによる食料問題だったが、これはハクレンとラスティによって解決した。

　残りの二つは来客関係だった。




　それは冬なのに暖かく、天気のいい日だった。

「頼もう！」

　三メートル超えの大きな男。

　フルフェイスの兜かぶとに分厚そうな全身鎧よろいを着込み、大きな棍こん棒ぼうを持って立っていた。

　堂々とした姿だ。

　その横にビーゼルが困った顔をして立っていたので、呼んで聞いた。




「あれは誰だ？」

「魔王国四天王の一人、グラッツです」

「四天王？」

「魔王国の大臣職みたいなものです」

「その大臣が何をしに来たんだ？」

「魔王様がこの村を褒めたので、腕試しに」

「腕試し……武闘会の件か？」

「はい。村一番の相手と戦わせろと」

「迷惑だ。と言っても帰ってくれないよな」

「多分」

「むう。しかし、戦わせたいと思っても優勝者のマクラは冬眠中だぞ」

「適当な者と手合わせさせていただければ、満足して帰ると思いますので」

「じゃあ、クロたちで……」

「すみません。彼、この村に到着する前にボコられたので、違う方で」

「じゃあ、グランマリア」

「同じく、この村に到着する前にボコられたので」

「グランマリア、一回戦負けだぞ？　四天王なんだろ？」

「彼は軍務担当ですが、本人が前線で暴れるタイプではなく後方で指揮するのを得意としていまして……」

「それがなぜ、腕試しに来るんだ？」

「本人は前線で暴れたいんです」

「いいのか、そんなのが四天王の一人で」

「後方で指揮する分には天才なんですが……」

「……苦労しているんだな」

「はい」

　しかし、対戦相手に困る。

　手加減ができそうなリアやアンは妊娠中だ。本人が希望しても、絶対に戦わせない。

　となるとリザードマンのダガか、ドワーフのドノバン、山エルフのヤー。

　ダガは一回戦負けだが、騎士の部に出場する程度には強い。

　ヤーは戦士の部の優勝者。ドノバンあたりが無難か？　ただ、手加減とか遠慮とかしないタイプに思える。

　などと考えていたら、獣人族のセナが相手をして勝っていた。

「えーっと……」

「あの獣人族の娘より弱い方をお願いできませんか？」

　ビーゼルの注文は難しかった。




　まあ、冬の間の暇つぶし的なイベントとして盛り上がった。

　しかし、これが来客の問題ではない。問題はこのあとだった。




「ぜひ、私の妻になってもらえませんか！」

　魔王国四天王グラッツは、一人の女性にプロポーズしていた。

　相手はロナーナ。二ノ村から派遣された駐在員、ミノタウロスの娘だ。ミノタウロス族としては小柄な部類で、身長は二メートルに少し足りないぐらい。

　ふんわりとした雰囲気を纏まとい、一言で表現するなら優しい隣の家のお姉さん。

　ただ、胸の圧迫感が凄い。そんな女性だ。

　グラッツが戦って怪け我がをする度、ロナーナが治療を行っていたので、それが惚ほれた理由だろう。




　グラッツはフルフェイスの兜を脱ぎ、顔をさらした。イケメンだ。そして、その頭には小さな牛の角ツノがあった。

　自身もミノタウロス族だと言い、さらなるアピールをする。

　しかし……。

「すみません。この身は村に捧ささげています。お気持ちにお応えすることはできません」

　ロナーナの即断。

　このまま残念会かと思ったら、グラッツは諦あきらめなかった。

「村に捧げている。つまり未婚ですね。よかった。話は貴女あなたのご両親に持っていけばよろしいのでしょうか？　それとも、他に誰か？」

　ロナーナは断り続けたが、グラッツは戦い方とは違って恋愛は粘り強かった。

「村長の許可がなければ駄目です」

　結果、ロナーナから俺の名が出てしまった。

「村長？」

　睨にらまれた。いや、俺は手を出していないぞ。

　駐在員として村に住んでもらっているだけだ。言っても無駄なんだろうなぁ。

　はい、無駄でした。

「条件を言ってください」

「え？」

「ロナーナを妻に娶めとる条件を言ってください」

　少しタイムをもらい、近くにいたハイエルフや鬼人族メイドたちと相談する。

「嫁取りってこんな感じなの？」

「物語とかではこんな感じです」

「すてき！」

「ああ、村長によって切り裂かれる恋」

　……相談にならなかった。

　わかったのは、俺が何か条件を言わないとこの場が収まらないということだ。
















　相応ふさわしくないと思うなら、無理難題を言うのが一般的とのビーゼルの助言を素直に聞く。

「個人的には応援したい気持ちはあるが、俺は当人の気持ちを重視したい。ロナーナがお前と結婚したいと言わない限り、許可できない」

「つまり、ロナーナが結婚したいと言えば許可してもらえると？」

「無理やりは駄目だぞ。暴力、権力で脅おどすのもなしだ」

　グラッツにそう伝えたあと、ロナーナを呼ぶ。

「返事は急がなくていい。村のことは考えず、自分の相手に相応しいかじっくり考え、答えてやれ。お前があの男と結婚したいと言うなら応援する。あー……俺がお前を気に入っていないとか、そんなんじゃないからな」

「わかっています。ありがとうございます」

　こうして、グラッツとロナーナは少し様子を見るということで落ち着いた。問題はないように思える。

　しかし、問題はまだ続いた。




「俺、ここに住みます」

　グラッツが〝大樹の村〟に住むと言いだした。

「何を言ってるんですか。貴方あなた、四天王でしょう。侯爵でしょう。ついでに今、西方軍総司令じゃないですか！　仕事や領地はどうするんですか？」

　抵抗するビーゼル。

「そっちもなんとかする」

「なんとかなりません。いいから帰りますよ」

「じゃあ辞職する。あと、侯爵家も捨てる。妹か弟にあとは任せた」

「思い付きで行動しない！」

「俺は愛に生きるのだ！」

　ビーゼルとグラッツは凄く揉もめた。

　なるべくロナーナの傍にいて自分のことを知ってもらいたい。あと、他の男性が近づかないように見張りたい、というのがグラッツの言い分だ。

　気持ちはわかるが、ビーゼルが泣いているから妥協点を見つけてほしい。




　妥協点。

　ビーゼルがこの村に来る時、グラッツにできるだけ連絡する。

　グラッツが希望したら村に送る。

　ビーゼルがかなり頑張った成果か、それとも妥協点を探している時に、ロナーナが「お仕事、頑張ってください」と言ったのが効いたのか……。

　帰る時、ロナーナの前で一時間ぐらい愛を語られた時はどうしようかと思ったけど、悪い男ではないようだ。

　その後、グラッツとロナーナはビーゼルに送る小型ワイバーン通信に便乗して、文通らしきことをしているらしい。

　これが二つ目の問題と現状。

　まあ、俺は見守るだけだ。無理に話を進めないし、妨害もしない。

　他の者にも、できるだけ見守るように推奨する。いや、命令した。だから余計なことはしないように。

　いつの時代も、他人の色恋はいい娯楽である。




　三つ目の問題。

　ドライムの弟、ドマイムが逃亡してきた。
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　村にやって来たドマイムは人の姿になって俺に挨拶したあと、宿に部屋をキープ。

　その後、ハクレンを呼んで宿の食堂で酒を飲み始めた。

「聞いてください姉上。本当に酷ひどいんですよ」

　ドマイムが来た理由は逃亡。

　なんでも結婚を強要されようとしているので、逃げてきたとのこと。

　ちなみに、なぜか俺も宿にいる。逆に宿に泊まっている二ノ村と三ノ村の駐在員は、俺の家に避難している。

　ハクレンの希望だ。まあ、料理人が必要だったのだろう。

　俺はハクレンとドマイムのために料理を作り、並べる。飲みたいらしいので、お酒に合う料理を出していく。

　本来なら、宿の客でも冬の間は食べ放題というわけではない。食料は大事。だがドマイムはきっちりと食料を手土産として持って来ているのでセーフ。存分に食べてほしい。

　そして、その料理を作ったり運んだりしながら耳に入った情報を整理すると……。

　結婚相手はドマイムの顔見知りの竜ドラゴン。顔見知りというか従姉弟いとこ。ドマイムより強いらしい。

　顔を見れば苛いじめられていたので、そんなのを嫁にするのは嫌だと主張。

　しかし、その結婚相手の弟をドマイムの姉のセキレンが狙っており、結婚相手の味方になっている。ドースとライメイレンは産めよ増やせよの結婚推進派。家に味方はいない。絶望したので逃げてきた。ということらしい。

　うん、なるほど。そして、今現在。

　その結婚相手さんが人の姿で、テーブルを挟んでドマイムの前に座っている。

「村長さんですか？　ご挨拶が遅くなりました。クォンと申します。父がライメイレンさまの弟で、その縁でドマイムさまの妻となることになりました。どうぞ、よろしくお願いします」

　着ている服装はドレス。しかし、整えた黒髪ロングは和風を感じさせる女性だ。竜の姿は見ていないが西洋の竜ではなく、東洋の竜でも驚かない。

「村長のヒラクです。よろしく」

　ちなみに、来訪時に負傷者はいない。見回りをしていたクーデルの誘導に従い、静かに村にやって来たそうだ。

　宿にいる俺に挨拶をするためにやって来たら、ドマイムがいたのでそのまま席に座った。

　現在、ドマイムは硬直状態で身動きをしていない。




「ドマイムさま？　どうされたのですか？　緊張でもされているのですか？　ふふ。おかしな方ですね」

「……」

「ドマイムさま。返事」

「あ、う、うん」

　絞り出すような声。

「私に会えて嬉うれしいですよね」

「う、うん、嬉しい」

「私と結婚できることになって嬉しいですよね」

「…………」

「ドマイムさま。返事」

「ま、ま、前から、言ってるけど、僕は……」

「他に好きな女でもいるのですか？」

　宿の食堂に殺気が満ちる。

「こらこら、クォン。弟を苛めないの」

「ハクレンお姉さま。私はドマイムさまを苛めてません。逆に苛められている側ですよ」

「そうなの？」

「はい。一緒に遊びに行く約束をしたのに平気ですっぽかしたのですよ。私がワザワザ迎えに行ったら、居留守を使うし」

「あー……それはドマイムが悪いわね」

　ドマイムは首を横に振っている。

　この状況、俺は関わりたくないが、同じ男として放置はできない。

「ハクレン。すまないがクォンと少し話しをしていてくれ。俺はドマイムと話がある」

「あら？　お話しならここですればよろしいのでは？」

　クォンが引き止めようとするが、俺はドマイムを先に外に行かせてクォンに囁ささやく。

「お前との結婚に前向きになるように説得するから、少し時間をくれ」

「……承知しましたわ。さすがはハクレンお姉さまが認めた方ですね」

　俺は急いでドマイムを追った。ドマイムがそのまま逃げると思ったからだ。実際に、逃げようとしていた。

「待て待て」

　逃げようとするドマイムを引き止める。

「なにか？」

「逃げても追われる。追いつかれたら終わりだぞ」

「うっ……し、しかし」

「まあまあ。ここは落ち着いてだな。少し話しをしよう」

「話し？」

「まあ、そのなんだ。今さっき会ったばっかりだが……あのクォンには危険な気配がある」

「わかりますか？」

「ああ」

「よ、よかった。本当によかった。僕の気持ちをわかってくれる人がいて」

「泣くな。そしてこれから言うことに正直に答えてくれ」

「なんでしょう？」

「クォンとの結婚に関してだが、お前の条件はなんだ？」

「え？」

「クォンと結婚するとしてだ。お前が相手に求める条件だ」

「いや、その、そもそも結婚相手として……」

「そこは諦めろ」

「諦めろって……」

「危険な気配があると言っただろ。あれからは逃げられん。多分、今からドースやライメイレンが結婚に反対したとしても、クォンは諦めない。知り合ったのが運の尽きだ」

「知り合ったって……彼女、僕が生まれる瞬間に立ち会っているんですけど！」

「なら運命だ。諦めろ」

「そ、そんなぁ」

「結婚は諦めたとして、絶望するにはまだ早い」

「……と言いますと？」

「だから条件だ。相手の嫌な部分があるんだろ。そこを改善してもらおう。そうしたら結婚してもいいと思えるようになるんじゃないかな」

「そんな、聞いてもらえるとは思えません」

「そうなのか？　今まで、そういった意見を言ったことがあるのか？」

「あ……いえ、言ったことはありませんが……」

「だったら言ってみろ」

「あ……う……」

「大丈夫だ！　俺の見立てでは、確実に言うことを聞いてくれる！」

「ほ、本当ですか？」

「ああ。だが、そのためにはお前がしっかりと言うことが大事だ」

「でも、僕。彼女の前に出ると上手うまく喋しゃべれなくて……」

「わかった。紙に書こう」

「え？」

「紙に書くのならできるだろう？　頑張って書いてみよう。あと、外は寒いから部屋に戻るぞ」

「う、うん」

　俺は食堂に残すハクレン、クォンに手を振ってドマイムと共に彼の泊まる部屋に戻った。

　そこで紙とペンをドマイムに渡す。

「さあ。相手への要求を思いっきり書くんだ！　細かい部分も忘れるな！　書いたら書いただけ、相手が変わると思え！　あのクォンをお前の好みの女になるように、書き殴れ！」

「は、はいっ！」

　俺は一心不乱に紙に向き合うドマイムを残し、食堂に戻った。




「ドマイムさまは納得していただけましたか？」

「その話の前に、クォンに聞きたいことがある」

「なんでしょう？」

「ドマイムとの結婚には賛成か？」

「当然です」

「相手がドマイムでいいのか？」

「はい。ドマイムさまがいいのです」

「よくわかった。実は今、ドマイムには結婚するにあたって、未来の妻に対する希望を紙に書いてもらっている」

「未来の妻……つまり」

「クォン宛てだ。多分、お前のことだから全て受け入れるだろう」

　本当に出会ったばかりなのだが、なぜか理解できてしまう。

「ええ。ドマイムさまの希望ですから、全て叶かなえて差し上げなければ」

「理想の嫁だな」

「ありがとうございます」

「だが、それでは結婚生活は上手くいかない」

「……どういうことですか？」

「偉そうに語れる立場にないが……言わせてほしい。結婚とは、互いに相手を認め合うことが大事だ」

「互いに……」

「一方が圧倒的強者であってはいけない！　また、片方が服従するのもよろしくない！　夫婦になるということは子を成すだけでなく、両者が協力して家庭を作っていくものだ！　クォン！　お前にそれができるのか!?」

「も、もちろんですわ！　ドマイムさまと幸せな家庭を築き上げてみせます！」

「よし。では、お前もこの紙にドマイムに対する希望を書け」

　俺はクォンに紙とペンを差し出した。

「え？」

「ドマイムにしてほしいこととかだ。あるだろ？」

「え、ええ、ですが……」

「向こうも要求するんだ。お前も要求して当然。遠慮するな。全部書け」

「……わかりました」

　クォンのために部屋を用意し、そこで書いてもらうことにした。




　宿の食堂に残されたのは俺とハクレン。

「村長。ずいぶんと世話を焼くのね。そんな性格だった？」

「ドマイムはお前の弟だろ」

「私の弟が関わっているから？」

「ああ」

「村長」

「なに？」

「私も村長に要求したいことがあるんだけどー」

「ははは。奇遇だな。俺もお前に対して要求することがあるぞー」

　ちょっとだけイチャイチャしながら、俺とハクレンは残った酒と料理を楽しんだ。







　翌日。

　超大作を手にするドマイムと、二十枚ぐらいを手にするクォンがテーブルを挟んで座った。

「では、互いに交換」

「え？　あの、その前に添削とかは？」

「お前たちの気持ちに削る部分などない！」

　躊ちゅう躇ちょするドマイムを一喝。交換。

「そして、部屋に戻って全て読め！　全部だぞ！　一字一句、見逃すな！」

　二人を部屋に戻す。

「これで大丈夫なの？」

「わからない。が……互いの気持ちをぶつけ合うんだ。今の関係よりは一歩、進むだろう」

「なるほどねー」

　俺の予想通りになったかどうかは知らないが、ドマイムとクォンが村から帰る時は、二人揃そろってだった。

　ドマイムの顔が少しスッキリしていたように見えたので、大丈夫だろう。

　問題が来て、去った。よかった。




「ハクレンお姉さまだけ、村長と……ズルイ」

　竜族関連の話だったのに、のけ者にされたラスティが少し拗ねた。




　そして……。

「お願いします。私とクォルンとの仲を……」

　ドマイムとクォンの仲を進展させた奇跡の相談相手として讃たたえられた俺の前に、ハクレンの妹でありドマイムの姉であるセキレンがいたりする。

　竜ってフットワークが軽いんだなって思った。




[image: ]




　冬に食べたくなる食べ物といえば、餅もちだ。

　餅、餅米を蒸し、キネで搗ついて捏こねる。

　餅、食べたいと思うと食べたくなる餅。

　餅、餅、餅。餅米を少量だけど作っているとなれば、餅を作るのが人情ってものではないだろうか！

　一回目、蒸すのに失敗。くっ。

　二回目、なんとかできた！　しかし、求めていた食感と違う気がする。搗き方が悪かったのか？　それともリズム？　いや、俺ではパワーが足りないのか？

　三回目、ミノタウロスの駐在員に搗いてもらい、ケンタウロスの駐在員に返してもらった。

　美味うまかった。砂糖醬じょう油ゆは絶品。砂糖黄粉きなこも悪くない。来年はもう少し、餅米の畑を増やそう。保存食にもなるし。

　冬に食べたくなる食べ物といえば、善ぜん哉ざい！　小豆を茹ゆで、砂糖を加える。そして塩少々。なかなか味のバランスが難しい。七回目ぐらいで納得の味になった。

　これにさらに餅を投入！　パーフェクト善哉！

「お、お餅を入れるとは……その発想はなかった」

「お餅と一緒だなんて、美味おいしいに決まってる」

　あっと言う間に完食された。




　冬に食べたくなる食べ物といえば……なんだろう？　恵方えほう巻き？　ノリは……マイケルさんに頼んで手に入れてもらった。米もある。酢もある。具材は……野菜中心だけど、ある。あとは卵焼きを作って……こんなものか？

「新しいお料理ですか？」

「ああ」

　本来は切らずにかぶり付くのだが、切ってみんなに食べてもらう。

「不思議な味です」

「オニギリとは違うのですね？」

「中の具を変えることで……無限の可能性を感じます」

　好評だった。

　恵方巻きついでに節分を思い出した。




　節分。

　…………食料に不安があるのに豆を撒まくのは、ちょっと無理だな。




　あとは……バレンタイン？　チョコレートってカカオから作るんだよな。

『万能農具』でカカオは育てることができるだろうけど、カカオからチョコレートにする方法を知らない。

　カカオの実の中がチョコレートってことはないよな？

　あー……でも、チョコを食べてみたくもある。春になったらカカオを育ててみよう。

　食べ物関連はこんな感じ。




　俺の家で作ったので食べられなかった者が出たため、後日に何度か作ることになった。

　餅が人気だった。

「喉、詰まらせるなよー」










　冬の間の実験。

　天気のいい日、俺はラスティに頼み、できるだけ空高くからとある物を投下してもらった。

　投下してもらった物は、そのまま落下。途中でスルスルと布が広がり、パッと開く。パラシュートだ。

　パラシュートを開いた投下物は、落下速度を低下させながらユラユラと地面に落ちた。

　そして、パラシュートには木箱を重りとして付けており、箱の中に入れておいたガラス瓶を確認するが、割れていない。

　俺の実験に付き合っていたグランマリアが驚く。

「村長？　今のは？」

「ラスティやハクレンに乗って落ちた時のことを考えてみたんだが……いい具合だな」

「落ちた時……あれで降りるのですか？」

「緊急時な。まあ、人だけじゃなくて今みたいに荷物につけたりもしたい」

「荷物はいいですけど、人は危なくないですか？」

「完全に安全ってわけじゃないだろうけど、何もないよりはいいだろう」

「落下を制御する魔法があります」

「……俺は使えない」

「失礼しました」

「まあ、いきなり人で試したりしないさ。実験に実験を重ねたあと、飛べる者で試してみる」

「それなら安心です」

　飛んでいたラスティが戻ってきたので、上空から見た感想を聞く。

「大量にバラ撒いたら気持ちよさそう」

「…………」

　ともかく、パラシュートの改善だな、うん。布やロープを供給してくれるザブトンたちが冬眠中なのでこれ以上はできない。春を待とう。

「ん？」

　妙に期待した雰囲気を纏まとった酒スライムが寄ってきた。

　…………いいのか？　危ないぞ？

　酒スライムの気配が、大丈夫だと答えた。

「健闘を祈る」

　俺は木箱のふたを取りスライムに敬礼すると、酒スライムは木箱の中に入った。

　ふたは……ない方が周囲を見られていいか。

　パラシュートが開かないと怖いので、畳まずに伸ばしたままにする。

「ラスティ。このまま、持って飛んでもらえるか？」

「わかった」

「グランマリア。低空で待機。万が一の時は、酒スライムを助けてやってくれ」

「わかりました」

　そして、先ほどと同じぐらいの高さから投下。

　畳んでいないパラシュートはすぐに開き、落下速度が減速する。

　……見た感じ、気球みたいだな。

　酒スライムは数分の空の散歩を楽しんだあと、無事に地面に着地。衝撃も小さく、特に問題はなかったようだ。酒スライムはかなり嬉しそうに跳ねていた。

「……なんだか楽しそうね」

「ですね」

　ラスティとグランマリアがこっちを見ている。

　…………万が一の時は飛べるから大丈夫と、二人は楽しんだ。

「なかなかいいわね」

「ふわふわと落下する感じが新鮮で楽しいですね」

「でも、パラシュートの装着を肩だけじゃなくて、太股ももにも固定するのが少し恥ずかしい」

「そうですね。他に装着方法はないのでしょうか？」

　ズボン姿に着替えた二人がなんだかんだと改善点を言ってくれるが、そのあたりはザブトンたちが起きてからな。

　あと、次は酒スライムの番。順番は守ろう。







　雪が積もってもケンタウロスたちの移動に支障はない。

「さすがに吹雪の時は、無理に移動するなよ」

「承知しています。今ぐらいでしたら問題は……ああ、橋に雪が積もっているのは少し怖いですね。もう少し広くなると助かるのですが」

「確かにそうか。だけど、あれ以上に広くすると魔物や魔獣が渡ってしまうと心配されてな」

「魔物や魔獣……言われるとそうですね。無理を言いました」

「いや、毎日移動してもらっているんだ。不便な所は直していきたい。幅は広くできないが、手て摺すりがあればどうだ？」

「手摺り？　確かに、それがあれば助かります。現状、雪に足を取られて落ちるのが怖いのですから」

「なら、それでいこう。天気のいい日に運んでもらえるか」

「承知しました」




　天気のいい日。

　ケンタウロスに乗せてもらって橋の架けられた場所に向かう。

　同行者に定時連絡に来ていたケンタウロスが三人と、駐在員としているケンタウロスが二人。

　そして、護衛としてクロとクロの子供たちが十頭。半分は今年生まれた子供だ。

「定時連絡は三人一組になったのか？　最初の頃は二人とか五人だったが……」

「はい。色々と試した結果、三人組がベストと判断しました」

「なるほど。無理がないなら構わないぞ」

「はい」




　橋の架けられた場所に到着。

　天気はいいが橋の上には雪が積もっており、ケンタウロスたちが何回か通った跡がわかる。

「木の橋ですから、火の魔法で雪を溶かすのも怖いですから」

「ははは。さすがにそれはやめてほしいな」

　橋は丸太を置いて上部を削った形。これに手摺りをつけようと思うと……釘くぎが必要だな。

　釘は持って来ているが、手順を考えると手摺りを作り、橋を一度回収したあと、手摺りを固定、橋を戻す。

　…………面倒だな。

　俺は森の中に入り、大きな木を探した。直径三メートルぐらい。長さも川幅以上。

　伐採、加工。

　一本の丸太を削り、Ｕ字形の橋を作った。手摺りではなく、側壁。

「これでどうだ？」

「悪くないですが、通っている時の視界が制限されますね。高さもこれほどなくても……」

「なるほど」

　側壁の高さを半分にし、さらに穴を開ける。

　雨や雪が降ると水が溜たまるな。床に緩い傾斜をつけ、排水用の穴も側壁に幾つか開けておく。

「これでどうだ？」

「いい感じですね。ありがとうございます」

「ははは。よし、連絡員はこのまま各村に移動。橋が新しくなったことを他の者に連絡してくれ」

「了解しました」

　連絡員のケンタウロス三人ができたばかりの橋を渡り、駆け出していく。

「それなりに時間を使いました。そろそろ帰りましょう」

　駐在員のケンタウロスに促うながされて、俺は帰ろうとしたが……。

「クロたちが獲物を追い立ててるみたいだな」

　今年生まれた子供たちが、頑張っている。しかし、追い立てている獲物は見ない獲物だった。

　鹿？　角が凄く凶暴そうだが……ああ、行動も凶暴そうだな。

　角を振り回して反撃したが、クロの子供たちは避よける。空振りに終わったが、包囲を切り崩すことには成功したようだ。鹿は俺の方に向かって来た。駐在員のケンタウロスたちが慌てる。

　だが、俺はすでに『万能農具』のクワを手にしていた。

　首を耕し、凶暴な鹿を仕留めた。クロの子供たちがお見事と吠えて褒めてくれた。

「ははは。よし、血抜きして持ち帰ろうか」

　思わぬ食料確保に、ホクホクの俺だった。




「パニックカリブーですね。これ」

「うん」

　鬼人族メイドと文官娘衆が、深刻な顔をしていた。

「狩っちゃまずかったか？」

「いえ……その、かなり珍しいですが、魔獣なので狩るのは構わないのですが……価値の大半が角にありまして……」

『万能農具』のクワで耕したので、角は頭部ごと土になった。

「すまない。だが、安全第一だ」

　下手に狙って怪我でもしたら大変だ。

「それはわかりますが……角は凄く美味しいらしいんです」

　……角、食べるの？

「私は食べたことありませんが、食べたことのある者は揃って絶賛します」

「珍しくて変わった味だから、評価が高くなってしまった系じゃないのか？」

　いわゆる珍味系。

「そうだと思うことにします」

　パニックカリブーの肉は、普通に美味かった。




　角の味が気になったので、天気のいい日はパニックカリブーを狩りに森に向かう。

　グランマリアたちやクロの子供たちを多数動員し、運よく七日目にして一頭を狩れた。今回は角を無事に確保。

　角は砕いて粉にし、煮てスープにするのが定番らしい。

　作って食べてみた。

　感動するほど美味かった。肉も美味かったが、それ以上だ。驚いた。

　しかし、それ以降はどれだけ森に入ってもパニックカリブーとは遭遇しなかった。

　くっ。美食の記憶だけ残された。

　やるな、パニックカリブー。
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　春が来た！　忙しくなる春だ！　活動を始めたザブトンたちに挨拶しつつ、春の到来を喜ぶ。




　まず、食料のチェック。

　フラウを筆頭に文官娘衆のチェックが行われ、計算される。

「〝大樹の村〟、問題なし！」

「二ノ村、食料の消費に偏りがありますが、量的には問題ありません」

「偏り？」

「果実類の消費が速いみたいです。逆に穀物類の消費が抑えられています」

「味の好みでしょうか？」

「あー、いえ、その。多分ですが……保存できる食料を後回しにしただけかと」

「不足したら補充すると伝えたでしょう？　二ノ村は私たちを信用していないのですか？」

「そうではなく、習慣的なものではないでしょうか？　ここに来るまでに苦労されたようですし」

「……なるほど。次」

「三ノ村、冬の間の消費が多かったようです。近日中の補充が必要です」

「〝大樹の村〟から回せる？」

「大丈夫です。現在の消費量なら、次の収穫まで保もちます。手配します」

「よろしく。消費が多かった理由は？」

「子供の食べる量を見誤ったとのことです」

「子供とはいえ、ケンタウロス。かなり食べるみたいですね」

「なるほど。一ノ村は……問題なしというか、ほとんど消費がありませんね。送った分の大半が保管されています」

「食べなくても大丈夫とはいえ、食べてもらえないのは少々……」

「消費を抑えてくれたことに感謝しましょう」

　現状、〝大樹の村〟の次の収穫まで食料に問題はないとのこと。だが、それは収穫が例年通りであるならという条件付き。つまり、俺の『万能農具』の働きに期待されている。頑張らねば。




　冬の間の汚れを清掃。

　考えていた以上に汚れがある。日干しも兼ねての大掃除。溜まったゴミ類を『万能農具』で耕し、土にする。




　さて、次に畑！　と頑張りたいが、その前に種族の代表を集めた会議を行う。

　一ノ村のニュニュダフネのイグ、二ノ村のミノタウロス族のゴードン、三ノ村のケンタウロス族のグルーワルドたちも参加する。

　主な議題は今年の活動方針と、褒賞メダルの受け渡し。会議といっても事前に相談は済んでおり、ほとんど俺からの通達になる。




「まず、今年は二ノ村、三ノ村の発展に尽力したい」

　最終的な理想は、二ノ村、三ノ村だけでの自給自足。だが、急ぎはしない。急いだところで、そう簡単にはいかないだろう。

　まずは、今の生活に慣れてもらい、安心して暮らしてほしい。

　冬の間の手仕事で、内装関連はそれなりに揃ったと報告を受けている。

　水路作りは、天候の影響でまだ完成には至っていない。それに関しては無理はしないように言っているので、問題はない。だが、畑には水が必要。なので、優先は水路とため池の建設。

　あとは冬の間に発覚した問題点の解消。

　主に野外トイレの位置の変更や、渡り廊下的な物の建築だ。

　それが終われば畑だが……これは『万能農具』を持つ俺一人の作業なので各村に問題はない。

　問題があるとすれば、俺のスケジュールがハードなこと。

　あとは、これまではハイエルフたちが建築のメインで、ミノタウロス族やケンタウロス族はお手伝いだったが、ある程度は自分たちでできるようになってもらいたい。

　現状、各村は越冬を優先したので家しかない。集会ができる大きな場所や、風呂などを建築しながら学んでほしい。

　などなどを伝えていく。

　褒賞メダルに関しては、冬の間に色々と話し合った。

　結果。

「ニュニュダフネ、各村の駐在員を除き、〝大樹の村〟に住み、働ける者には一人三枚。種族代表者にはさらに十枚を渡す」

〝大樹の村〟に関しては、去年と基本は同じだ。

　アルフレートやティゼル、生まれたばかりのリザードマンの子供のようにまだ労働力にならない者には渡さない。

　逆に小さくてもちゃんと働いている獣人族の男の子たちには渡す。また、クロ、ザブトンたちには集団としてさらに追加で渡した。

　いつもありがとう。そして、これからもよろしく。




「一ノ村、二ノ村、三ノ村に住む者には、今年は渡さない。ただし、各村に三十枚ずつを渡す。管理は各村の代表がするように」

　新しく来た者たちには、明確な差がつけられた。

　俺は平等に扱おうとしたが、イグ、ゴードン、グルーワルドは断った。

　曰いわく、まだ役に立っていないと。また、大人も子供も同じ扱いだと困ると言われた。確かに。

　なので、少し話し合い、村に三十枚を渡すという形になった。




　褒賞メダルの交換リストは、去年と大きく変わらない。

　俺が作ることになる家具類に関して、時間がかかるとの但ただし書きを追加されたぐらいだ。

　そして、冬の間の食料に関して貢献のあったラスティとハクレンに、褒賞メダルを追加で二枚ずつとなった。

　この枚数も揉めた。

　不要というラスティ、ハクレンに対し、渡したい俺。結果、二枚ずつという中途半端な枚数に。

　功績表とか作った方がいいのだろうか？　褒賞メダルの評価が俺に一任されているのが問題点だと思う。




　その後、会議で〝大樹の村〟の方針が伝えられる。

　畑の拡張。果樹エリアの拡張。作付け内容。俺の家を改築すること。

　このあたりは〝大樹の村〟以外に住む者にはあまり関係ない話題だろうけど、一応は聞いておいてほしい。




　大きな話としては子供たちの教育に関して。

　二ノ村ではミノタウロスの子供が二十三人に対し、大人が四十九人。

　三ノ村ではケンタウロスの子供が六十四人に対し、大人が四十人。

　本来なら大人が交代で教えればいいのだろうけど、子供の数に対して大人の数が少な過ぎた。

　その上、大人は新しい生活に適応するのに忙しかった。

　現状、見張りとしての大人が数人付いているだけで、子供の教育は放置されている。

「将来を考えれば、読み書きと計算はできたほうがいいだろう」

「そうですけど、大人でもできない者がいる現状では……」

　詳しく聞くと、ミノタウロスたちの中に読み書き計算を誰かに教えるレベルでできる者は不在。

　ケンタウロスたちも、同じようなものだった。

　さらに詳しく聞くと、計算ができると言った者も、足し算と引き算だけで、掛け算や割り算はできないらしい。

「教育レベルってそんなものなのか？」

「えーっと……」

〝大樹の村〟の住人では、ハイエルフ、山エルフの何人かの計算が怪しかったが、ハクレンが教え込んだので大丈夫。

　現在は小さな子供とスライムと蜂以外は読み書き計算ができると胸を張られた。

　クロの子供たちやザブトンの子供たちもできるのだろうか？

　できるみたいだ。教育差を感じる。そして、このまま放置はできない。

「子供たちを移動させるのは負担が大きいし、各村で教育するのが一番。しばらくは〝大樹の村〟から教師役を派遣する形でなんとかしよう」

　教師役はハクレンを中心に、文官娘衆から何人かといった感じだろうか。

　まあ、教育は大切だけど慌ててもいけない。無理に教えて、勉強嫌いになられても困る。焦あせらずにやっていこう。




　そして最後に。

　一ノ村への移住者を探すことの確認。元々、俺が移住者を求めたのは不安解消のためだ。

　不安は二つ。

　一つは『万能農具』を使う俺に何かあった場合、村が困るのではないかということ。

　死ぬ気はないが、人間だから年は取る。いつかは死ぬのだ。

　アルフレートやティゼルに『万能農具』を継承できればいいのだが、それは都合のいい考え方だろう。

　また、俺が死ななくても何かの拍子で『万能農具』が使えなくなった時のことを考え、農業ができる者たちがいてほしい。

　もう一つは、男女比の問題。

　現状、俺以外の男が少な過ぎる。不健全。いや、不健全でも手を出した以上は面倒を見る。

　その覚悟はしている。正直、色々と諦めた。だが、問題は未来。

　アルフレートの世代が全て兄弟姉妹。どう考えても健全な状態じゃないだろう。

　村のことを考えても、俺以外の男が必要だ。なのに、今回の移住者たち……ミノタウロスは大きさ問題があり、ケンタウロスたちとは交配不可。ニュニュダフネたちは男女交配の必要がない種族。

　農業をする人手にはなっても、男女比問題の解決にはなっていない。

　だから続行。移住者を求める。

　そのことを確認し、会議は終わった。







　会議が終われば、やっと畑仕事！

　全力で〝大樹の村〟の畑を耕した。以前にこのあたりが限界かなと思った広さだが、なんだかんだで広げることに成功。

　現在、畑の大きさは、三十二面×二十四面を、三十二面×三十二面に。ただし、畑の北東部分にあった薬草畑は拡張して残した。

　薬草畑の大きさは八面×八面なので、広がった畑は実質八面×二十四面。

　新しい住人やクロの子供たちが増えたことだし、よかった。

　この畑拡張作業中、恒例のザブトンの子供たちの旅立ちがあった。

　ビシッと片足を上げて敬礼すると、次々と糸を出して飛んでいく。

　遠くに行っても元気でいてほしい。そして残ってくれる子供たちに感謝。ありがとう。

　畑の拡張が終わると、次は果実エリアの拡張。

　十二面×八面だったのを、十二面×十二面に。

　ヤシ、ザクロ、ライム、キウイ、ライチ、マンゴスチンなどのちょっと変わった系と、カカオの木を育てることにする。

　ちょっとした果樹園だな。

　果実エリアに住む蜂は、順調に新しい巣ができており、今年も蜂蜜に期待できそうだ。

　そして牧場エリア。

　うん、順調に子牛と子山羊ヤギが増え、育っている。家の東側の鶏も数が増え、賑やかになってきた。

　…………。

　可愛い。うん、可愛い。

　将来的には肉にする予定だったが……。

　今のところ、できていない。

　肉は森で狩れるんだから、無理に食べなくてもいいじゃないか。

　偽善とわかっていても、できない自分の弱さ。

　牛乳、山羊乳、卵をお願いします。




〝大樹の村〟での作業が一段落した俺は、クロの子供たちを護衛に二ノ村に向かった。
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　二ノ村はミノタウロスたちの村。

　まずは二ノ村の社やしろ用に作ったクロとユキ、そしてザブトンの像を設置する。

　ザブトンの像は、二ノ村に住むザブトンの子供たちが大樹の上に運んでいった。落とさないように、しっかり固定するんだぞ。

　そして神様にお祈り。二ノ村をよろしくお願いします。




　二ノ村に来る途中、改良した橋を渡ったが少し問題があった。

　クロとユキ、ザブトンの像を運ぶ時に橋の壁が邪魔になった。食料の輸送はラスティやハクレンに頼んで空を使ったので気付かなかった。

　今度、また橋の改良を考えよう。




　二ノ村に住むミノタウロスたちは、元々は農業をやっていたのでそれほど心配はしていない。

「この辺りにため池をお願いします」

　俺が〝大樹の村〟で作業している間に、二ノ村の水路は完成している。

　水路は竹製。冬の間に加工と土台作りを行い、春になった時に一気に組み立てた。

　竹製水路では水量と強度に問題があるが、メンテナンス性は高いと評価。

　現在、水量を増やすために二号水路を計画中とのことだ。




　俺は指示された場所にため池を作り、排水用の水路を掘る。

「あっと言う間ですね。私たちでは、全然掘れなかったのですが……」

　全て『万能農具』のおかげ。俺に感謝するなら、社を大事にしてほしいと伝える。

　そういえば何か信仰しているのかな？　ひょっとして、社が目め障ざわりだったり……。

　心配になったのでゴードンに聞いた。

「農神を信仰していますが、他の神を排除するほど狂信的では……」

「そうか。農神……農業神のことだよな。片方がそれなんだが……」

「そう聞いています。俺たちの知る姿ではありませんが、それで問題ありません」

「そうか。まあ、でも、余裕ができたらゴードンの知っている姿の農神も作ろう」

「ありがとうございます」




　さて本業。

「畑は穀物類を中心に。ただ、一種類だけだと不作の時に困るので、いくつかの種類を。果樹も任せていただけるなら、お願いします」

　二ノ村の要望を聞きながら、畑を作っていく。畑の位置や、大きさなどは全て二ノ村の者の判断に任せた。

　一回目は俺が『万能農具』で作るため、あまり手間がかからない。だが、二回目以降は一回目で育てた作物の種でやっていく予定なので、俺基準の広さではなくミノタウロスたちの基準で決めた方がいいとの判断だ。




　結果。

　二ノ村ではまず、作物畑が十六面×十六面。育てるのは小麦、トウモロコシ、アワ、ヒエ、キビ。

　俺は正直、アワ、ヒエ、キビは名前しか知らなかったが、ミノタウロスたちが知っていたし、マイケルさんから購入した食料にもあったので形は知っている。

　実物を持ち、ミノタウロスから説明を聞きながら頑張った。『万能農具』ならなんとかしてくれると信じて。

　果実畑が八面×八面。ミカン、モモ、リンゴ、ナシの木を中心に。数本、レモンやライムの木を交ぜておいた。

　その他、八面×八面の広さで、山羊の飼育を始める。

　俺が来る前に準備を開始していたので、柵と山羊小屋、水飲み場が作ってあった。

　俺は山羊を放牧する場所の地面を『万能農具』で耕し、山羊のエサになりそうな草が生えるようにする。

　あとは山羊。

〝大樹の村〟から、六頭が運び込まれる。

　個人的な要望だが、最初のこの山羊たちは食べずに繁殖させてほしい。

「山羊の乳でのチーズを作った経験がある者がいますから、そっちを優先しますよ」

　よろしくお願いする。

　他にも色々とやってみたいらしいが、まずは足場固めに徹するとのこと。俺がそれに反対することはない。

「こんなに広い畑を任せていただき、ありがとうございます」

「頑張って育てます」

「山羊も大事にします」

　感謝の言葉を聞きながら、俺は三ノ村に向かった。







　三ノ村。

　遅くなって申し訳ない。

　三ノ村にある社にクロとユキ、そしてザブトンの像を設置する。

　二ノ村と同じく、ザブトンの像は三ノ村に住むザブトンの子供たちが大樹の上に持っていった。落とさないように。

　そして神様にお祈り。三ノ村のこともよろしくお願いします。

　ケンタウロスたちが信仰しているのは多種多様だったが、一番多かったのが戦神だ。余裕ができたら作ってみよう。




　三ノ村はケンタウロスたちの村。

　三ノ村の水路も完成している。

　ケンタウロスたちは女性ばかりだったので少し心配していたが、なんでも二ノ村のミノタウロスたちが協力してくれたらしい。

　なので二ノ村と同じ竹製水路。

　水路作りに協力してもらったお礼に、ミノタウロスたちの家の細こま々ごました物の製作には、ケンタウロスたちが協力したようだ。いいことだ。

　俺はため池と排水用の水路を掘ったあと、畑を作っていく。

　三ノ村の希望で野菜中心の畑作りとなった。これは二ノ村と三ノ村が相談した結果だそうだ。俺も色々な作物に挑戦してくれるほうが嬉しいので問題はない。




　畑の大きさは十六面×十六面。育てるのはニンジン、ダイコン、ナス、カボチャを中心に。他にジャガイモやサツマイモ、イチゴやスイカ、メロンなども。

　果実畑が八面×八面。

　最初はリンゴとかが無難と思ったが、モモの木を多めにと希望された。

「モモは素晴らしい」

　ケンタウロスたちは、〝大樹の村〟で出されたモモが気に入ったようだ。でも、モモは保存が難しいからね。モモを多めにするけど、カキやミカンも育ててもらう。

　あと、二ノ村のように家畜の話になり、鶏を育てることになった。

　なので、四面×四面の広さの場所を用意し、エサになりそうな草が育つように『万能農具』を振るう。

　あと、鶏が到着する前に柵を作る。鶏を逃がさなければいいので、大きな丸太を横に並べて囲う。

　おっと、出入り口を作らないとな。

　これで柵は完成。

　鶏小屋、水飲み場は、三ノ村のケンタウロスたちに頑張ってもらって……ケンタウロスの大人は女性だけで、大工仕事は得意そうじゃない。

　ハイエルフを数人呼び、一気に鶏小屋と水飲み場を作った。




　そして鶏を〝大樹の村〟から十羽ほど運び込む。

　こっちも最初の鶏たちは食べずに繁殖させてやってほしい。元気で暮らせよ。

　こうして三ノ村の作業は終了。

　と思ったが、まだ少し残っている。三ノ村を取り囲む柵と堀作りだ。

　これまでは時間がなく、小規模な柵と堀ではあまり役に立たないことがわかっているので後回しにしていた。

　その分、クロの子供たちが警戒に目を光らせて、冬の間に少なくない獲物を狩ってくれたらしい。ありがとう。

　しかし、少なくない獲物が周囲にいるということ。

　このあともクロの子供たちが常駐する予定だが、家のある場所ぐらいは柵と堀で囲っておきたい。




　まずは堀。ザクザクと『万能農具』で掘る。完成。

　次に柵。森で大きい木を伐採し、村の周囲に並べていく。

　出入り口を確保し、堀を渡る橋を用意して完成。村全体ではなく、家のある場所を囲うだけならそれほど時間はかからない。

　村全体を囲う柵と堀は、また次の機会に。畑をさらに広げる可能性もあるしな。




　俺は三ノ村の作業を終え、二ノ村に移動。

　二ノ村でも家のある場所を囲う柵と堀を作る。

　こっちも、村全体を囲う柵と堀はまた次の機会に。




　俺が〝大樹の村〟に戻るのと同時に、去年生まれたクロたちの子供が百頭ほど揃って出ていった。

　あれ？　パートナー探し？　ここ最近、行かなかったから油断していた。寂しい。

　でも、去年生まれた子は、まだ半数以上が残ってくれている。ありがとう。

　俺は近くにいる狼の頭を撫なでようとしたら、スッとクロが割って入った。

　ははは。

　よしよし。まずはクロを撫でる。次にと思ったら、ユキが待っていた。はいはい。

　撫でるけど、全員を撫でるのは厳しいから列を作るのはやめてほしいなぁ。

　……凄い列ができている。

　あと、そこに並ぶ獣人族の女の子とか鬼人族メイドとかは何かな？

　その日は夜までクロたちと遊んだ。







〝大樹の村〟では、俺の家の改築準備がされていた。

　計画では横長の家をさらに横に伸ばした上、曲げるらしい。

　そして、風呂を作るとのことだ。

　問題となるのは、鬼人族メイドたちの寮。

　どうするのかと思ったら、今ある寮は取り壊して家の中に作るらしい。

　でもって家の近くの畑は減らして、鶏たちの場所にすると。

　畑に関しては、実験畑の意味合いが強かったし、少量生産の作物用だから減っても構わないが……。

　家、デカ過ぎない？　横に二百メートルぐらいになるよ？

　問題ないと押しきられた。そんなものだろうか。







　さて、改築中。

　俺の家に住んでいた者は別の場所に引っ越すのかと思ったが、違った。

　家をいくつかのブロックに分け、ブロック単位で改築していくらしい。

　まずは増築予定部分から。

　俺は改築用の木材を森で伐採、輸送。

　二ノ村、三ノ村から建築の手伝い＆勉強に何人か応援がやって来る。ありがたい。

　今回の家は完全木製のこれまでと違い、土台をしっかり作り、石を組んだあとでコンクリートみたいなもので固めていた。

「木と石を使った家にしてみます。木の家もいいですが、見み栄ばえを考えると石も使わないと」

　とのことだ。

　任せているので、文句は言わない。

　俺は求められるままに木材を用意し、加工していく。

　家が完成する前に、〝大樹の村〟の収穫が始まったので作業は中断。

　収穫を急ぐ。

　収穫が終われば、また畑作りだ。

　二ノ村、三ノ村、それにクロの子供たちのことを考えれば、油断はできない。

　一瞬、酒用の畑の縮小を考えるが、ドワーフたちの何かを訴える瞳に負けてそのまま残した。

　二ノ村、三ノ村でも少し遅れて収穫が行われるだろう。

　また畑を作りに行かねば。食料は多くあって困ることはない。

　なんだかんだで忙しい俺だった。
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　二ノ村、三ノ村での収穫が終わり、新しい畑を作った。労働、楽しい。

　さて、ここで問題が一つ。

　俺は各村の収穫は各村で、と思っていたのだが、周りはそう考えていなかった。

「え？　全部？」

　二ノ村、三ノ村の収穫は全て俺の物という流れになっていた。

　説明してくれたのは三ノ村のケンタウロスたちの世話役であるラッシャーシ。二ノ村のミノタウロスたちの世話役ナーフは、一歩下がった。

「村長は二ノ村、三ノ村に独立した働きを期待していますよね」

「ああ」

「ですが二ノ村、三ノ村は独立を望んでいません」

「え？」

「独立を与えられるよりは、完全に庇ひ護ご下に入った方が安全ですから」

「えーっと……」

　独立を望まない？　そんなことがあるのか？

「彼らの状況をお考えください」

「状況？」

「まず、村の防衛力。これはほぼクロさんやザブトンさんのお子さんたちが担になっていますよね」

「ま、まあ、そうだな」

「生産力。将来的にはわかりませんが……畑を切り拓ひらいたのは村長です。彼らは世話をしただけですよね」

「そうだが」

「その上、作物以外の物を求める時、〝大樹の村〟を頼らなければなりませんよね」

「そうなる……のか」

「そのような状況で、村の独立を望む者はいません」

「んー……」

「色々と揃っていますが、生まれたての村ですからしばらくは面倒をみなければならないかと」

「そ、そうか」

「収穫物の所有権は村長……〝大樹の村〟の村長にあります。村長の呼び方、いい加減に考えてください」

「すまん」

「それで、今後の体制ですが……基本的に二ノ村、三ノ村は遠地にある村長の畑の管理集団という位置付けでいきたいと」

「……それでいいのか？」

「二ノ村、三ノ村の総意です」

「そうか」

「収穫物を〝大樹の村〟に持って来てもいいのですが、そのあとに食料として渡すのは手間ですので、各村で保管させます。各村は収穫物の一部を受け取り、食料とします。各村の要望は、駐在員か世話役の私たちによって村長に伝えることになります。承認をお願いします」

「承認って、すでにそんな感じで動いているんだろ？」

「はい」

「畑を作った時はそんな考え方を感じなかったが……」

　二ノ村、三ノ村の者たちは畑の大きさや作付けに関して、色々と意見を言っていた。

　自分たちの村だと思って言っていたのではないのか？

　んー……。

「方針変更に誰かの入れ知恵があるのか？　誰か余計なプレッシャーを与えたんじゃないだろうな？」

「まさか。元から二ノ村、三ノ村のみなさんはそのような扱いだと考えていました。方針変更ではありません」

　ラッシャーシは、慌てて俺の考えを否定する。

「村長が二ノ村、三ノ村の収穫物をそのまま全て渡そうとしたので、慌てて私やナーフに相談を求めてきました」

「それで今回の話に」

「はい。関係の再確認といいますか、誤解のないようにしておこうと」

「……わかった。承認しよう」

「ありがとうございます」

　ラッシャーシとナーフが頭を下げる。一安心した感じだが、俺の思っていた以上に心配事だったようだ。

「しっかり決めず、不安にさせたようで申し訳ない」

「いえ」

「勝手に、独立や自由がいいと思ってしまっていた」

「独立、自由には責任がセットですから。そういったのは、自分で立つことができて初めて求めるものかと」

「そうだな。これは余談だが……二ノ村、三ノ村は将来的に独立する気概はあるのか？」

「三ノ村は子供が大きくなってからですから、そのあたりの話ができるのは十年、二十年先の話かと」

「二ノ村も似たようなものです。ただ、ミノタウロスたちの性格から、自主的な独立は考えないかと」

「……わかった。当面は面倒をみないといけないってことだな」

「よろしくお願いします」

　ふーむ。俺の考えが甘かったか。

　建物と畑を用意したら、あとは勝手にやってくれると思っていたのだが……そう上手くはいかなかった。

　こちらが色々と配慮するといっても、その言葉に頼った独立よりは〝大樹の村〟に従ったほうがいいという考え方だな。

　子供たちが多いから、下手な独立よりは従っているほうが安心できるのかもしれない。

　…………。

　従う。

　ズシリとした責任の重さを感じる。これはあれだな。命を預かっているという責任の重さだ。これまであまり感じなかったのは俺の目の届く所にいたからか？

　目の届きにくい場所に、俺の責任で生活する者がいる。

　…………。

　王様とか凄いな。とてもではないが、俺には無理そうだ。だが、関わったからにはしっかりと彼らが独立するまで面倒をみよう。

　独立。

　ラッシャーシも言っていたが、それは自分で立ってからだな。つまり、彼らの村だけで立てるようにしなければならない。

　一年や二年では厳しいだろう。だけど、頑張ってみよう。







　クロたちの体制を確認する。

　基本、〝大樹の村〟で多数が生活している。百頭ほどが出かけたが、まだまだ数はいる。

　他に、一ノ村、二ノ村、三ノ村にそれぞれ三十頭が常駐。遊撃として三十頭が各村を巡回。

　誰かが指示したわけでもないのに、自主的にやってくれている。ありがたい。

　ん？　わかった。

　クロたちとフライングディスクとボールで遊んだ。

「……げ、元気過ぎないかな」

　あと、数がやっぱり多い。







　ザブトンの子供たちは、正確な数は把握できないが……各村に五十匹ずつぐらいかな。

　主に外敵の撃退と、畑の害虫退治。各村の住人とは仲良くやっているようだ。これからも頼むぞ。

　ん？　お前たちもか？　わかった。

　俺はザブトンたちとファッションショーをして遊んだ。

　俺の服が増えた。

「今回のヤツ、貴族っぽくないか？」

　農作業時には着られないけど、ザブトンが満足そうなので構わないか。

　その後、ジャガイモパーティーを楽しんだ。

「ははは。ありがとう。だけど、俺は生のままじゃ食べないからな」

　俺のところに生のジャガイモを持ってきたザブトンの子供たちに説明しておいた。







　ニュニュダフネは、各村に数人ずつが連絡要員として在住しているが……。

「お前たち、存在感が薄くないか？」

「そう言われましても……村では木の姿ですから」

「木？　切り株じゃないのか？」

「あれは移動可能なスタイルです。普通の木にもなれますから」

「へぇ」

「なので、風景に溶け込むんでしょうね。存在感がないのが普通です。ちなみに、私たちの中では毎日少しずつ家に近づいて、住人がいつ違和感を覚えるかというゲームが流行はやっています」

「やり過ぎないようにな」

「了解です」

　一ノ村の管理人を任せているが、手がかからないので本当に楽だ。

　うーむ。

「何かしてほしいこと、あるか？」

「え？　でしたら、剪せん定ていしてもらえると」

「……剪定？」

「木を刈り込むことですが」

「それはわかるが、えっと……大丈夫なのか？」

「木や切り株の姿の時は大丈夫ですよ」

「そうか。なら……まあ、上手くできるかどうかわからないが……」

　各村を回って、ニュニュダフネたちを剪定した。

「おおっ、す、凄い技術」

「剪定経験がおありで？」

「神だ、神がいる」

　ニュニュダフネたちから崇あがめられた。たぶん、剪定に『万能農具』を使ったからだろう。

「半年に一回……いえ、年一でも構わないので、今後もお願いします」

「ははは。手が空いていたらな」







「私たちとは遊んでくれないのですか？」

〝大樹の村〟の者たちに言われた。いや、別に遊んでいたわけじゃないんだけどな。

　小さなレクリエーションが行われた。

「第一回、〝大樹の村〟かくれんぼ大会！」

「じゃあ、死しに神がみは村長で。見つかった人も死神となってください」

　鬼人族がいるので、追いかけるのは鬼ではなく死神と称されることになった。

「一定時間、隠れ切ったら何かご褒美がでます」

　タッチなしの掛け声アウト。

　子供騙だましなイベントだったが、それなりに盛り上がった。

「全然、見つけられん！」

　村の住人は、隠れるのが超上手かった。
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　ビーゼルが久しぶりに来たので話しをする。

「ケンタウロス族の者たちは、問題なくやっていますか？」

「ああ、それで少し頼みがある」

「なんでしょう？」

「ここにあるリストに名が載っている者を見つけたら、声を掛けてほしい」

　俺は紙の束をビーゼルに渡す。

　そこには百人以上の名前が書かれている。三ノ村に住むケンタウロスたちの夫や親族、知り合いだ。

「あの辺りの戦火は収まりつつあります。見計らって探してみます」

「助かる」

「いえ、彼女たちを受け入れてもらい助かったのはこちらです」

　ついでに、一ノ村に住んでもらう移住者を探してもらう。

「移住者に関してだが、街にいないのか？　その……言い方は悪いが、孤児とか？」

「いますが、そのあたりは勧誘が厳しいですね」

「そうなのか？」

「ええ。魔王領では孤児は全て孤児院で育て、そこを卒院したあとは各所で働きます。それが何十年、何百年と続いていますので、孤児だからと低く見られることは少ないので」

「なるほど。すまない、変なことを言った」

「いえ、魔王領がマシなだけで他の国では酷いところもありますからね」

「そういった場所から呼ぶのは無理なのか？」

「他国ですから難しいですね。たとえ善意でも、誘拐だなんだと騒がれたら戦争の火種になります」

「そうか」

「それに、可能だとしても、そういった場所で勧誘すると女性ばかり集まりますよ」

「……そうなのか？」

「男性は労働力として重宝されますから。未来への投資として育てる人や組織はありますが、女性は……」

「女性が働く店とかが、将来を見越して育てたりしないのか？」

「余裕がある店はそうするかもしれませんが、余裕のない小さな店ではそうもいかないようで」

「将来よりも今の暮らしってわけか」

「ええ」

「……」

　暗い話を聞いてしまった。

　しかし、俺の手には限界がある。世界中の不幸な人を全て救うなどとても言えないし、そんな志もない。

　俺ができるのは、目の前で困っている人を可能な範囲で助けることだけだ。

　最優先は俺の家族。次に村の住人。その次に村の外の知り合い。

　他国の不幸な女性のことを知っても、できることはない。

　…………。

　なんとかしたいが、手がない。ないだろうか？　他国だしな。普通は無理だ。無理だが……。




「話は変わるが……他国で、情報収集する組織を作ったりはしていないのか？」

「どういうことでしょう」

「他国の情報を集める組織だ。現地で生活し、重要な情報を得た時に報告する」

「ああ、なるほど。残念ながら我らは魔族。見た目は人間と変わらない者もいますが、見る人が見ればすぐにバレてしまいますから。なかなか、そういったのは厳しいですね」

「全員が全員、魔族ってわけじゃないだろ？　シャシャートの街や、ハウリン村の東にある村なんかは人間の街や村だと聞いているが？」

「街や村の代表が人間なだけで、住んでいる者が全員人間というわけではありませんよ。まあ、人間が多いのは確かですが」

　住んでいる人間は、基本的には人間と魔族の融和派。それに、魔王領で働く人間は、あまり危険なことをしたがらない。

「なるほど。だったら、現地の人間を使うのが一番だよな」

「現地の人間が私たちに協力などそうそう……あっ」

　ここで先ほどの話と繫つながる。

　そう、現地の人間の雇用。雇用したあと、それをどう活用するかは別問題。

　俺としては、金を渡す口実があればいい。

「小額だが……寄付しよう。可能な範囲で頼む」

「わかりました。協力、感謝します」

　俺ができるのはこれぐらい。余裕はないが、聞いてしまったのだから仕方がない。

　村の資金のいくらかと……。

「ハクレン」

「なに？」

「昨日、鱗うろこを剝はいだろ？　あれを売っていいか？」

「村長がそんなことを言うなんて珍しいわねー。いいわよー」

　ということでハクレンの鱗、十枚。

「現物で悪いけど」

「え、あ、いえ、あの、え？」

　偽善と言われようが、これが俺のできる精いっぱい。

　ビーゼルはハクレンの鱗を大事そうに持って帰った。













　数年後の魔王城。




「どうだ？」

「各地の変化が、ほぼ速報で入ってきます。凄いですよ」

「そうか。クローム伯の計画通りだな。さすがだ」

「ですね。最初は俺も他国の人を使っての情報収集なんて役に立たないと思っていましたが……」

「ははは。俺もだ。まさか、各地に孤児院を作って情報を集めさせるのが、これほど効果的とは」

「その情報も日記や日報といった形ですからね。疑われることもないでしょう」

「まったくだ。しかし、あの数の孤児院を建てる資金をクローム伯はどこから手に入れたんだ？」

「噂うわさでは、とある資産家が出したとかどうとか」

「その噂は俺も聞いたことがあるが……名前が出てこないからなぁ」

「まあ、誰でもいいじゃないですか。ちゃんと支払われているわけですし」

「そうだな。よーし、とりあえず情報をまとめて各所に報告だ。特に勇者の位置情報をしっかりとな」

「うーっす」

　魔王国情報部が稼動を始めた。




「グラッツ。どうですか？」

「驚いた。各地の物価情報まであるから、相手の動きが丸見えだ。防衛戦になら負ける気がしないな」

「ですね。私もここまでの情報が集まるとは思っていませんでした」

「これを期待しての活動だったのではないのか？」

「ははは。慈善活動が本命です。ですので、この情報を持って攻めると色々と困るのでやめてくださいね」

「攻めるなんて面倒なこと、私がするわけないだろう」

「ですよね。気になる情報や集めてほしい情報があれば伝えてください」

「ああ、それならさっそくだが……このチェスの指し手の情報を頼む。私に似た雰囲気があるから、敵の指揮官とかになられると面倒だ」

「なるほど。こちら側に引き込みますか？」

「そうだな。それが最善だが無理はするな。敵にさえならなければいい」

「承知しました」




「あー……お前たち。魔王である私を放置して、賢そうな会話をするのはやめてくれないかな。私の存在意義が……」

「どうしろと？」

「私を含めて今の会話をもう一回。できれば娘が聞いていそうな場所で」

「……」

　魔王国は平和だった。










　数年後のとある街。




「最近、ガキを見なくなったな？」

「ん？　ガキはいるだろ。ほれ、そこにも」

「いや、そういったガキじゃなくてな」

「ああ。道で寝ていたヤツらか。あれなら街外れにでかい建物ができただろ、あそこだ」

「少し前に大工連中が張り切ってたヤツか？」

「そうそれ。孤児院だってさ」

「へぇ。うちの領主さまがよく金を出したな」

「ははは。それが領主さまじゃなくて、別の街のでっかい商会が金を出したんだとよ」

「んー？　商会が？　そんなことして金になるのか？」

「さあな。でかい商会の考えることは、庶民の俺たちにはわからんよ」

「だな。まあ、汚いガキ共の姿を見なくていいのは気分がいいぜ」

「ははは。たまにその汚いガキ共に食い物を渡してたくせに。気になるなら会いに行ってやれよ。ボランティア募集してたぞ」

「べ、別に気にしてなんかいねぇよ。ただ、まあ、その……なんだ」

「一緒に行ってやるよ。俺も気になるし」

「俺は気にしてないが、お前が気になるってなら仕方がねぇな」

「はいはい」

　各地の孤児院は好意的に受け止められていた。
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　私の名はクォルン。竜族の男だ。

　竜族といえば、それなりに世界では尊敬と畏い怖ふの対象。

　自慢ではないが、私の一族はそれなりに優れた血統。

　父はよくそれほど凄くないと言っては卑下するが、それは比べる相手が悪いのだと思っている。




　ドースさまやライメイレンさま、ハクレンさまにマークスベルガークさま。

　歴史に名を残す竜族と比べれば、確かに父は地味だ。

　だが、尊敬できる。




　尊敬できる点、その一。

　母に意見を言える。




　尊敬できる点、その二。

　母が怒っても、三日ぐらいで機嫌をよくすることができる。




　尊敬できる点、その三。

　暴れている母に、声を掛けられる。




　……凄い。

　母は確かに美人ではあるが、性格は……横柄の一言。

　姉や私には甘いが、部下や従属している種族にはかなり厳しい。

　母を母ではなく一人の女性として見たとき……よく、姉や私が生まれたものだと不思議に思う。

　まあ、私から見れば父と母だが、父と母にすれば男と女の関係。子には理解できないのかもしれない。




　さて、そんな私だが……ここ数年、父への尊敬の念がさらに強くなっている。

　なぜかというと、私にも結婚が迫ってきているからだ。







　最初に言っておこう。

　私に結婚願望はない。理由は父と母と姉を見ているからだ。

　親子仲、姉弟きょうだい仲は悪くはない。だが、私の父と母を見ていて結婚したいと考える者は少ないだろう。私の姉を見ていて女性に夢を見る者も少ないはずだ。

　私の感覚は間違っていない。自信がある。だって、怖いもん。




　竜族の女性は、自分の番つがいとなる者が生を受けた時、それを感じる力がある。

　これは竜族の数が少なく、番となる者との出会いの機会を得られないことを不ふ憫びんに思った神が与えた力だそうだ。

　私の姉は、これによって相手を見つけている。相手は嫌がっているが、私の姉に逆らえる者がいるとは思えない。結婚は秒読みだろう。

　私が生まれた時にそれを感じて来訪する女性がいなかったと聞かされていたので、私の番となる者はまだこの世にはいないと思っていた。

　なので、姉とその相手のことも、大変だなぁと思う程度だった。

　だが、この力は絶対ではない。神の力なのに？　個人差があるらしい。なんてこった。

　相手が生まれた時に感じなくても、出会った時に感じることがあるそうだ。

　それはただの一目惚れではないだろうか？

　そんな私の冷静なつっこみを誰も聞いてくれなかった。




　私を運命の相手と見初めてくれたのは、ドースさまの三女。名はセキレン。

　彼女との出会いは、姉に同行してドースさまの巣にお邪魔したとき。

　姉の運命の相手は、ドースさまの次男であるドマイム。私よりも遙はるかに年下である彼に姉を押し付けることを心苦しく思いながらも、祝福の言葉を贈っていた。

　そんな私をセキレンはずっと睨んでいた。なにか失礼なことをしただろうかと自分の行動を振り返って、心配していた。

　その帰り際ぎわ、セキレンに呼び止められて渡されたのが丸焼けになった大型魔物。正直、嫌がらせかと思った。

　だが、違った。

　母と姉に説明されなければわからなかったけど、あれは彼女からの精いっぱいの好意。

　そうか、あれが好意だったのか。私の知る好意とはまったく違うことに戸惑っていたら、いつの間にか婚約者になっていた。私に確認がなかったように思えるが、記憶違いだろうか？

　以後、セキレンからずっとアプローチされている。




　私も男だ。

　女性からアプローチされて悪い気分ではない。

　だけど、凶暴な魔物を一緒に狩りに行こうと言われても困る。ダンジョンをつぶすほうがいいのかって、そうじゃなくて。

　私としてはもっと平和的に時間をかけてお互いを理解し、結婚への道を歩みたいと考えているのですが……。

「大丈夫、慣れるから」

　父の優しい言葉。

「孫が見たい」

　母の期待する言葉。

「結婚は私の前にするの？　それとも後？　それによって貴方の健康状態が変化するのだけど？」

　姉よ。それは脅しかな？

「一緒に逃げよう」

　ドマイム、お前の性別が女だったらな。ありえないことを考えてしまう。一番嬉しい言葉だったけど。

　ああ、もうどうしよう。




　え？

　セキレンはそんなに駄目なのかって？　そんなことはない。彼女ほど美しい竜は見たことがない。強いし。

　ある意味、ファンだ。

　ただ、結婚相手として考えるとちょっと……。

　わかる？　よかった。

　あ、うん、わかっている。

　このことは君の奥さんには言わないから。

　私の相談に乗ってくれているのは、ドマイムの兄であるドライム。

　彼はすでに結婚しているが、私やドマイムの数少ない味方だ。

　まあ、グルグラント山の守護の仕事を放置して私のもとに来たのは、セキレンに言われたからだそうだが……私の味方だ。信じてるぞ。







　そんな風にグダグダと日々を過ごしていたとき、衝撃のニュースが私のもとに届いた。

　ドースさまの長女、ハクレン。

　竜族でその名を聞かなかった者はいないだろうという有名な暴れ竜。私の姉よりも強く凶暴。そんなハクレンが人間に嫁いだというニュース。

　私はそれを真剣に受け止めた。冗談とは思わない。竜族でハクレンの名を冗談に使うのは自分の命を弄もてあそぶ行為だからだ。だから信じた。




　そして驚いた。

　その人間はドースさま、ライメイレンさまの目の前でハクレンを倒したというのだ。

　……凄い。素直な尊敬。

　詳しく情報を集めれば、ドライムの娘であるラスティスムーンもその人間に嫁いでいるという。

　………………え？

　竜族二人を奥さんにしているの？　その人間は化け物か。

　畏怖。

　恐怖を感じる。できるかぎり、近づかないでおこう。そう心に決めた。

　だが少しして、私は自らその人間に会いに行くことになった。




　ハクレンとラスティスムーンを妻とした人間は、私の姉とドマイムの仲を取り持ったというのだ。

　奇跡だ。

　いや、神の使いなのかもしれん。

　ドマイムは姉との結婚を死ぬほど嫌がっていたのに、今では結婚に前向きだ。姉もなにやら丸くなった気がする。

　人間、凄い。

　そして、そんな人間なら私の結婚のこともなんとかしてくれるかもしれない。

　いや、してくれるだろう。してくれるに違いない！　できれば婚約をなかったことに！

　え？　すでにセキレンが向かった？

　…………。

　逃げたほうがいいかな？

　あれ？　私の肩を叩たたくのは誰かな？　ハクレン？　どうしてここに？　話し合いのお誘いって……えっと。










　私が考えていたよりは、悲惨ではない……幸せな結婚生活を送っていると思います。
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「では、すみません。少し離れます」

　グランマリアが他の天使族に声を掛けてくるらしく、村から離れた。

「クーデル、コローネは行かなくていいのか？」

「全員で行くと、見張りがいなくなってしまいますから」

「それはそうだが……グランマリアが帰ってきたら、交代で行ってもいいんだぞ」

「いえいえ、村にいる方が色々と楽しめますので」

「ここの食事を知ると、もう他で暮らせません」

「そうか」

　グランマリアが村から離れる時、山のように持っていた荷物は食料だろうか？

「お弁当とお土産です」







　北のダンジョンに住む巨人族からとある情報を得た。

　なんでも、北のダンジョンを越えてさらに北に行くと、熱い池があるらしい。

　熱い池。

　…………。

　温泉かな？　温泉だろう。温泉だな。

　行くしかない。




　温泉調査隊を結成。

　俺がリーダー！　と思ったが、村人総出で止められた。

　仕方なくハイエルフの一人がリーダーとなり、クロの子供たちを含めて二十人ぐらいで向かってもらった。




　温泉調査隊は三十日ぐらいして帰還。

　疲れ切った顔をしていた。

「困難な道で、辿たどり着くまで大変でした」

「見たこともない魔物と遭遇し、苦労しました」

　クロの子供の一匹が負傷し、ハイエルフに背負われて少し情けなさそうな顔をしている。

「お湯が熱過ぎて、とてもお風呂のようには浸つかれません」

　凄すごく残念そうに報告してくれた。

　ありがとう。そして、ご苦労さま。

　背負われていないクロの子供たちも、なんだかんだと負傷跡があった。

　治癒魔法をルーとティア、フローラに頼む。

　しかし、入浴できない温泉か。考えていなかった。

　ふむ。温度だけが問題なら川から水を引いてくればいいのだが……成分的に問題がある可能性もあるか。

　考えてみれば、調査隊を行かせたのは不用意だったかな。反省。

　次は自分で行くと決意する。







　防災訓練。

　人が増えてきたので、防災を考えた。

　一番怖いのが火事。

　なので、火を使う場所の再点検。また、すぐに消す方法があるかをチェック。

　…………。

　問題なし。

　防災意識は、俺が思っている以上に高かった。

　一番低いのが俺だったっぽい。気をつけます。




　ついでに、消火訓練もしてみる。

「魔法で鎮火」

　情緒がない。

　いや、消火は大事だ。魔法、凄い。

　だが、俺は水で消火がしたい。

「魔法で水を運ぶの？」

「違う。バケツリレーだ」

「？」

　住人が一列にならび、水源から火元まで水の入った桶おけを運んでいく。

　そして先頭にいる者が桶の水を放ち、消火する。

　一回二回では火は消えない。

　何十回、いや何百回と水を放ち、やっと火が姿を消した。

「鎮火……確認！」

　バケツリレーの最初は手間取ったが、全員がやっていることを理解したあとは速かった。

　一番大変だったのが水を放って空になった桶を水源にまで運ぶ役だろう。

　あと、体格差というか身長差で列に入れなかったミノタウロスとケンタウロスの駐在員には申し訳なかった。

　バケツリレーは、ある程度は身長が近くないと遅くなってしまうからな。

　二ノ村、三ノ村では大丈夫だろうから、村でこの方法を教えてあげてほしい。

「村長、もう一回やりますか？」

「ん？　ああ、そうだな」

「私、先頭やりたいです」

「先頭が一番楽しそう！」

　先頭で水を放つのが人気だった。

　だが先頭だったリザードマンは、かなり疲労している。

　火に一番近い場所で、水の入った桶を振り回していたのだ。一番の重労働だよな。

「よーし、先頭にいるのは十回までだ。十回、水を撒まいたら交代だぞー」

　途中で交代する必要もある。

　こういったことを学ぶのが防災訓練だ。

　有意義な時間だった。

　ああ、かなり疲労しているリザードマン。次は休んでていいからな。










　第二回、〝大樹の村〟かくれんぼ大会！




「始める前に諸注意だ。これは訓練ではなく、レクリエーションです。遊びです。本気で隠れ過ぎないように。特にエルフ、山エルフ。捕まっても処刑とかにはなりません。ですので手加減してください。あと、魔法を使える人たち。認識阻害とかはしないように。攻撃とみなします。死神になった時も、魔法で攻撃するのもなしだからな。それとニュニュダフネ。木の姿になる場合は、一メートル以上の大きさになるように。物陰に一センチの木とか、見つけられるかっ！　失礼。見つけられません。遊びだということを理解した上で隠れてください。では、始めましょう。鬼……じゃなくて死神は俺ひとりからスタートで……質問？　どうぞ？」

「えーっと、村長の傍そばでやる気に満ちたクロさんたちがいるのは、なんでですか？」

「死神のお手伝いです。気にしないように」

「ザブトンさんたちがウオーミングアップしているのは？」

「死神のお手伝いです。気にしないように」

「村長、本気過ぎるっ！」

　大いに盛り上がった。







「酒の種類が増えたな」

「うむ。どれも美味うまい」

　これまで酒を売るのは抵抗されていたが、ドワーフたちから売ることを提案された。

　曰いわく、美味い酒はみんなで飲むべきだ。

　ここに来た時、村の酒を絶賛していなかったか？　その後、売るのを渋っていなかったか？　現状、売っているのはビーゼルぐらいだぞ。マイケルさんが欲しがっていたぞ。考えが変わった理由はなんだ？　目を逸そらすな。

　問い詰めたら、自白した。

「女性？」

　これまでに、〝大樹の村〟の酒を口コミで知ったドワーフたちが集まってきた。

　主な情報元はドライム。

　そうして集まったドワーフは現在、四十一人。

　結構、増えた。

　その中で女性が四人。

　男女比がおかしい。おかしいなら正さねば。どうやって？　お酒の噂うわさが広まれば、来るんじゃないかな。

　噂を広げるには？　お酒、外に売ろう。

「という考えだ」

「……」

「怒ったか？」

「いや、驚いている」

「？」

「酒以外にも興味があったんだなと」

「酒があれば、次を求めるのが自然の摂理」

「酒の次は酒に合う食事だろ」

「それも大事。飲んで食べた後。家庭的な温ぬくもりを求めたい」

「家庭的な温もりね。まあ、酒を外に売るのは前々から賛成だから構わないさ」

「感謝する」

「それで、どれを売るんだ？」

「ここから、あの辺りまでを」

「……最初の頃に作ったヤツだな」

「まだまだ未熟だった」

「量が少ない気もするが？」

「いやいや、これぐらいで十分」

「もう少し、あっちまで……」

「駄目。それは駄目。かなり美味いヤツだから」

　酒の備蓄のごく一部を外に売ることになり、マイケルさんがかなり喜んだ。




「贈る分には抵抗しないのに、売るのに抵抗するのは変じゃないか？」

「贈られた者の笑顔は酒に対して。買った商人の笑顔はその後の儲もうけに対してだからな」

「なるほど」

「マイケル殿はここに来て酒を飲み、味を知っているだけマシだ。商人によっては飲みもせずに売り歩く者もいる」

「まあ、商人も生活が懸かっているからな」

「それは理解できる。が、相あい容いれんだけだ」

　難しいものだ。
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　これまで麻雀マージャンのチャンピオンはハイエルフのリゼだったが、そのリゼが妊娠中で参加を見合わせている間にトップに立ったのがフラウ。

　圧倒的な読みの鋭さで鉄壁を誇り、大きく負けず勝ちを積み上げていった。

　その牙が城じょうを崩そうとしているのが、ロナーナに会いに来ていた魔王国四天王の一人、グラッツ。

　変則的な打だ牌はいで他者を翻ほん弄ろうしながらも、手役が高い。一撃で相手を沈めるスタイルで対抗していた。

　巻き添えを喰くらったのが他二名。俺と悪魔族のブルガ。

「何を捨てても当たる気がする……」

「ですね。現物以外は駄目っぽいです……通してください」

「ごめんなさい。ロンです」

「俺もロンだ。同時にロンはありだったな」

「うがぁっ、なぜその捨て牌ぱいでその待ちにっ！」

　ブルガが最下位に落ちたので、俺がなんとか三位になった。

　そしてそのまま終了。よかった。俺の連続最下位の記録が止まった。

「ふふふ。なかなか面白い遊具だ。できれば売ってほしいのだが」

「構わないけど、囲む相手がいないだろ？　ルールを教えるのは大変だぞ」

「あー……確かに」

「グラッツさま。魔王様と王おう姫きさま、それにお父さまならできますよ」

「そうなのか？」

「ええ、こちらに来ていた時に遊んでいましたから」

　そういえば武闘会をやった時にドースたちと遊んでいたな。

「なら問題なし。一つ、頼む」

「承りました。で、ロナーナを放って遊んでいていいのか？」

「ロナーナとは十分に話しをしている。それに、ロナーナは仕事だろう。邪魔はできん」

　ロナーナは、クロの子供たちの護衛を引き連れ、二ノ村に向かっている。

　いざという時、一人でも二ノ村へ行けるように練習だ。

　前々から予定されており、出発する前日にビーゼルに連れられてグラッツが来たのだからタイミングが悪かった。

「一応、ロナーナに急がなくてもいいぞとは言ったんだけどな」

「そのあたりも聞いているから大丈夫だ。恨んだりしないさ」

「それはよかった。っと、ビーゼルが来たみたいだぞ」

「遅かったな」

「こちらに戻ってくる直前に、北方で怪しい動きがあると連絡を受けまして。その対策です。あと、フラウレム。学友を鍛え過ぎだ。連れ帰ればすぐに城で働けるぞ」

「現場研修……いえ、すでに現場に出ているようなものですから。本人たちが希望すれば、送り返しますよ」

「何人かに声を掛けたが、断られた」

「俺の目の前で村人を引き抜かないでほしいんだが」

「ははは。失礼しました。では、グラッツ。そろそろ戻りましょうか」

「わかった。村長、牌はすぐに持って行けるか？」

「ええ。すぐに」

　俺は麻雀セットを一組、渡す。

　前にドースたちが来た時に求められ、同じことがあるかもと用意していた物だ。

「この折り畳めるテーブルも、なかなかの技巧だ。ビーゼル、戻ったら相手を頼むぞ」

「構いませんが、時間を決めてくださいよ。あと、魔王様を誘う時はスケジュールをチェックしてからですからね」

「そのあたりは任せる」

「私にだけ任せないでくださいと言ってるんです」

　賑にぎやかな来客だった。










　お祭りの季節がやって来た。

　武闘会は独立したので別のことをする。

　長く会議をやっても結論が出ないので、今年もクジに任せることにした。

　クジを箱に入れる前に内容をチェックしようか悩んだが、選別が難しいのでノーチェック。

　代わりに、俺が考える無難なお祭り内容を大量に投入した。

　みんなで騒げればいい。ただ、危なくなければ！




「では、お願いします」

　文官娘衆に促うながされ、クジの入った箱から一枚を取り出す。

「今年のお祭りは……」

　滑走？　なに、これ？　普通に走る競技じゃないよね。

「滑走は坂を全力で走る競技です。ブルガン地方のお祭りとして有名ですね。十人ぐらいで一斉に走って、一番の者に賞品が出るんです」

「坂を全力で……走る」

「もちろん、下り坂です」

「あ、うん。そうだよね。……危ないんじゃないか？」

「魔法で防御しますので、それほどでもありませんよ」

「そうなのか？」

「はい。ただ、この村で滑走をしようと思うと……坂がありませんね」

「そうだな。どれぐらいの坂なんだ？」

「傾斜は地域で違いますが、高さは二十メートルぐらいですね」

「二十メートル。この辺りにはないし、土を積んで作るにしても大変だよな」

「大変ですね」

「よし、却下」

「えー」

「えーと言われても、労力的に無理だろう」

「わかりました。では、この滑走のクジを箱に戻し、もう一度引いたら滑走でお願いしますね」

「ははは。いいだろう」

　俺は馬鹿なようだ。

　今年のお祭りは、滑走になった。




　やるとなれば全力。

　まずは滑走に関して文官娘衆と話し合い、実行計画を練る。

「小山を作る必要がありますね」

「穴を掘った土で横に山を作れば、高低差ができるから半分で済みますが……」

「穴は新しい池にするとしても、山はその後の活用が難しいわね」

「その土で村を囲う壁を作るとかは？」

「なんにせよ十人が一斉に走る幅の小山は厳しい。三人ぐらいにならないか？」

「速さがわかれば、一人ずつでも構わないと思うが……」

「ならば速さがわかるように……こうして……」

「いや、これだと滑走じゃないんじゃないか？」

「個人差が出過ぎる」

「だから、ここをこうして……」

「滑走の原型がありませんよ」

「面白ければいいんじゃないか？」

　計画はできた。

　とりあえず、俺が『万能農具』を全力で使わなければならないのは理解できた。頑張ろうと思う。







　ミノタウロスたちが住む二ノ村から来ている駐在員二人。

　ロナーナとミルア。

　二人共、当然ながらミノタウロスの女性だ。

　冬前に選ばれてから、基本的に〝大樹の村〟に駐在している。

　たまに二ノ村に帰るが、向こうで長々と滞在はしない。長くて一泊ぐらいでこちらに戻ってくる。

　ケンタウロスたちが住む三ノ村から来ている駐在員二人。

　二人共、当然ケンタウロス。

　ただ、二ノ村の駐在員とは違い、入れ替わりが激しい。

　最初の頃は三日ぐらいで入れ替わっていた。今もよく替わっている。なぜだろう？

　ケンタウロスたちの世話役のラッシャーシに聞いてみた。

「駐在員のポジションを魅力的に感じるので、希望者が殺到した結果です」

「魅力的？」

「はい」

「どのあたりが？　食事か？」

「いえ、村長の傍で働けるということです」

「えーっと……」

「元々、私たちは力のある者に仕えることを苦に思いません。むしろ名誉と考えます」

「力のある者って……俺のことか？」

「村長以外に誰がいるのですか？」

「あー……」

「しかも、移動の時に乗せることがあるかもしれないとなれば……羨せん望ぼうのポジションです」

　そういえば、俺が村の外に出ようとするとケンタウロスたちがソワソワしていた。

「まあ、理解した」

「そうですか。では、その上で一つご相談が」

「なんだ？」

「グルーワルドは三ノ村の村長を任されていますので、駐在員になれません」

「えっと……俺にどうしろと？」

　三ノ村に行って、グルーワルドに乗って散歩した。

「これでいいのか？」

「お手数をおかけしました」







　現在、村には世話役が四人いる。

　獣人族担当のラムリアス。

　ミノタウロス族担当のナーフ。

　ケンタウロス族担当のラッシャーシ。

　ニュニュダフネ族担当のマム。

　世話役ではあるが、基本的には〝大樹の村〟で生活をしている。常に管理監督するわけではない。助けを求められた時、相談に乗るのが世話役の仕事だ。なので、暇な時は暇だが、忙しい時は忙しい。

　常時、安定して忙しいのはラムリアス。

　獣人族の男の子たちが、まだまだ小さいからだ。村に来た時よりは大きくなっているのだけどな。

　保育士さんと小学校の先生みたいな感じで頑張ってくれている。

　ナーフとラッシャーシは、駐在員として来ている者たちの相談役としてなんだかんだと忙しい。

　で、ニュニュダフネ担当のマムだが……。

「私ってそんなに頼りないでしょうか」

　ニュニュダフネはある意味自由にやれるので手間がかからない。それゆえ、向こうからの相談があまりない。ないというか……ほぼゼロ。こちらからの伝達事項を伝えるぐらい。

「もっと頼られたいです！」

　手がかかるのも問題だが、まったくかからないのも問題なのだろうか。

　今度、ニュニュダフネたちにマムに何か相談するように言っておこう。
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　二ノ村に農神、三ノ村に戦神とその他諸もろ々もろの神様の像を飾った。

　マイケルさんに頼んで、既存の像を手に入れてもよかったが……俺の手作りで落ち着いた。

　この世界の宗教というか神様は、実際にいるかどうかは横に置いておいて、多数存在する。

　地域の信仰の数だけ神様がいる感じだ。

　そんな中、コーリン教と呼ばれる宗派が多数の信仰を統合し、一大勢力を誇っている。

　コーリン教の理念は一つ。

　自分と他者の信仰を大事に。

　要は信仰の自由だ。

　何を信仰してもいいけど、他者の信仰を邪魔しないようにという理念。なので同じコーリン教徒でも、違う神様を崇あがめていたりする。

　とはいっても、人数が集まれば派閥ができ、派閥があれば人事に影響する。

　コーリン教の中で最大派閥が、創造神を崇める一派。

　次に光神、戦神、農神、魔神、薬神、楽神の派閥が頑張っているらしい。

　ちなみに楽神は音楽関係の神様。芸能神みたいな感じらしい。

　でもって、ルーのお爺じいちゃん、始祖さんがそのコーリン教のお偉いさんらしい。




「へー」

「へーって、もう少し驚いてくれても」

　始祖さんが俺のリアクションに不満を漏らす。

「いや、そう言われても……そういったお仕事だったんだなと思うぐらいで」

「そう言われるとそうかー。隠してたけど、隠す必要はなかったかなー」

　始祖さんが考えると、ルーがお茶を持ってきてくれた。

「始祖さま。隠しておいた方が何かといいと思います」

「そう？」

「ええ。吸血鬼は、色々と誤解を受けますから」

「確かに」

　俺は緑茶、始祖さんはコーヒー。ルーはお茶を置いたら部屋から出ていった。

　アルフレートをみなければいけないからだが……思えば、ルーは始祖さんに近づくのを、極力避けているような気がする。

　フローラは近づきもしないから、ひょっとして苦手なのだろうか？

「ところで村長。少し前から気になっているんだけど」

「ん？」

「後ろの棚に飾ってあるコップ。創造神様が彫られてない？」

「ああ。冬の間に作ってみたんだけど……失敗作で飾るぐらいしかできない」

「失敗作？　どの辺りが？」

「実用性がない点。口をつける部分まで彫ってしまったから」

「いやいや、こうやって持って飲むとするでしょ」

　始祖さんが持っているコーヒーの入ったカップを口にする。

「あのデザインだと、下唇の所に創造神様の手が添えられるから……創造神様の手から聖なる水を頂く形に！　凄い！　ナイスデザイン！」

「ははは」

　偶然だ。そんなことはまったく考えていなかった。だが、そこまで褒められたら悪い気はしない。始祖さんの思惑に乗ろう。

「なんだったら、持って帰るかい？」

「最重要儀式で使わせてもらうよ」

「いやいや、普段使いに……いや、好きに使ってくれ」

　飾っているだけよりはいいだろう。

　始祖さんはコップを喜んで持って帰った。

　始祖さんが帰ったので、俺はルーやフローラに会いに行く。目的は先ほどの疑問の解消。




「始祖さんが苦手なのか？」

「苦手というか、恐れ多いというか……」

「吸血鬼の神様みたいな方ですから」

　始祖さんは吸血鬼の始祖。だから神様……。

　なるほど。そう言われるとそうか。

「始祖って一人なのか？」

「他の人の話は聞かないかな」

「私も知りません」

　そうか。

　何人かいるならともかく、一人なら神様扱いも仕方がないか。

　そのあたりが転じて、コーリン教のお偉いさんになってしまったとか？　まさかな。




「それで、始祖さまの御用はなんだったの？」

「なんでも、大規模なアンデッドが出たから一応は注意してほしいってさ」

「大規模なアンデッド？　どこに？」

「ここから北東かな。森を越え、山を越えてかなり遠くだって言ってたけど」

「山越えね。だったら大丈夫かな」

「始祖さんも、一応だと言ってたからな。まあ、その辺りに行く用事もないだろうし、大丈夫だろう」

「そうね。でも、他のみんなにも伝えておくわよ」

「当然だ。あと、ビーゼルやマイケルさん、ハウリン村にも教えよう」

　位置的に、もっとも近いのがハウリン村だ。

　まあ、それでもかなり距離があるのだが……。

　ラスティに頼んで、小型ワイバーン通信で伝えてもらった。







　アンデッド。

　俺のイメージでは、ゾンビや動く骸骨スケルトン。

　少し変わったところでゴースト？

　この世に未練のある者が、蠢うごめいているといった感じなのだが、実は違うらしい。

　実体を持たない魔物が、死体に取り憑ついて動くのがゾンビ。

　実体を持たない魔物が実体を持とうとしたのがスケルトン。

　実体を持たない魔物が集まり、力を蓄えたのがゴースト。

　アンデッドの正体は実体を持たない魔物であって、この世に未練があるとかは関係なかった。死体が動くので、そういったイメージを持ち、間違った認識が広まっただけらしい。

　それでこのアンデッドだが……。

「放置しても大丈夫なのか？」

「基本は放置でいいんじゃないかな。数年で消えるし」

「そうなのか？」

「ええ、いくつか問題はあるけど」

「問題を詳しく」

「えーっと……ゾンビが一番問題があるわね。人に限らず死体って病のもとなのよ。それがウロウロするのは困るし、水源なんかに落ちたりしたらそれはもう」

「それは迷惑だな」

「次の問題は、アンデッドって魔物や魔獣のエサになるのよ」

「エサ？」

「ええ。だから、アンデッドがいる場所に強力な魔物や魔獣が集まったりするの」

「なるほど。それは確かに問題だな」

「だけど、アンデッドから襲ってくることはないし、そうそう移動することもないから放置すればいつの間にか食べられてるのよ」

「消えるってのはそういうことか」

「そう。大規模に発生した理由はわからないけど、そのエサを目当てに強力な魔物や魔獣が動くから注意ってことよ」

　そうだったのか。勘違いしていた。てっきり、アンデッドが大量発生したからそれに注意ってことだと思っていた。

　俺が考えていると、ハクレンが話に入ってきた。




「アンデッドなら、私が行ってブレスで消せるけど？」

「アンデッドだけ消せるのか？　他に影響はないのか？」

「んー……周囲の地形が少し変わるかな」

「アンデッドの被害よりも、そっちの被害の方が大きくないか？」

「かもしれない」

「却下」

「えー」

「当然の判断」

　当面、放置することになった。

　一番近いであろうハウリン村から要請があったらハクレンに頑張ってもらおう。
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　今、住んでいる場所は〝死の大地〟。その死の大地にある森は〝死の森〟と呼ばれている。

　死という言葉が軽く使われるには理由がある。この森には鳥類がほとんどいないからだ。

　鳥も飛ばない森、鳥も飛ばない大地ゆえに〝死の森〟、〝死の大地〟。

　そして、鳥類がほとんどいない原因だが……。それはもう魔物や魔獣が鳥類を狩りまくるからだ。

　俺は詳しくは知らなかったが、デーモンスパイダーと呼ばれる蜘ク蛛モが鳥類の天敵として君臨している。蜘蛛が鳥類の天敵って逆だよな。

　さて、なぜ俺がそんなことを思い出しているかというと……。

　俺の目の前で、十人の天使族と三十人ぐらいのハーピー族？　で、いいのかな？　手が翼の者たちが、ザブトンの子供たちの糸によって落とされ、クロの子供たちによってボコられているからだ。

　あ、ハーピー族であっているらしい。よかった。

「それでその、すみませんが、そろそろ止めていただけると……」

　グランマリアが、少し困った顔で俺に頭を下げた。







　グランマリアは〝大樹の村〟に知り合いの天使族を呼ぶために行動していた。

　その最中、天使族の長の娘と遭遇。この村のことを色々と聞かれ、ティアが俺の子供を産んだ話を聞いて激怒。

　手勢を集めてここにやって来たそうだ。

　それが目の前の勢力。

　…………。

「つまり、敵か？」

　俺の言葉に、治療が終わったあとで正座させられている天使族とハーピー族がビクッとした。

「べ、別に敵意があったわけじゃ……」

　天使族の一人が手を挙げてそう呟つぶやいたのが聞こえた。

「そうなのか？　手勢を集めて、村に来たんだろ？　明確な敵意だよな」

「私もそう思います」

　俺の意見に、グランマリアは同意してくれた。




　現在、この場にいるのは俺とグランマリア。

　目の前に横一列に並んで正座する天使族と、ハーピー族。

　その背後で、クロの子供たちがウロウロしている。許可なく立ち上がったら、取り押さえるためにだ。

　一応、ルーやフローラ、ティアを呼んだのだが、来たのはフローラだけだった。

　なんでも、今は顔を見せない方がいいとの理由。色々あるのかもしれない。




「ところでグランマリア。どうしてティアが俺の子供を産んだ話で激怒するんだ？」

「村長。少しこちらへ」

　グランマリアは正座している天使族たちから少し離れた場所で説明してくれた。

「天使族は、基本的に女性だけの種族です」

　昔、そんなことをティアから聞いた気がする。

「でも、種族を絶やさないためには男性が必要です」

　そうだな。

「なので、他種族に男性を求めます」

　ふむ。

「普通は人間なのですが、伝統だ試練だ審査だと色々とありまして……その考え方の違いが今回の件の発端です」

「……省略し過ぎだ。もう少し、説明が欲しい」

「結婚相手が格式のある相手でないと天使族が低く見られて困るので、厳しい試練を用意したら誰も突破できなくなってしまい、その試練を守る派と試練を無視する派に分かれて喧けん嘩かしています」

「あー……」

「天使族の長の娘なので、試練を守る派です。ティアさま、私、クーデル、コローネはどちらかといえば試練を守る派でしたが、その……村長と……」

「それで怒って、ここに突撃しに来たと」

「はい」

　ちなみに、リザードマンやハーピー族など卵生の種族を従えるのは、身が穢けがれてません、というアピールらしい。

　なるほどな。

　現状、彼女たちに何かしらの罰を与えて終わりにしてもいいが……。

　ティアやグランマリアたちのことを考えれば、それだけじゃ駄目そうだな。




「試練って、どんな内容なんだ？」

「え？」

「つまり、俺がその試練を突破して、天使族のパートナーに相応ふさわしければ問題なしだろ？」

「は、はい。そうですけど……」

「空を飛べとか一時間水の中にいろとか、不可能そうな試練なのか？」

「それに近いですが……村長なら大丈夫だと思います」

「そうなのか？」

「はい。なにせ村長はティアさまのお相手なのですから」

「ティアとお前たちのお相手な」

　グランマリアが少しテレた。

　まあ、その前に天使族とハーピー族から謝罪の言葉が聞きたい。







「さて、えーっと……天使族の長の娘」

「キアービットです」

「キアービット。お前たちがここに来た理由は理解した。つまりは敵だな。で、捕まえているからお前たちは俺のものだ。俺がお前たちをどう扱おうが自由。理解したか？」

「待ちなさい！　わ、私は天使族の長の娘です！」

「知ってる」

「私に何かすれば、天使族が黙っていませんよ！」

「グランマリア。そうなのか？」

「そうでしょうけど……ティアさまがいますから大丈夫かと」

「力関係はどうなっているんだ？」

「ティアさまが天使族最強です。その次に長がいて、その次ぐらいに私たちがいます」

「んー……すると、ここに十人の天使族がいるが……」

「クーデル、コローネと協力すれば勝てます」

「他に天使族は何人いるんだ？」

「総数では三百人ほどですが、連絡が取れて長と一緒に行動をするとしたら……五十人ほどでしょうか？」

「五十人。ここにいるのが五倍と考えて……」

　天使族一人に、クロの子供たちが二頭ぐらいで押さえ込めていた。そこにザブトンの子供たちも加わると考えれば……。

「負けはないかと」

「なら、どう扱っても問題なしだな」

「はい」

「待って待って待って！　て、天使族だけじゃないわよ。色々と協力してくれる種族だって多いんだから！　私に手を出したら、千や二千じゃない数でここに攻めて来るわよ！」

「……なるほど」

「理解できたようね。なら、さっさと私を解放しなさい」

　いや、別に縛ってないけどな。正座させているだけで。

　まあ、クロの子供たちが見張っているから、拘束のようなものなのかな？

　…………。

　俺は一旦、キアービットから離れ、ハーピー族たちの前に立つ。




「お前たちは言われるがままに付いて来ただけらしいな。本当か？」

　俺の質問に、ハーピー族の代表らしき者が答える。

「はい。その通りです」

「なるほど。ならばキアービットではなく、グランマリアにつくなら許してやる。食事も用意してやろう。どうだ？」

「……我が忠誠、グランマリアさまに捧ささげます」

　練習でもしていたのか、全員がピッタリ同じ動作で頭を下げた。

「あ、あ、あ、貴女あなたたちぃぃっ！」

　キアービットが叫ぶが、ハーピー族は揃そろって顔を背けた。

「よし、約束通りお前たちは許してやろう。立ってもいいぞ」

「ありがとうございます」

　ハーピー族たちは後ろのクロの子供たちが移動したのを確認し、立ち上がって体をほぐし始めた。

　正座はキツかったのだろうか？

「食事は……ああ、来たな。簡単な料理しか出せなくて悪いが、どうぞ」

「いえ、感謝します」

　ハーピー族たちは鬼人族メイドの運んできた食事を食べ始めた。

　一瞬、腕が翼だから大丈夫かなと思ったが、翼の真ん中辺りの爪で器用にスプーンを持って食べている。

　また、意外と行儀がいいので驚いた。

　鳥って食べ散らかすイメージがあったから。勝手な思い込みをして申し訳ない。




　さて次。

　俺はキアービット以外の天使族を見る。

　天使族はキアービットを含め、金髪の美人揃いだ。髪も時間をかけてセットしたのかな。衣装は戦闘用のようだけど、武ぶ骨こつさよりも優雅さが勝る。また、その背中に存在感を示す綺き麗れいな白い翼。まさに天使。

　ティアやグランマリアたちには負けるけどね。おっと、身内贔屓びいきだったかな。

　まあ、彼女たちは今現在、髪も衣装も翼もドロに塗まみれている。折角の美人が台無し状態だ。

　本人たちもそのあたりを気にしてか、俺が見ていない時に手で服や髪の汚れを落とそうとしている。




「お前たちもキアービットに従っただけだろう。素直に謝るなら、許してやろう」

　…………。

　反応なし。

　ハーピー族たちとは違うということだろうか。




「村長。よろしいですか？」

「ん？」

　グランマリアが小声で説明してくれる。

「ハーピー族たちは、天使族に仕えられるならキアービットでも私でも構わないのです。だからあの条件でこちらについてくれます。ですが、彼女たちは長の娘であるキアービットを明確に裏切ると、この場は助かってもそのあとで困ります」

「緊急避難的な方便も言えないのか？」

「キアービットが目の前にいますから」

「なるほど」

　では、手を変える。

「キアービットがこの村を攻めたのは許されない罪だ！　それゆえ、キアービットには十の罰を受けてもらう。一つの罰でもかなりの苦痛だろう。それを十も受けたら……悲しいことになってしまうかもしれない。いや、きっと悲しいことになってしまうだろう」

　俺の説明に、キアービットが露骨に青ざめた。

「だが、お前たちが一人謝れば、キアービットの罰を一つ減らそう。二人謝れば、二つ減らそう。三人謝れば、三つ減らそう。どうだ？」

「すみませんでした」

　キアービット以外が頭を下げた。

　ふふふ、計画通り。

「まさか、キアービットの取り巻きがこうも簡単に頭を下げるなんて……」

　グランマリアがかなり驚いているが、不思議なことをしたわけじゃない。

「頭を下げても問題ない理由を与えればいい。今回は、キアービットを助けるためという理由だ」




「よーし、キアービット以外は立っていいぞ。食事も用意しよう。風呂も使っていいぞ」

　さて、あと一人。キアービット。どうしようかなぁ。

「すみません。私が悪かったです」

　俺がキアービットの前で悩んでいると、向こうが先に頭を下げた。

　…………。

「さて、どうしようかなぁ」

「ごめんなさい」

　半泣きだ。少し苛いじめ過ぎただろうか？　いやいや、村に攻め込んできたのだ。これぐらいの罰は受けてもらおう。そして、謝罪の言葉が聞けたので……。

「許す」

「あううううううっ」

　キアービットがガン泣きした。
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「さてだ」

　風呂に入り、食事をしてかなり落ち着いたキアービットに声を掛ける。

「な、なに？」

「警戒するな。別に俺の敵じゃないんだろ」

「そ、そうね。敵じゃないわよ。それで、なに？」

「単刀直入にいこう。天使族の試練を言ってくれ」

「……どういうこと？」

「俺が天使族の試練をクリアすれば、ティアとのことを認めるんだろ？」

「そ、そうね。でも、貴方あなたがクリアできるとは思えないけど」

「そうか？」

「そうよ」

「まあ、とりあえず聞かせてくれ。試練は長の一族が言うんだろ？」

　グランマリアは大丈夫と言ってくれるが、少し不安になる。

「天使族の試練は、全部で五つ」

「五つもあるのか？」

「そうよ。腰が引けたかしら？」

「少しな」

　面倒だと思ってしまった。いかんいかん。ティアとの仲を認めてもらうためだ。頑張ろう。

「一つ目を聞かせてくれ」

「いいでしょう。一つ、財力！　金貨七百七十七枚を天使族に寄付すること」

「金貨？」

「この辺りならガルガルド金貨でいいわよ」

「金貨か……物納は？」

「構わないわよ」

「グランマリア、適当にそれぐらいの価値のある物を倉庫から持って来て……ああ、もう持って来てるのか」

　キアービットに渡した。

「ゴルゴー石？　この大きさ？　え？　金貨千枚以上の価値？」

　前にドースが送ってくれたお礼の一つだな。

「これでいいか？」

　問題なかったらしい。




「じゃあ、二つ目よ。二つ目は知力。ちょっと小石を二十個、用意してちょうだい」

　言われるがままに二十個の小石を用意する。

「これは天使族で親しまれているゲーム。私と貴方で勝負し、貴方が勝てば突破よ」

「わかったが。どんなルールだ？」

「交互に石を取り合い、最後の一つを取った方が負け。一回に取れるのは一つから三つまで。自分の番では必ず取らないといけない。理解できた？」

「ああ」

　あれか。




「じゃあ、スタートよ。先攻、後攻、好きに選ばせてあげる」

「わかった」

　場に石は二十個。最後の石を取っては駄目なルール。つまり、取っていい石は十九個。一回に取れる最大値は三つ。相手がいくつ取るかわからないから……。

　ああ、違う。考え方を変更。二十個目を取ったら負けではなく、十九個目を取った方が勝ちだ。相手がいくつ取っても、大丈夫なようにこっちで数を調整する。

　つまり……。

　相手が三つ取れば、こっちは一つ。相手が二つ取れば、こっちは二つ。相手が一つ取れば、こっちは三つ。これで、一回の交代で四つ減る。

　十九個だと、四×四で十六で余り三。先手で、余りの三つ取れば必勝となる。

「先攻で行く。まず三つだ」

「そう。じゃあ、私は一つ」

　…………。

　勝った！




「も、もう一回」

「いいけど、どちらが先攻かは選ばせてもらうぞ」

「いいわよ。じゃあ、小石を一つ追加で」

　余りがなくなったから……。

「キアービットが先攻で」

　…………。

　勝った。




「もう一回！」

「いや、次の試練を頼む」

　天使族で親しまれているゲーム。つまり、ティアやグランマリアも知っているし、俺と楽しむ機会もあった。その上で、俺は前の世界で似たゲームを知っている。先攻、後攻を選ばせてもらえるなら必勝である。







「三つ目の試練は武力」

「武力？　それは困るな……」

「ふふふ。苦手なようね」

「まあな。それで、どうやって武力を見るんだ？」

「こっちの指定する相手と戦って、生き残ればいいだけよ」

「勝たなくていいのか？」

「ええ」

「むう……」

　俺はグランマリアを見る。

　さすがに戦うのとか無理そうなんだが？

　そう訴えたが、大丈夫ですと親指を突き出された。本当かなぁ。




「わかった。相手は誰だ？」

「ふふふ。聞いて驚きなさい！　世間を賑にぎわせた吸血姫、ルールーシーよ！」

「……」

「相当、驚いたようね。そうよね。あのティアでさえ勝てなかった相手。貴方如ごときが戦って生き残れるはずがないわ！」

「あ、いや、その……」

　俺が困ってグランマリアを見たら、笑いを堪こらえながらうずくまっていた。







「えーっと、奥さんです」

「こんにちは。これでいいの？」

「ああ。すまなかったな」

「いいわよ。それより、お祭りの準備とかしないと駄目なんでしょ？　あまり余裕がないわよ」

「わかった。急ぐよ」

　ルーが軽く挨拶して去ったあと、呆ぼう然ぜんとしているキアービットに声を掛ける。

　反応を返してくれるまで、少し時間がかかった。

「……奥さん？」

「ああ」

「彼女が抱いていたの、お子さん？」

「ああ。かなり大きいんだが、まだまだ甘えん坊でな」

「えーっと……」

「生き残ったということでいいか？」

「え、えっと……えー……」

「次の試練を頼む」

「あ、う、うん。次は交渉力」

「交渉力？」

「そうよ。財力、知力、武力のあとは交渉力」

「誰と何を交渉すればいいんだ？」

「ちょ、ちょっと待って」

　キアービットは深呼吸をして、気合を入れなおす。




「第四の試練！　求めるは交渉力！　相手は会話不可能と言われるグルグラント山の王……」

　キアービットがポーズを決めているところで邪魔が入った。

「また祭りをやるんだろう。今年も見物させてもらうぞ」

「まだ先の話だぞ」

「ははは。今日は娘に会いに来ただけだ。二日ほど滞在する」

　そう答えながら、俺はオチがわかった。

「ところでドライム。住んでいる山の名前は？」

「んー？　確か、周辺に住んでいる者たちはグルグラント山とか呼んでいたな」

「わかった。ありがとう」

　ドライムは竜ドラゴンの姿から人の姿になり、宿に向かった。

　確か、ドライムは凄すごく人見知りだと出会った頃に言ってた気がする。それで会話不可能か。まあ、竜姿は怖いからなぁ。

　さて……。

「大丈夫か？」

　キアービットは気絶していた。







　なぜか風呂に入りなおしたキアービットは、少し赤面しながら俺の前でポーズを決めた。

「最後の試練よ！」

「お、おう」

　財力、知力、武力、交渉力ときたからには……最後はなんだ？

「運よ」

「運？」

「そう、運。貴方がコインを弾はじき、表が出たらＯＫよ」

「なるほど」

「コインはこのメダルを使ってもらうわ。片面が天使族、もう片面が盾と剣。天使族が描かれているほうが表よ」

「わかったが……」

　俺はコインを受け取り、裏表を確認する。

　特に仕掛けもなさそうだし、表裏でバランスが違いそうにもない。

　完全に運任せだな。

　俺はグランマリアを見る。グランマリアは大丈夫ですとまた親指を突き出してくる。

　いや、運はどうしようもないぞ。

　俺、運がいいとは思わないのだが……。

　となると求められるのはイカサマか？

　コインを弾いたあと、両手で挟むように受け止め、表が上になるようにするとか？

「弾いたあと、貴方が触れるのは駄目よ。そのまま地面に落としなさい」

　心を読まれてしまった。いや、顔に出ていたかな。

「わかったわかった。卑ひ怯きょうな真ま似ねはしない」

　これはもう、どうしようもない。

　俺は素直にコインを上に弾き、地面に落下させた。

　コインは、表向きだった。

　が、それをキアービットが摘つまんで引っくり返した。




「え？」

「ふふふ。ふははははははははははははははっ！　残念ね。これで貴方の試練は失敗よ！」

「ちょっとお前、それは酷ひどいんじゃないのか？」

「貴方が触れるのは禁止だけど、貴方以外が触れちゃ駄目ってルールはないわ。コインが完全に止まる前に私に当たっただけよ」

　ドヤ顔を決めるキアービットにイラッとしたが、すぐに治まった。

　キアービットの後頭部を、いつの間にかやって来たティアが思いっきり殴ったからだ。

「な、な、何をするのよ！」

「馬鹿なことをしてるからですよ」

　ティアは地面のコインを表向きにし、そのまま踏み込んで地面にメリ込ませた。

「これで最終試練、突破。キアービットも私と村長の仲を認めてくれますね？」

「なにを言ってるのよ！」

「駄目ならもう一回やりましょうか？　今度は顔を殴りますよ」

「ひっ」

「認めてくれますね？」

「う、うう……」

「認めなさい」

「み、認めます」

「ありがとう。私は幸せです」

「むう……」

「長一族の気分で難度が変化するから、試練を守らない者が出るんです。もう少し考えなさい」

「うう」

　ともかく、俺は天使族の試練をクリアしたようだ。

　ちなみに、地面にメリ込んだコインを取り出すキアービットの姿は、少し寂しそうだったので手伝ってやった。







「ティアが出てこなかったのは、試練のことがあったからか？」

「はい。私が前に出るとキアービットは意地になりますから」

「ティアの前で弱い所を見せられないと？」

「それもありますが……まあ、その、先に子供を産んだことに対してですね」

「嫉妬か？　試練の難度を長の一族が決めるなら、相手を選び放題なんじゃないのか？」

「それがですね……」

　なんでも現在の長、キアービットの母親の結婚相手は顔だけの男だったらしい。

　キアービットの母親が惚ほれ、低い難度の試練を突破させ、生まれたのが娘のキアービット。

　キアービットは顔だけの父親に対して、かなりコンプレックスを持った。

「他の父親はそれなりの試練を突破した優秀な男性ばかりでしたから」

「あー」

「キアービットにはそれなりに求婚があったのですが、厳しい試練を与えて追い返してしまい……。最近はめっきり求婚もなくといった状態のところ、同類と思っていた私が試練をクリアしていない相手の子供を産んだとなれば」

「同類？」

「私は、その……なぜか怖いと評判になってしまい、求婚自体がありませんでしたので……」

「こんなに可愛かわいいのにな」

「も、もう。からかわないでください」

　俺とティアがイチャイチャしていると、ジトッとした視線を感じた。その視線の元はキアービット。

「どうした？」

　天使族とハーピー族は人数が多いので宿に入りきらず、一ノ村で宿泊することになった。

　ただ、一ノ村には何もないので寝具などの必要な物を集めるために色々とやっていると思っていたが……。

「い、一応、その正式な謝罪とお礼を言おうと思っただけよ。あと、ちゃんと話しもしたかったから」

「……」

「なによ」

「頭に血が上のぼらなければまともだな」

「失礼ね！」

「まあまあ。ティアがいるが構わないか？」

「ええ」

　俺とティア、キアービットは宿の食堂でテーブルを囲んだ。

　夕食にはまだ少し早いが、軽くお酒を飲む。会話をスムーズに進めるためなのだが……。

「あはははははははっ」

　思った以上に、キアービットはお酒に弱かった。

「えっと……」

「うーーーーん、こっちのお酒の方が美味おいしいわね。もう一杯！　あはははははははっ」

「お嬢ちゃん、酒の味がわかるみたいだな。こっちも飲んでみろ」

　客が来たから宴会になるかもと期待したドワーフたちが乱入してきて、さらに話にならない状態。

「今日は……駄目だな」

「ですね」

「他の者も呼ぼう」

　俺とティアはキアービットとの会話を諦あきらめ、ドワーフたちの希望通りに宴会になった。
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「ここのお酒は美味しいわね。お土産に少しちょうだい」

　キアービットとハーピーたちは、一ノ村で寝泊まりした。そして、食事を〝大樹の村〟に飛んできて食べている。

　渡り鳥みたいだと思ってしまった。

「ニュニュダフネたちに迷惑を掛けていないだろうな」

「大丈夫よ。迷惑を掛けるほど接触してないから」

　それはいいことなのだろうか。

「ところで、どうしてあんなに家が空いている？」

「ははは」

　悲しい話をすることになった。




「あはは。頼んだからって放置せず、もう少しちゃんと情報共有しないと」

「耳が痛い」

「おかげで私たちは余裕を持って眠れたけどね」

「なんだったら、このまま住んでみるか？」

「ありがたいけど、ちょっと厳しいわね。仕事があるから」

「仕事？」

「ガーレット王国の巫女みこ職」

「……ガーレット？」

「ここからだと北西に向かった所にある国よ。あそこ、天使族を崇あがめてくれてるから、それなりの地位があるの」

「へぇ」

「一応、そこの王様よりも偉いんだけど」

「……」

「変な目で見ないでくれるかな」

「いや、そう言われても」

「むー」

「悪かった。お前は無理でも他の天使族は？」

「彼女たちにも仕事があるから無理よ。でも、グランマリアが声を掛けてた娘こたちなら大丈夫じゃないかな。何人か来ると思うわよ」

「ん？　お前と一緒に来た天使族って、グランマリアが声を掛けた天使族とは違うのか？」

「ええ。グランマリアだって仕事を持っている私たちをわざわざ誘ったりしないしね。一緒に来ているのは私がグランマリアの話を聞いて集めた娘こたちよ」

「なるほど。しかし……」

　そうなると疑問が出てくる。

「なにか変かしら？」

「仕事があるのに、集めてここに来たのか？」

「き、気分転換は必要でしょ」

「そうだが、無理やりはよくないぞ」

「無理やりじゃないわよ」

「本当に？」

「多少、強引だったのは認めるわ」

「素直でよろしい」

「ふんだ」

「ははは。それで、グランマリアが声を掛けた天使族は？」

「暇してたみたいだから、二～三人は来るんじゃないかな。来たらよろしくしてあげて」

「わかった。あと、ハーピー族だが……」

　グランマリアにつけと言ったので、彼らはこのままここで生活する気でいる。

「構わないわよ。他にまだいるから。でも、家族持ちがいるから希望者だけにしてほしいかな」

「それはそうだな。戻りたい者がいたら引率を頼む」

「連れて来たからには責任は持つわよ」

「よろしく」

　本当に頭に血が上っていなければ、まともなんだな。




「あと、こっちに来たいっていうハーピー族がいたら連れて来てもいいかしら？」

「そうだな。希望者は頼む」

　キアービットはさらに一泊し、翌日に帰った。

　ハーピー族は大半が残ると希望したが、全員がキアービットに同行した。

　こちらで生活するにしても、荷物の移動や家族への説明などがあるからだ。




「ハーピー族が来たら、一ノ村に住んでもらおうか」

「そうですね。ただ、ハーピー族はどちらかといえばケンタウロスたちと似た感じの家でないと駄目だと思いますよ」

　俺の呟きに、グランマリアが答える。

「どういうことだ？」

「ハーピー族はベッドを使って寝ません。木に止まって寝るか、巣を作って寝ます」

「……」

「止まり木に雨風を避よける屋根と壁があればいいかと」

「今ある家じゃ駄目か？」

「駄目ではありませんが、扉の開閉に苦労します。まあ、慣れたら大丈夫だと思いますが……」

「な、なるほど」

「それと、家族は家族単位で生活しますが、独身の若手は集団生活を好みます」

「集団生活？」

「はい。ハーピー族は集団で狩りをするので、その連携を高めるためかと」

　文化の違い、生活スタイルの違いか。

　リザードマンたちが卵の出産場所に水場を欲しがったようなものだな。

「わかった。配慮しよう」

「ありがとうございます」

「……今いる者たちで、そういった問題や不満を抱えていたりはしないか？」

「そのあたりは大丈夫かと。みんな遠慮がなくなってきています」

「そうだといいんだが……」

「一応、確認してみます」

「頼む」

　種族の差があるしな。気づかないうちに不便を押し付けているかもしれない。気をつけよう。










　提案があった。それは綿に関して。

　例えば布団。

　これまではザブトンたちが作った布団型の袋の中に森で集めた草を詰めてきた。

　ソファーなどもそうだ。

　この中に詰める草だが、森に生えているので集めやすい。元手もかからないので、とても重宝している。

　だが、欠点もある。半年に一回は詰め替えないと駄目なことだ。使用頻度が高い物は月に一回ぐらい。

　俺の布団に関しては、鬼人族メイドたちが気を使ってか十日に一回ぐらいのペースで草を詰め替えてくれている。ありがとう。

　これを綿にしてはどうかとの提案。

　そして着ている服に関して、ザブトンの糸で作った服ではなく、綿で作った服にしたいとの提案。

　これはザブトンの作った服が気に入らないのではなく、良質な服過ぎて普段着や作業着にできないとの意見だ。

　主にミノタウロス、ケンタウロスたちがそう言っている。

　この二点が、綿に関しての提案。

　なるほど。

　綿に関しては、草があったのと食料じゃないという理由で意識から外していた。村の産業と考えるなら、綿花を育てるのも悪くないか。

　しかし、布団に詰め込むのはいいとしても、服にするには綿を糸にする技術がいる。誰がそれを……ザブトンの子供たちが片足を上げた。

　大丈夫？　任せろ？

「いいのか？」

　……ふっ、いい顔をする。

　来年、綿花の畑を作ることになった。当面は現状のまま。

　ミノタウロス、ケンタウロスたちの服に関しては、ザブトンたちの作った布をマイケルさんに販売し、代金として古着を販売してもらうことになった。

　古着じゃなくてもと俺は思ったのだけど、この世界での庶民の服は古着が当たり前だそうだ。

　新品の服を買うのはお金持ちや貴族だけで、庶民は古着。もしくは自分で作るのだそうだ。

　なるほど。

　しかし、古着とはいえミノタウロスやケンタウロスたちが着る服となると集めるのは難しいだろうと考えたけど、さすがは〝魔王国〟にあるお店。

　代金分、きっちり集めてくれた。




「結構な量だな」

「そうですね」

　荷馬車三台分ぐらいかな？　ミノタウロス、ケンタウロスの代表に頼んで分配してもらう。

　ちゃんとミノタウロス、ケンタウロスの子供用サイズもあるようだ。さすがマイケルさん。

　一人あたり五着ぐらいになった？　足りないか？　十分？　そうか。

　不足したらまた言ってくれ。




　この古着。一番喜んだのが実はザブトン。

　外から入ってきた大量の服のデザインに刺激を受けたのか、新作の服を精力的に作っていた。

　うん、いいデザインだが……それは俺の服かな？　俺は普通のでいいぞ。シンプルなヤツで。

　俺は普段着にはちょっと向かない新しい服を数着、手に入れた。













　祭りの準備。

　居住エリアの西側、ゴルフ場のさらに西側で俺は穴を掘る。

　ザクザク。さらに掘る。ザクザク。

　穴の形は丸ではなく、長方形。しかも細長い。横幅五メートルに対し、縦幅は五十メートル。端から中央に向けて深くなり、また端になると浅くなる。

　イメージとしては、コインを半分ほど地面に埋めたような感じ。

　長方形の短い辺の片方を入り口とし、その入り口に誘導するように小山を作っていく。

　小山といっても、こっちも円山ではなく、細長い山だ。

　高さは十五メートルぐらい。

　幅はもう少しあるが、コースとしては穴の入り口より少し狭い四メートルに加工。コースから転落しないようにガードを作る。

　制作に苦労するかと思ったが、意外と簡単だった。住人の数が増えたからだろうか。

「見事ですね」

　ハイエルフの一人が小山の頂上でそう呟く。

　俺が中心になって作ったが、まったくの同意。この辺りで一番高い。

　二ノ村、三ノ村が見えるかもと思ったが、見えなかった。残念。

　さて、これで完成ではない。作業はまだ残っている。それは穴の反対側だ。

「ここに水を溜ためる池だな」

「はい。お願いします」

　みんなで頑張った。
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　新しい俺の家ができた。

　立派な家だ。横幅……二百メートル？　奥行きは百メートル？

　うん、家というか屋敷だな。それも貴族の屋敷。

　しっかりとした土台の上に、レンガと木で作られた二階建て。一部は三階建てか。村長の家のレベルじゃないのは確かだ。







　屋敷はコの字を横に倒した形になっており、大きく五つの建物に分けられる。

　以前の家のあった中央が百メートル×五十メートルの玄関兼大きなホール。

　ミノタウロスたちでも屈かがまずに入れるように、扉はかなり大きく作られている。

　ただ、それだと普通に生活する俺たちには労力なので普通サイズの扉も併設。

　二階部分は吹き抜けで、窓の開閉や清掃を行うためにある通路。その通路の要所に弓矢の保管庫があるのはなぜだろう？　いざという時には立てこもる気なのかな？　防犯面では頼もしいけど、いったい誰を敵として想定しているのだろうか？

　二階に部屋がない分、三階がある。そこは三畳～四畳半ぐらいの部屋がたくさん。屋敷で働く人が住む部屋として用意されたが……今は空き部屋だらけ。

　今まで知らなかったが、建物で高い場所には使用人などの立場の低い者が住むらしい。へー。俺の中では、偉い人のほうが上に住んでるイメージだけどな。エレベーターがないからかな？

　ともかくホールは雨の日でも住人全員を集められる広さ。ただ、要所要所に立ったデッカイ柱が少し邪魔。なければ見通しがよくなるのだろうが……強度的に必要だから仕方がない。

　玄関入ってすぐ横に、展示棚がある。

　現在、そこには第一回武闘会優勝トロフィーが、マクラの名前と共に飾られている。

　時々、ハイエルフやリザードマンがそのトロフィーをうらやましそうに見ていたりする。







　ホールから右側の一階が食堂と台所、二階が鬼人族メイドたちの住居になっている。

　広さは大丈夫なのかと思ったが、まったく心配なかった。

　また、ここには地下室が作られ食料の貯蔵庫となっている。







　ホールから右側の奥。

　ここは一階も二階も来客用の部屋になっている。

　一階の部屋を少し改造し、駐在員をしているミノタウロスやケンタウロスの部屋とした。

　小さいがホールもあり、遊技場的な道具を多数配置しておいた。

　誰が最初に使うことになるのだろうか。

　そう思っていたけど、ルーやティアが鬼人族メイドと一緒に遊んでいた。







　ホールから左側。

　ここの一階が俺の執務室兼私室、そして会議室になる。

　執務室は仕事をするための部屋で、偉そうなテーブルと椅子の他に本棚なども設置されている。

　まるで貴族の部屋みたいだ。

　私室はその奥。

　俺のプライベート空間。俺の寝室とルー、ティア、フローラ、ハクレン、フラウの部屋がある。

　フラウは居住エリアに家があるので、こっちの部屋は代官としての体面用。

「あそこに私が住んでます」

　部屋があれば、そう言えるのだ。

　フラウからは気にしないのですがと言われているけど、ビーゼルには世話になっているのでそれぐらいはする。まあ、空いている一部屋をフラウ用と言っただけだが。

　妊娠中のハイエルフのリアたちや鬼人族のアンにも部屋を用意しようかと提案したが、やんわりと遠慮された。

　リアたちはこれまで通り居住エリアの家に住み、鬼人族のアンもメイドたちと同じ場所に住むとのことだ。

　できるだけ希望通りにしてやりたいとは思うが、それだと俺が子供たちと会いにくいじゃないかと不満もある。まあ、色々と話し合った結果なので文句は言わない。




　俺の私室の近くには、ここでも料理ができるように台所と小さめの食堂が作られている。

　家が大きくなり過ぎた弊害だな。食堂までが遠過ぎる。

　会議室は、普通に会議室。色々と使えるようにテーブルは固定していない。




　二階は個室。

　八畳ぐらいの大きさの部屋が複数。

　今の予定は、アルフレートとティゼルの子供部屋になる二部屋だけで、残りは空き部屋になっている。

　ここにも地下室があり、食料庫と武器庫になっている。

　武器庫には剣、槍やり、弓と防具が保管されているが、ほとんどがドライムやドースたちからもらった物だ。なので、武器庫ではなく宝物庫っぽい。

　食料庫は普通に食料庫。

　ただ、食料庫からホールの下を通り、メイドたちが住む場所の地下にある食料庫と繫つながっている。

　食料移動用と、メイドたちがホールを通らなくても、こちら側に来るための通路だ。

　さらにこの地下室の下に、金庫が設置された。入り口は俺の執務室からだけで、他からは侵入できないようになっている。

　出入りが多少面倒だが、地下に隠された金庫。こういったのはなぜか少しワクワクする。ただ、金庫の中身はちょっと寂しい。マイケルさんとの取引で得た金貨や銀貨だけだ。

　武器庫のほうが価値の高い物が多くありそうな気がする。







　ホールの左側奥。

　ここの一階は風呂と倉庫になっている。

　風呂は……広い。うん、広い。二十人ぐらい同時に浸つかれる湯船とその倍ぐらいある洗い場。

　銭湯？

　そう思うぐらい広い。

　湯船や洗い場には外で沸かされたお湯が流れて来るようになっているが、この辺りは山エルフたちの匠たくみの技が見える。

　一応、俺の要望で一人用の小さな風呂場も作ってもらった。風呂は狭くてものんびりできることが大切だと思う。




　倉庫は普通の資材置き場。

　主に木材、石材、あとは草などが保管される。

　風呂の近くに置くのはどうかと思ったが、意外と湿気は感じない。魔法かなと思ったら違った。ちゃんと風呂場の湿気を逃す構造にしているらしい。素直に感心。




　二階は工房と研究室。

　工房は俺が作業をする場所と、完成品の保管庫も兼ねている。

　研究室はルーとティアが色々と使う予定。

　フローラの研究室もあるが、こっちは封印となった。







　屋敷から少し離れた場所に建設された、フローラの研究小屋。

　主に発酵食品を扱っている。

　味み噌そと醬しょう油ゆが完成したことをきっかけに、居住エリアに量産用の小屋が作られたが、自室でも生産を始めて臭いが問題になったので隔離された。

　発酵には部屋というか小屋も大事なので、これでよかったのかもしれない。

　ちなみにフローラは、この小屋に家具を持ち込んで生活をしている。

　うん、食事の時ぐらいは顔を見せてほしい。







　こんな感じの新しい家……いや新しい屋敷だが、以前の家とは大きく違う点が三つある。

　まず、水。

　これまでは井戸で汲くんだ水を各所の桶おけや甕かめなどに溜めて使っていたのだが、水道っぽいものができた。

　ポンプの仕組みを山エルフに教えた結果だ。

　屋敷の上に大きなタンクを作り、そこにポンプで汲み上げた水を溜め、配管によって各所に配る。

　さすがに一カ所のポンプとタンクで屋敷全部は無理なので、全部で五カ所設置された。

　朝の水汲みが格段に楽になり、鬼人族メイドを筆頭にかなり喜ばれた。

　次にトイレの数。

　かなり増えた。

　屋敷が大きくなったのだから当然。そして二階や三階にも設置。

　これはポンプとタンクの設置による水の配給と、スライムたちのおかげだ。

　そして最後。

　スパイダーウォークが屋敷のほぼ全てに張り巡らされた。

　スパイダーウォークとは、屋敷の天井部分に取り付けられたザブトンの子供たち用の通路だ。子供たちといっても、拳サイズの大きさだけ。マクラのサイズとかはさすがに無理。

　廊下は当然、女性の個室以外には入れるようにした。階の移動のための専用の通路や、外に繫がる専用の出入り口もある。

　これにザブトンの子供たちは大喜び。

　感謝を伝えに来たのか、執務室のスパイダーウォークにザブトンの子供たちがひしめき合ったのには驚いた。うん、結構な数がいるんだな。










　とてもいい家、屋敷だ。

　満足。

　満足だが……不満がないわけでもない。というか疑問がある。

　それは主に俺のプライベートルーム。ハッキリ言えば寝室。

　内側から鍵が掛けられるのは普通だと思うのだが……。

　なぜ、外から鍵が掛かる仕様にしたのかな？　これだと閉じ込められるでしょ。設置ミスだと思うから、直してほしい。

　あと、寝室と他の部屋の間に隙間があるのは何かな？　この隙間、人が通れる広さだよね。隠し通路？　でもってここを通れば俺の寝室に入れちゃうよね？　おかしくない？　いざという時の逃走用？　なるほど。

　じゃあ、どうして寝室から通路に移動できないのかな？　ここも鍵の付け方というか扉の方向を間違えているよね？

　でもって、通路から寝室を覗のぞけるのはなぜですか？　護衛の待機場所としても使う？　寝室に知らない人を招くことはないから大丈夫です。

　それと、天井からも寝室に入れる通路があるよね。そんな通路を使って寝てる俺を起こさなければいけない事態って、あるかな？　ないことを祈りたい。

　というわけで……。

　俺の安眠のため、そのあたりを改善するように。

「天井はふさいでもらうけど、通路は残す方向で。隠し通路はちょっと楽しい。あ、でも、基本は立ち入り禁止。入っていいのはザブトンの子供たちと緊急時だけ」

　ということになった。
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　今年の祭りは滑走。

　会場の準備は万全。

　山、穴、そして池が完成している。

　競技者は一人ずつ山の上からボードを持って滑走。穴に入る前にボードに乗り、そのまま滑って池に飛び込む。

　穴の出口から池の飛距離を競う種目となった。




「これが滑走なのか？」

　俺は横にいる文官娘に確認した。

「原型はありますね」

「そうなのか」

「安全だなんだと考えた結果ですから」

　直接的な戦闘をする武闘会に比べれば安全だろう。穴の中の勾配も、丸い石を何度も転がして実験し、いい感じの飛距離が出るように調整した。半分地面に埋まったジャンプ台みたいなものだな。

　これなら穴を掘らなくてもよかったか？　いや、山を作る分の土がいるから仕方がないか。

「穴の中には滑りやすいように液体を塗ぬっています」

「油か？」

「いえ、不燃性の液体です。油だと高価ですし、万が一がありますから」

「そうだな。で、何を塗ったんだ？」

「ハイエルフさんたちが集めてくれた草を絞って集めた粘液です」

「あー……」

　知っている。あのローションみたいなヤツね。何に使っているかは秘密なヤツだ。

　池の水の溜まり具合は十分らしい。穴の方に流れないように注意しているが、波立つと少しは入るかな。穴の底の排水を考えないといけないかもしれない。




「それじゃあ、試験。始めましょうか」

　お祭り実行委員会のメンバーである文官娘衆の一人が、声を上げる。

　山の上にはボードを持ち、気合十分のドノバン。

「一番手がドノバンなのか？」

「くじ引きで決まりましたから」

　なるほど。

　さすがに妊娠中の者は不参加。お腹なかも大きくなっているしね。




「いくぞー！」

　ドノバンが山の上からボードを持って走り、あ、転倒した。

　ゴロゴロゴロ……そのまま穴に入り、穴から飛び出して池に落ちた。

「大丈夫か？」

　ドノバンは大笑いしているから大丈夫みたいだ。




「次、いきまーす！」

　二番手、ダガがボードを持って山の上で構えた。

「ドノバンの様子を見て躊ちゅう躇ちょしないのか？」

　しなかった。

　全力で走り、穴に入る直前でボードに飛び乗った。そして滑走、ジャンプ。

　ボードを持ったまま体勢を維持し、水面を何度もリバウンドしながら対岸にまで到達した。

「おおっ」

「理想的なジャンプですが……安全面を考えれば、池をもう少し拡張した方がよさそうですね」




「三番手！」

　今度はルーだ。ズボン姿でやる気を見せている。

　走るのかと思ったらいきなりボードに乗った。そしてそのまま滑走、大空にジャンプ。

　ボードを途中で離し、空中で三回転ぐらいして水面に落ちた。

　飛距離はそこそこ。

「いきなりボードに乗るのも悪くありませんね。坂にも粘液を塗ったほうが……いや、走る人の邪魔になってしまいますか」

「今みたいにボードと選手が別れた場合は、どっちで計測するんだ？」

「選手の方です。ボードで計ると、投げる人が出ますよ」

「……確かに投げそうだな」

　誰が頭に浮かんだかは秘密だ。




「四番手、いきまーす」

　ミノタウロス族のロナーナの声が聞こえたけど、滑るのはロナーナじゃない。クロだ。

　クロは喋しゃべれないからな。代理で合図してくれたのだろう。

　クロはボードに片足を置き、構える。

　軽く一吠ほえし、ボードを押しながらダッシュ。そしてボードの上に鎮座。

　本人は真面目な顔だが、なんだか可愛い。

　そのまま坂を滑走し、ジャンプして放り出された。

　ボードを持てないのに体重移動でコントロールしたのか、ボードと一体になったまま綺麗に着水、沈んだ。

「おいおい」

　クロは犬かきで泳ぎ、岸に上って体を一振り。

　こっちに来て目を輝かせていた。気に入ったようだ。




「試験、最後。五番手、行きます」

　五番手はミノタウロス族のロナーナだ。

　ロナーナはゆっくりと山を駆け下り、途中でボードに乗った。

　そして穴に突入………………出てこない？

　穴の底でボードに座るロナーナがいた。

「今のは？」

「勢いが足りなかったようですね。ロナーナさん、どの辺りまで行きました？」

　文官娘たちがロナーナに状況を聞き取る。

　最後で問題が出た。

　そうか、勢い不足でジャンプできない場合があるのか。




「ロナーナさん。すみませんが、もう一回お願いします」

「わかりました」

　文官娘の指示で、ロナーナが山頂に戻る。

「何をするんだ？」

「今回は走らず、最初からボードに乗ってもらおうかと」

　ロナーナの二回目。

　最初っからボードに乗っているので、先ほどよりも穴への突入速度は速かった。

　そして、ジャンプ。

　飛距離は短かったが、大きな飛沫しぶきを上げて着水した。







　お祭り実行委員会で話し合いが行われた。

「最初っからボードに乗った方がいいでしょうか？」

「走らないと、差がつかないんじゃないかな？」

「何か差はあるでしょ。じゃないと、ルーさんとロナーナさんの飛距離が違うことの説明が」

「体重でしょ」

「それ、ロナーナさんの前で言わないようにね」

「ボードの違いとか、ボードに乗っている時の姿勢の違いとか？」

「そのあたりかな？」




　結果。

　二部に分けて開催されることになった。

　一部、走って途中でボードに乗るスタイル。

　二部、最初からボードに乗るスタイル。二部の前に坂全体にローションを塗る。

　みんな、怪け我がのないように頑張ってほしい。

「計測は、ティアさん、グランマリアさん、クーデルさん、コローネさんが担当で」

「ボード制作は村長、山エルフさんたち、あとは希望者で」

　細かいことを決め、話し合いは終わり。本番が待ち遠しい。




「村長。お待ちを」

「ん？」

「今のは滑走に関しての話し合いです」

　でも終わっただろ？

「これから、食事や出し物などに関しての話し合いです」

「……」

　村長である俺は、なんだかんだで忙しかった。




[image: ]




〝大樹の村〟でお祭りが始まった。

　今年は滑走ボード。

　滑走の原型はあるらしいが、紛らわしいのでネーミングが少し変わった。

　この競技のいい点は、度胸さえあれば誰でも参加が可能なところだろう。獣人族の小さな男の子がやる気になっている。どうしよう？

「万が一の時は魔法でフォローしますから大丈夫ですよ」

　そういった魔法が得意な文官娘たちが胸を叩たたいてくれたので、お願いする。




　さて、今年のお祭りにも来らい賓ひんがあった。

　魔王、ユーリ、ビーゼル、グラッツ、あと一人。

「四天王筆頭、ランダンだ。ここの噂うわさは色々と聞いている。私は完全に無抵抗だ。だから何かあった時、速やかに保護してもらえると嬉うれしい」

「え、えーっと……ようこそ」

　俺はビーゼルを呼んだ。

「四天王筆頭にしては弱腰じゃないか？」

「彼は内政担当ですから」

「内政？」

「ええ。行政関連を主に。法務も少し」

「……四天王って魔王国最強の四人とかじゃないの？」

「ははははは。そんなわけないじゃないですか」

　そうなんだ。

　ちなみに、グラッツは軍務担当。ビーゼルは転移魔法が使えるので外交担当らしい。

「もう一人は？」

「財務担当のホウ＝レグです。誘ったのですが、所用があると」

「それは残念」

　魔王たちは、用意しておいた来賓席で寛くつろいでもらう。

　今年は来賓を予想していたので、スペースに抜かりはない。




　来賓は魔王たちだけではない。去年もやって来た竜一家。

　ドース、ライメイレン、ドライム、ドライムの奥さん。そして今回はドマイムとクォンも一緒だ。仲も……問題なさそうに見える。よかった。

「今年もお邪魔するぞ」
















　挨拶を交し、来賓席に案内。

　始祖さんもやって来た。女性を一人、連れて。

「奥さん？」

「はははは」

　笑われた。

「光栄なことですが、違います。私はフーシュ。コーリン教の司祭の一人です」

「これはご丁寧に」

　司祭と言っていたが、今日はオフなのか私服だ。司祭にオフがあるのかな？

　穏やかだが、どこかやり手の弁護士みたいな感じ。メガネを掛けていないのが残念。




　マイケルさんも今年はなんとか参加できた。

　大量の海産物を持って、前日入りしている。

「ところで村長。さきほどの女性はひょっとして……コーリン教のフーシュさんですか？」

「ああ。司祭とか言ってたな」

「……大司祭の一人ですよ」

「そうなのか？」

「ええ。綺麗で穏やかな方なのですが、悪あく辣らつフーシュと呼ばれる一面もあるようで……」

「へぇ」

「動じませんね。あの方が来るとなれば、人間の国だと大パレードですよ」

「そう言われてもな……」

　隣の始祖さんはコーリン教の宗主だし、魔王に竜王エンペラードラゴンがいるんだから……。

　そういえば、紹介していなかった。

「マイケルさん。来賓の方々を紹介しましょう」

「よろしくお願いします」

　さすが、商人。

　マイケルさんが来賓者たちにきっちり挨拶していた。




「マイケルさんの席も来賓席に用意を……え？　駄目？　できればかなり離れたところがいい？　でも、見物するには……あ、う、うん。嫌いじゃないぞ。マイケルさんには色々と助けてもらっているし……」

　物凄すごい気迫で、来賓席ではない場所を求めてきた。なんだろう？　あ、近くを通ったスライムを抱きしめて癒いやされている。




　ラミアたちも見学に来ている。

　ただ、ハウリン村のガルフは来られなかったようだ。

　不参加の謝罪と一緒に、武闘会にはできるだけ参加したいとの連絡はあった。










　祭りが始まった。

　武闘会と違って、進行はシンプルだ。

「挑戦者、リザードマンのダガ！　自作のボードで挑戦です！」

　山の上でポージングアピール。

　そして、進路上の安全確認をした審判によってＧＯサインが出されるとスタート。

　山を駆け下り、途中でボードに飛び乗る。

　穴に入るまでに飛び乗れないと失格となる。

　ボードに乗ったあとは好きな姿勢で構え、そしてジャンプ。大空に舞う。

　ダガは六回ぐらい水面をバウンドし、現在の最長記録を叩き出した。

「距離二十四メートル！」

　成績は木の板に書かれ、順位通りに並べられるので誰が一番かは明確だ。

　制限時間を定めており、それまでなら何度でもジャンプＯＫ。それなりの人数が挑戦しているが、サクサク飛ぶのでテンポがいい。

　ただ、競技は単調なので時々、休憩を挟んで余興が行われる。

　エルフの合唱、演奏。

　ダンスを取り入れているので、アイドルみたいだ。

　山エルフの工作発表。

　水車を動力として活用するようだ。仕掛けの準備に五分かけて発表は十秒だが悪くはないんじゃないかな。魔王たちの反応が大きい。

　ドワーフは酒の新しい飲み方の発表。

　要は新しいカクテルだな。希望者に配って、感想を集めている。

　ほぼ同時に鬼人族メイドの新作料理発表。

　事前にドワーフたちと相談していたのか、新しいカクテルに合わせた味になっている。なかなか美味い。




　一ノ村、二ノ村、三ノ村の面々には、事前に余興で何かできないかと相談している。

　二ノ村のミノタウロスたちは、以前住んでいた村でやっていた豊作の歌と踊りを。

　三ノ村のケンタウロスたちは、走りながらの弓射。流鏑馬やぶさめみたいなものかな。命中率は半々ぐらいだったが、当たるたびに歓声が上がる。

　一ノ村のニュニュダフネたちは残念ながら辞退。ネタはあるが見せるのに三日かかると言われると、さすがに厳しい。今度、暇な時にお願いしよう。




　来賓の方々の反応は悪くない。

　武闘会と違ってどうかなと思ったが、考え過ぎだったようだ。

　魔王、ドース、始祖さんでヒソヒソと話をしているところをみると、ひょっとしてここを会談場所にしているのかもしれない。




　そうこうしているうちに時が経たち、走って途中でボードに乗る第一部が終了した。

　優勝者はリザードマンのダガ。

　ボードの上に立ち、バランスを取って水面を跳ねずに疾走することで飛距離を伸ばした。その姿はまるでサーファー。

　二番手はティア。三番手はクロの子の一頭。四番手は山エルフのヤー。五番手は飛び入り参加のユーリ。

　ユーリは意外にバランス感覚がいいようだ。

　その他に飛び入り参加したのはビーゼル、グラッツ、ドマイム、クォン、フーシュ。

　ドースも参加しようとしていたがライメイレンに止められ、それを横で見ていた魔王は自粛した感じだった。

　成績は振るわなかったが、楽しそうにしていたので問題はないだろう。




　二部は最初っからボードに乗るスタイル。

　なので山の坂にもローションを流し、スベリをよくする。

　二部も一部と同じように飛距離を競うが、なんだかんだでパフォーマンス部門だ。

　面白い格好でボードに乗る。ジャンプしたあとで変わったポーズ。

　飛距離無視で行われるなか、本気なのが獣人族の小さな男の子。獣人族の世話役であるラムリアスが心配そうにしていた。

　無事にジャンプしたが、子供用のミニサイズを作るべきだったと反省。

　そのジャンプを見て、息子のアルフレートがやりたがったが親としてストップ。もう少し大きくなってから。




　二部の優勝者は意外にも酒スライム。

　ボードに乗っている時に形を変えて流線型になったのは偶然か？　それとも考えてか？　かなり飛んだ。

　二位は獣人族の男の子の一人。三位はライメイレン。四位は魔王。五位にドース。いや、参加は歓迎だけどな。

　マイケルさんも参加したが、穴に入っている時が怖かったと言ってた。そうなのか。

　ちなみに、俺はやっていない。







　表彰式。

　一部と二部の優勝者に褒ほう賞しょうメダル十枚と手作りトロフィーを渡す。




「ありがとうございます」

　ダガは満足そうにトロフィーを掲げ、周囲に自慢する。

　酒スライムは、トロフィーには興味を示さなかったが、褒賞メダルには食いついた。酒と交換できることをどこかで覚えたのだろうか。

　まあ、優勝しているからちゃんと払う。

　その他、入賞者たちにも褒賞メダルを渡していくが……飛び入り参加者たちはどうしよう？

「何かと交換できるのでしょ。でしたら問題はないのでは？」

　ユーリの言葉にライメイレンたちも賛同したのでそのまま渡した。




　そして日が暮れるとお祭りは宴会になる。

　うん、無事に終わりそうでなにより。




[image: ]




　お祭り実行委員会のメンバーが集まり、テーブルを囲む。

「お祭りの反省会を行います」

「反省会？　特に失敗はなかったと思うけど？」

「失敗はないけど、改善点はあったと思うわよ」

「あー……確かに。コースは三本ぐらい欲しかったわね」

「ボードの形状も色々あってもよかったかも」

「競技ではありませんが、食事の提供に関して少し問題がありました」

「どんな問題？」

「甘味が人気ありすぎて、私たちが食べられなかった」

「あ、確かに」

「運営用に取り置きを希望」

「そうだそうだ！」

　色々と意見が出たので、記録して残しておこう。

　来年はまた別のことをするだろうが、こういった反省点や改善点を覚えておくのは悪いことじゃない。

「村長からは何かありませんか？」

「俺から？　そうだな」

　俺が問題と考えるのは……一部と二部の優勝者の褒賞メダル数が同じことと、芸術系に走った者たちを表彰できなかったこと。




「褒賞メダルの数は、最初に発表しちゃいましたからね。違えるのはよろしくありません」

「芸術系というか、変な飛び方は面白かったですけど、評価しにくいですからね。基準をどうするかと……」

　どちらがどう優れていると説明できないのが厳しい。

　それなら、分かりやすく水飛沫の量で決めた方がいいだろうけど……。

「体格の不公平がありますからね」

「村長の独断と偏見で決めるのはどうです？」

「そういった重責はちょっと……全員の拍手の大小は？」

「種族の数に差がありますから」

　難しい問題だ。なので棚上げ。




「あと、一ノ村、二ノ村、三ノ村の者たちを呼ぶと、村が無防備になることかな」

　クロとザブトンの子供たちが守ってくれているから大丈夫といえば大丈夫なんだろうけど……。

　会話できる者がいないと、何かあった時に状況を調べられない。

　ただ現状、全員を呼ぶか全員を呼ばないかしかできない。

　留守番を作ると、〝大樹の村〟のお祭りに参加できる者と、参加できない者に分けられてしまうからだ。

　留守番した者に対し、何か補ほ塡てんを考えてからでないと、留守番をさせるのは難しい。

「各村が成熟すれば、自然と年配の者が留守番役をするのですが……みんな若いですから」

「若い者が多いのはいいことばかりじゃないか」

　二ノ村のゴードンは留守番をしようとしていたらしいが、代表が欠席するわけにはいかないと参加になったらしい。

　こうして反省会は続いた。




「さて、村長」

「なんだ？」

「反省会で話題にはなりませんでしたが……現在進行形の問題はどうしましょう？」

「現在進行形……フーシュさんね」

　始祖さんが帰る時、一緒に帰ると思ったら村に残った。

　宿に泊まり、日が出ている間はほぼずっと〝大樹の村〟の社やしろの前で祈っている。

　それは別に構わないし、滞在に関しても始祖さんがお金を置いていってくれたので問題ないが……。

　なんか光ってるんだよね。俺の作った像が。

　正しい祈り方とかあるのかな？　それとも魔法？　なにも知らない人が宗教に嵌はまるきっかけになりそうな感じで光っているから、どうしたものかと思う。

「夜、眩まぶしいと問題になっています」

「ザブトンさんの子供たちが、多少迷惑そうにしているかと」

「せめて、夜は光を抑えてもらえれば」

「フーシュさんに伝えておくよ」

　光のオンオフができないなら、遮光用のカーテンでも作ろう。

　こんな感じで反省会は終わった。

　いや、もっと話さなきゃいけないことがあると思うんだけどな。

　ドースたちの競技参加とか、作った小山を崩して池を埋めることとか。

　まあ、のんびりやっていこう。










　酒スライムが褒賞メダルの交換に来た。

　スライムと思っていたが、知能があるのかもしれない。いや、前々から感じさせてくれていたが……酒スライムだけ特別なのかな？

　ともかく、誰だろうが褒賞メダルを持っているのだから交換はする。

「予想通りお酒でしたか？」

「ああ」

　予想は裏切られなかった。

　一部では、何か作物をもらって自分で酒造するんじゃないかとの話も出たが、酒スライムは素直に酒と交換していた。

　ただ、驚いたのは一気に全部交換するのではなく、一枚だけの交換。

　将来の計画性がある。知能、かなり高くない？　とか思っていたら、先があった。

　褒賞メダルの残りを、鬼人族メイドに渡したのだ。

「盗み飲みした酒の代金？」

「実家に仕送り的な感じとか？」

「親にお小遣い？」

「いえ、飼い主に自慢しているだけでは？　飼ったつもりはありませんが」

　なんにせよ、鬼人族メイドを含めた住人たちの、酒スライムを見る目が少し変わった。










　ハーピー族が帰ってきた。

　十七家族、四十二人。移動時の護衛なのか、キアービットと数人の天使族が同行している。

「遅かったな」

「そう言わないでよ。途中、アンデッドをつぶしてたんだから」

「ん？　ひょっとしてここから北東の？」

「ええ。元々、私たちがガーレット王国を離れていたのもそれなのよ」

　なるほど。グランマリアと会ったのは、そのアンデッドを討伐に行く途中だったと。

「どこからか要請があったのか？」

「コーリン教のお偉いさん。協力関係だから断りにくいのよ。天使族はアンデッドに強いのもあるしね」

「そうなのか？」

「ええ。でも、あまり戦いたい相手じゃないでしょ。だから、もてなしなさい」

「なぜ俺がという気持ちが出てくるが……ご苦労さま。食事と酒、風呂を用意しよう」

「ありがとう」

　キアービットと一緒に来た天使族は、以前に来た天使族。数が減ったのはやられたのではなく、別の場所に移動したらしい。

　グランマリアが誘った天使族たちは、いつ来るのだろうか。

　ともかく、グランマリアにハーピー族たちの世話を任せた。




「ハーピー族たちは一ノ村でよろしいですか？」

「それなんだが、ハーピー族たちだけで移動できるのか？」

　前に泊まった時は、キアービットたちと一緒だった。

「そこまで弱くありませんが……この森ではどうでしょうね」

「だよな。しばらくは宿と屋敷の客室で寝泊まりを」

　なんだかんだと話し合った結果、ハーピー族たち用の大きな家を一軒、〝大樹の村〟で用意することになった。




　ハーピー族たちの仕事は、高度からの周辺偵察。

　異変を感じるとグランマリアたちに連絡する。一ノ村、二ノ村、三ノ村とカバー範囲が広くなったグランマリアたちの目を補う役割だ。

　しばらくは複数で飛び、色々と試していくらしい。頑張ってほしい。

　……あれ？　これだとグランマリアが誘った天使族の役割が……ない？
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「美味しい、もう一杯」

　キアービットと数人の天使族は、夕食を楽しんでいた。

　客の夕食には酒が出る。酒が出れば宴会になる。宴会になると住人たちも参加する……。それなりに賑やか。

　ハーピー族たちも参加している。いい飲みっぷりだ。そして酔っているね。

　キアービットがタップダンスらしきものを始めた。軽快なリズムで、場が盛り上がってしまう。

　ティアやヤーも踊りだした。それは構わないが、俺を誘うのはやめてほしい。あと、机の上で踊るのは勘弁して。







「うう、頭が痛い……」

「これが試練……」

　キアービットと数人の天使族、ハーピー族たちは昼すぎまで寝ていた。

　飲むのは構わないが、翌日に影響を残すのはよろしくないと思う。

「ここの酒は美味いからな。初めての者は飲み過ぎても仕方がない」

　ドノバンがフォローするが、彼女たちは前に来た時にも飲んでいたぞ。まあ、これで規制したりしないから、心配そうな顔をしないように。

　ちなみに、ハーピー族たち以外の住人で二日酔いになっている者はいない。いつも通り、仕事に励んでいる。

　影響という意味では、キアービットのタップダンスっぽいものがザブトンの子供たちの間で流行。

　これまで無音だったのに、屋敷のあちこちでリズミカルな足音が聞こえるようになった。

　なかなか楽しいリズムなのだが、練習場所と時間を決めてもらうようお願いする。

　うん、真夜中に聞くのはちょっと違うと思うんだ。










「完成したわよ」

　ルーとフローラが少し疲れた感じで、フーシュに薬を渡した。

　二日酔いの薬ではなく、フーシュがこの村に滞在している理由。それは、とある病気の治療薬だ。

　なんでも、フーシュの息子が重い病気にかかり、その治療薬の作成をルーとフローラが引き受けた。始祖さんが口添えしたから、断れなかったのだろう。

　まあ、偉い人から無理なら断っていいからと言われても、本当に断るのは勇気がいる。

　少しの苦労で始祖さんからの心証がよくなるならと、二人は頑張った。

　俺は知らなかったが、薬学の世界ではルーとフローラはかなり有名なのだそうだ。

　薬の作成の技術に問題はない。問題は薬の材料で、かなり貴重な品ばかりなのだが……全部、村の薬草畑にあった。

　フーシュとしては、薬を作ってくれる人と材料が一気に揃ったことに驚き、そして喜んでいた。

　まあ、その喜びの結果が創造神の像への祈りなんだけど……。

「あとは始祖さんが迎えに来るのを待つだけか」

「薬の作成時間は伝えているから、遅くても二～三日後には来るんじゃないかな」

　そうルーが言っていたら、始祖さんがやって来た。

「少し早いと思ったけど、丁度いい感じだったね」

「宗主さま。わざわざ申し訳ありません」

「いいのいいの。どうせ暇してたしね。さて、私は来たばかりだけど、君は早く薬を届けたいだろうから失礼しようか」

「はい。よろしくお願いします」

　フーシュは少量の荷物と大量のお土産を持って、始祖さんと共に帰っていった。

　始祖さんの長距離の移動方法は、転移魔法みたいなもの。

　転移魔法みたいなものというのは、普通の転移魔法とは違うからだ。

　普通の転移魔法とされる魔法は、空間と空間を繫ぐ門を作るようなスタイル。その門の大きさや通行させる量、そして距離で消費魔力が違うらしい。

　高度な魔法らしく、俺の知っている人で使えるのはビーゼルだけだ。

　竜たちは使わないのかなと思ったが、魔力を大量に消費してまで転移魔法を使う理由はないそうだ。

　翼があるので移動には困らないと胸を張られた。使えないのではなく、使わない。ここが大事だそうだ。

　対して始祖さんの転移魔法は、物体を特定の場所に移動させるテレポート。

　こっちのほうが転移魔法と呼ぶのに相応しそうだが、使う人が始祖さんだけらしいのでどうでもいいそうだ。







「ただいま」

　帰ったと思った始祖さんがすぐに戻ってきた。

「少しの間、のんびりさせてもらうよ」

　手土産というか宿泊代なのだろうか、小さな盾を渡された。

「なんだこれ？」

「魔法の盾。火に対しての守りが強いから、家に飾れば防火の効果があるよ」

「おおっ。それは便利だな」

「ただ、台所の近くは避けた方がいいからね」

「ははは。確かに」

　屋敷の玄関に飾らせてもらうことにした。

「薬のお礼は、また別に用意させてもらうよ。話を持ってきてなんだけど、薬の材料集めに手間取ると思っていたから用意が間に合わなかったんだよね」

「気にするな……と言いたいけど、頑張ってくれたのはルーとフローラだからな。頼むよ」

「期待しておいてよ」

「ははは。でも、前に薬草畑を見てなかったか？」

「見てたけど、薬の知識じゃ彼女たちに敵かなわないからね」

「そうなのか？　始祖さんの資料を元に、ルーたちは独学だったと言ってたけど？」

「それ、記憶を消す前の話。その資料も、時の流れで薬草の生態が変わっちゃってるから、今はあまり役に立たないよ」

「へー。話が変わるけど、フーシュさんとはどうやって知り合ったんだ？」

「コーリン教の司祭ともなれば、自然と知り合うよ。ちなみに、その時に私の正体を教えている」

「揉もめないのか？」

「揉めないね。なぜか、みんな納得した顔をする」

「色々と伝説があるからだろ」

「かもしれない」

　始祖さんは笑いながら屋敷の客室に向かった。と思ったらすぐに慌てて戻ってきた。

「創造神様の像が光ってるんだけど」

　それ、フーシュさんが原因。










「世話になったわね。武闘会に興味はあるけど、そろそろ帰らないといけないのよ」

　キアービットたちが帰るので挨拶に来た。

「残念だな。まあ、近くを通る時にでも寄ってくれ。ハーピーたちが喜ぶ」

「そうだといいんだけどね」

　キアービットたちもお土産をそれなりに抱えている。

「大丈夫なのか？」

「これぐらいならね。それに途中まで送ってもらえるし」

　キアービットたちは、西の〝魔王国〟の王都までラスティが送る。

　フラウと文官娘衆の数人が、所用で戻るのに付き合うからだ。それに便乗するらしい。

「転移魔法が使えたらって思うけど、あれって本当に難しいのよね」

「みたいだな」

　俺には簡単な魔法も難しいが……。

「転移魔法を封じた道具があるって噂もあるけど……実物を見た人はいないのよね。きっと独り占めしてるのよ」

「ははは」

　ドースか始祖さんなら知っているかな？

　キアービットたちはラスティに乗って帰っていった。







　次は武闘会か。

　あ、いや、その前にリアたちの出産が先かな。

　のんびりしたいけど、忙しくなりそうだ。
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　第二回武闘会の準備が始まったと思ったら、開催の挨拶をしていた。

　時間の流れが速い。

　しかし、リアたちの出産はまだのようだ。

　やきもきしても仕方がないが、やきもきしてしまう。







　今回の武闘会も一般の部、戦士の部、騎士の部の三部構成。

　見学者もなんだかんだと増えている。

　いつも通りのドースたち竜一家に、魔王やユーリ、ビーゼルなどの魔王国勢。クォンとクォルンに、グラッツとランダンも来ている。

　ラミア族たちや獣人族のガルフたちも参加。

　始祖さんもいるが、彼の場合は前にフーシュを迎えに来た時からずっと滞在しているだけだ。教会のお偉いさんじゃなかったっけ？　仕事とか大丈夫なのかな？







　武闘会が始まった。

　審判はハクレンとラスティが協力してやってくれている。

　一般の部は去年と同じく一回戦うだけのシンプルな戦闘スタイル。

　対戦相手による運、不運がかなり激しい。文官娘衆の一人がミノタウロス族と対戦することになり、敗北した。

「魔法が当たるかどうかの勝負だったな」




　そして舞台による不利を受けるケンタウロス族。

「走ったら場外になってしまった……」




「何もしてないのに勝った扱いをされていいのでしょうか？」

　獣人族の娘の一人が思わぬ勝利に戸惑ったりしつつ、順調に進んだ。

　一般の部は平和だった。







　戦士の部は、勝ち抜き方式。

　勝者が舞台に残り、戦い続ける。勝ち抜いた数が最も多い者が優勝となる。負けた者は改めて挑戦者の列に並ぶことが可能なので、やる気があれば何度でも挑戦できる。

　去年とほぼ同じだが、試合時間短縮のために試合を二カ所で行う。

　挑戦者の列は一つで、空いた試合会場に行くことになる。多少の運、不運もあるだろうけど許してほしい。

　俺としての問題は、舞台をもう一カ所作ることになったこと。

　ミノタウロスたちも協力してくれたが、かなりの急ぎ仕事で大変だった。




　さて、その戦士の部だが……前回と同じようにハイエルフ、鬼人族、リザードマン、ドワーフ、山エルフ、それにハウリン村の獣人族と南のダンジョンのラミアたちが参加。

　それに加え、前回一般の部に出て優秀だったフラウと獣人族のセナ、さらにケンタウロス族のグルーワルド、ミノタウロス族のゴードンが参加している。

　どうなるかと思ったが……。

　ハウリン村の獣人族、ガルフが強い。かなり鍛えてきたようだ。

　前回、ガルフといい勝負をした山エルフのヤーがいないのも大きい。ヤーは今回、騎士の部に出場することにしたからだ。

　ドワーフのドノバン、ケンタウロスのグルーワルドが奮戦するも、そのままガルフが優勝。

「よし、来年は俺も騎士の部だ。ヤーさんに勝たないとな」

　優勝を誇るガルフの後ろで、疲れた顔をしているランダン。

「それなりに自信があったんだけどなぁ」

　彼はガルフ、ドノバンと対戦し、負けている。三回目はさすがに諦めたらしい。

　ちなみに、グラッツは一般の部で文官娘衆の一人を相手に勝利している。







　次は騎士の部なのだが、その前に模範試合が行われる。

　参加希望者が多いので、模範試合でトーナメントをすることになった。

　参加者は八人。

　ドース、ライメイレン、グラッファルーン、ハクレン、ラスティ、クォン、魔王、そしてザブトン。

　やる気満々の竜一家に対し、魔王が死んだ目をしているのは気のせいだろうか。

　そして、それ以上に心配なのがそんな中に飛び込んだザブトン。

　考えてみれば、俺はザブトンが戦っているところを見たことがない。大丈夫なのかと思うが、ザブトンは子供たちに囲まれて余裕を見せながらウオームアップをしている。

　対戦はクジ引きで公平に決めた。審判は始祖さんが担当。







　一回戦第一試合、ドースと魔王。

　魔王が絶望した顔をしていた。

　結果はその顔が示した通りだった。いや、さすが魔王というべきなのか、かなり粘ったと思う。

　試合後、魔王に対して熱い拍手が送られていた。







　一回戦第二試合、ラスティとクォン。

　個人的にラスティを応援したが、残念ながら敗北。

　全てにおいてクォンが一段上で、先生と生徒みたいな戦いかただった。

　負けはしたものの、ラスティの顔はスッキリしていたので一安心。試合後にクォンから色々と聞いていた。







　一回戦第三試合、グラッファルーンとハクレン。

　激闘だった。

　なんでも、昔はドライムにちょっかいを出すグラッファルーンを、ハクレンが追い払う関係だったらしい。

　今ではそれなりに仲のいい友人らしいが……。

「あの時の恨み晴らします」

「どの話かな？」

　うん、凄かった。

　双方ボロボロになったが、勝者はハクレンだった。







　一回戦第四試合、ライメイレンとザブトン。

　どうなるのかと思ったが、ザブトンが奮戦したと言っていいのだろう。

　ライメイレンの大技を軽く避けてザブトンの糸による反撃。ライメイレンはそれを避けながら分身。十人以上のライメイレンが、ザブトンに襲い掛かった。

　分身全部が違う動きをするから、多人数で攻撃しているように思える。

　それを全て受け止め、そのままライメイレンを縛って勝利。

　ザブトンは勝利と同時に子供たちを呼び、舞台の上でタップダンスのような踊りを披露してくれた。ザブトンも練習していたのか。

　なかなか見事な集団ダンスに拍手を送った。




　その横で呟くドース、クォン、ハクレン。

「え？　妻の分身が破られるの、初めて見たんだけど？」

「お義母さまのあの攻撃、一つで山を崩せるよね。それを十六？　受け止めた？　冗談でしょ？」

「えー……次、私が戦うの？」







　二回戦第一試合、ドースとクォン。

　これはもう、格の違いというのだろうか。ドースの圧勝だった。

　先ほどのラスティとクォンの戦いの立場を変えたように思えた。

「先を考えると、ここで負けておくのも手だったろうか」

「さすがにそれは……お義父さま、頑張ってくださいね」

　試合後も爽やかだった。







　三回戦第二試合、ハクレンとザブトン。

　どちらを応援するか凄く悩む。どちらも怪我をしないでほしい。

　そう思っていたら、すぐに試合が終わった。

　ザブトンの勝利。

　ハクレンは何もできず、糸に巻かれて転がされていた。

　その後、ハクレンは少しの間、拗すねていたので慰めた。







　決勝戦、ドースとザブトン。

　戦いは激しかった。

　まずはザブトンが一方的に攻撃、それをドースが受け流す。

　その後、立場を交代。

　それを三回ほど繰り返したあと、ドースが勝利した。

　力負けといった感じだろうか。

　子供たちに担かつがれ、舞台から下りるザブトンに俺は拍手した。




　そして勝利者であるドースのもとにはハクレンが駆け寄っていた。

「お父さま、今の戦いは？」

「見てただろう。譲られただけだ。ほれ」

「こちらに向かって足を振ってますね」

「一応、私には竜王の立場があるからな。気を使われた」

「なるほど。ですが優勝は優勝。堂々と誇っていただかねば盛り上がりません」

「まあ、それぐらいは演じよう」




　ドースの勝利アピールを見ながら、魔王が呟いた。

「私にも魔王としての立場があったのだけど……」

　それを慰めるグラッツ、ユーリ、ランダン。

「立場を考えると、参加が無茶だったのでは？」

「お父さまは頑張りましたよ。見直しました」

「さすが、魔王様です」







　模範試合が終わり、騎士の部の開始なのだが……。

「いや、あの試合のあとでって……」

「もう少し、大人しい試合をしてほしかった」

「くっ、私もまだまだ未熟」

　模範試合の熱が冷める少しの間、休憩となった。
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　武闘会の騎士の部が始まるまで、ハーピー族によるラインダンスと、ニュニュダフネたちによる不思議な踊り、ハイエルフたちによる楽器演奏が行われた。

　ハーピー族は武闘会に参加しないので、こういったことで盛り上げたいと狙っていたらしい。ニュニュダフネやハイエルフたちも同じ。発表の場は常に狙っていますとのことだそうだ。

　場繫ぎだったが、かなり盛り上がった。

　そして、騎士の部に出る者たちも気分を切り替えられたようだ。







　騎士の部に参加する者は十六人。

　前回参加者で今回の不参加者は、妊娠中のリアとアン。残りは全員参加。

　なので吸血鬼のルー、天使族のティア、グランマリア、クーデル、コローネ、リザードマンのダガ、悪魔族のブルガ、スティファノ、インフェルノウルフのウノ、ザブトンの子供のマクラ、ラミア族のジュネア、スーネア。

　そこに追加されたのが山エルフのヤー、インフェルノウルフのマサユキ、コキュートスウルフのフブキ、そして天使族のキアービット。

　キアービットは、武闘会に興味はあるけど参加できそうにない的なことを言っていたのに、参加となった。

　話を聞いた始祖さんが転移魔法で連れて来たのだ。

　他の参加者たちを見て、困った顔をしているように見えるが大丈夫だろうか？　あ、ティアの煽あおりにがっつり乗って優勝宣言した。凄いぞ。




　キアービットは一回戦で前回優勝者のマクラと当たり、敗北した。

　やはり種族相性があるようだ。

「なにもできなかったぁ……」

　泣いてるキアービットをグランマリアが慰めていた。

　あの二人、意外と仲がいいのかもしれない。







　さて騎士の部はサクサクと進行し、あっという間に一回戦が終わった。

　サクサクと進行したが、各試合は濃厚だった。

　勝敗が出るのは仕方がないが、みんな頑張った。




　勝ち残っているのが、前回優勝者のマクラ、コキュートスウルフのフブキ、吸血鬼のルー、天使族のティア、インフェルノウルフのウノ、悪魔族のブルガ、ラミア族のジュネア、スーネア。

　フブキはヤーに勝利し、ルーはグランマリアに勝利。ティアはコローネに、ウノはマサユキに勝利。ブルガはスティファノに、ジュネアはクーデルに、スーネアはダガに勝利した。




　周囲を驚かせたのはラミア族の二人。

　彼女たちは下半身の蛇部分を上手うまく使った戦い方をしていたが、それをさらに磨いてきた。対人戦を想定してきたという感じだ。

　蛇部分の下半身でトグロを巻き、それを土台に上半身が高い位置をキープ。戦闘を有利に運んでの勝利。

　その凄さを俺に延々と語ってくれたのが、見学席のリアとアン。妊娠中なので興奮し過ぎないように注意してほしい。




　少しのインターバルの後、二回戦が開始された。

　ここで運が悪かったのがラミア族。ジュネアとスーネアの対戦となり、つぶし合うことになってしまった。

　勝者はジュネア。

　さすがはラミア族の長おさということだろう。

　ただ、双方かなり負傷し、フローラの治癒魔法のお世話になっていた。




　その他の戦いも凄かった。

　前回優勝者のマクラと、コキュートスウルフのフブキの対戦は、俺の目にはどちらが勝利してもおかしくなかった。

　勝者はマクラ。

　ただ、勝利はしたがマクラは片側の足二本を犠牲にしなければならなかった。

　その犠牲に俺はビビッたが、放置しておけばまた生えるらしい。

　ただ、次の試合があるのでマクラはドース、ライメイレンの再生魔法による治療を受けた。

　フブキの方は、負けはしたけど治癒魔法は不要らしかった。




　残りの二戦は吸血鬼のルーと天使族のティア。インフェルノウルフのウノと悪魔族のブルガ。

　前回大会と同じ対戦カードだ。そして勝利結果は共に逆になった。

　ルーは、前回大会のあとで俺とした会話がヒントになったのか、吸血鬼らしい戦いをしてティアを翻ほん弄ろう、勝利した。

「ルーさんだけにアドバイスするのはずるいです。私にも何か戦い方のヒントを……」

　そう言われても、天使族らしい戦い方って……遠距離から一方的に攻撃するか、グランマリアたちのように槍を持って突撃するイメージ。

　参考になりそうにない。申し訳ない。







　ウノは、ブルガの分身攻撃をあえて受けてからの反撃が成功し、勝利。

　模範試合のザブトンとライメイレンの戦いを参考にしたのだろう。参考にしたからといって、そう簡単にできるものではないらしく、勝利したウノはブルガの攻撃を何度も受けているのでボロボロだ。

「よしよし、頑張ったな。早くフローラに治療してもらえよ」

　ウノはボロボロだが軽い足取りでフローラのもとに向かった。勝利はかなり嬉しいのだろう。

　負けたブルガは、体の汚れを払って舞台から下りた。

「私、捕まってしまうとやれることが極端に減っちゃうんですよね」







　準決勝。

　第一試合はマクラとルー。

　マクラの足は完全に揃っていた。再生魔法、凄い。

　そしてその足を使っての高速移動をするマクラ。トリッキーな動きで翻弄するルー。勝利はマクラの手に転がり込んだ。

　マクラの勝因というか、ルーの敗因だろう。

　ルーは大技で観客を沸かせたが、その隙にマクラが糸による罠わなの設置を完成させていた。

「うう、悔しい」

　ルーが悔しがっているのは、マクラの罠が発動したときの歓声がルーの大技の時よりも大きかったからだろう。







　第二試合はウノとジュネア。

　どうなるかと思ったが、これは終始ウノが圧倒して終わった。

　ジュネアの腰が引けていた気がするが、ひょっとして、過去にクロの子供たちが彼女たちのダンジョンを攻撃した時のトラウマでも掘り起こしてしまったのだろうか。

　そうなら申し訳ない。







　決勝。

　前回優勝者のマクラと、インフェルノウルフのウノ。

　下馬評というか会場の空気ではマクラの方が優勢に思われたが、ウノのパートナーであるクロサンを筆頭に、クロの子供たちが会場外周部で集団遠吠え。

　一気に空気が揺り戻された。どっちが勝つかわからない。

　模範試合で負傷したザブトンも見守っていた。




　試合は激闘という名が相応しかった。

　距離を取ったと思えば急速に近づき、近づいたと思えば離れた。

　その間、何度も繰り出される互いの攻撃。決勝まで隠していたのか、マクラ、ウノ共に遠距離攻撃があった。

　マクラは丸めた糸を飛ばす。目的はぶつけたダメージではなく、ぶつかったあとで相手に糸が絡からみつき、動きを鈍くすること。

　ウノは大きく広げた口から、火の玉……いや、炎の球を飛ばした。

　遠距離攻撃の威力はウノの方が上だろう。ただ、連射能力ではマクラが勝っていた。

　ウノの炎の球が一つ当たり、かなりのダメージを与えたが、それまでにウノはマクラの丸めた糸を無数に喰くらい、動きを完全に止められてしまった。

　そこに襲い掛かるマクラ。このままマクラの勝ちかと思ったが、早計だった。

　ウノの頭部の角ツノが青く光ったと思ったら、その角で糸を切り刻んで自由を取り戻し、襲い掛かってきたマクラを迎撃した。

　ウノの一撃で、マクラが大きく体勢を崩しながら宙に飛ばされる。

　それをチャンスと見たのだろう。ウノは大きく一吠え。体のサイズを一気に倍にした。

　え？　そんなことできたの？　口から炎の球も驚いたけど？

　会場がどよめいたから、驚いたのは俺だけじゃなかったようだ。

　そして、ウノの追撃。

　マクラはダウンし、敗北。勝者はウノとなった。

　会場外周部にいるクロの子供たちの歓喜の遠吠えが凄い。ウノのパートナーのクロサンが一番喜んでいるようだ。




　うん、マクラは残念だったが、俺は素直にウノの勝利を喜ぶ。

　さあ、表彰式だと思ったのだが……ここでトラブル発生。

　決勝戦を見ていたリアとアンが産気づいた。

　俺、パニック。
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　武闘会は閉幕し、あとはいつもの宴会。

　武闘会の時から開放されている食事と酒で、各自が飲食を楽しむ。




　表彰式の時にリアとアンが産気づいたが、なんとかなった。

　リアは無事に男の子を出産。アンも同じく男の子を出産。

　それに遅れないようになのか、リゼ、ラファも産気づき、すぐに生まれた。共に男の子だ。

　特に子供の性別に希望があったわけではないが、四人全員が男の子とは……村に男性を欲しがったけど、少し違う。

　そう思っている俺と違って、ハイエルフたちは一気に三人の男の子の出産に大騒ぎだった。

「私たちの未来は明るいです」

　そして、鬼人族メイドたちは……泣いていた。

「鬼人族再興も、これで夢ではなくなりました」

　宴会中の慶事に、盛り上がらないわけもなく……なんだかんだと大宴会になってしまった。




　そういったトラブル……ではなく祝いごとがあったが、表彰式はしっかりと行った。

　騎士の部優勝、ウノ。

　大きくなるのは何かの術なのか技なのか、今では通常サイズに戻っている。よかった。大きくなりっぱなしだと……色々と困るところだった。

　前回と同じようにトロフィーと冠を授与。トロフィーと冠は俺の屋敷の玄関近くに飾られることになるが、今はトロフィーをくわえ、冠を頭に載せたウノが少し照れながら歩いていた。その横に、ウノよりも上機嫌なクロサン。仲がいいなぁ。




　マクラは敗北したが、気落ちはしていないようだ。

　模範試合のダメージから回復したザブトンと共にジャガイモを食べていた。

　うん、食べながら新しい技を習っているように見えるのは気のせいかな。







　武闘会が終わっても余韻はなかなか冷めず、舞台上では希望者同士が戦っている。

　戦士の部の優勝者、ハウリン村の獣人族ガルフがリザードマンのダガといい勝負。

　いや、ダガが優勢かな。

　山エルフのヤーは悪魔族のスティファノとコンビを組んで、インフェルノウルフのマサユキと天使族のグランマリアのタッグと戦う。

　負けが早かったので、消化不良なのかもしれない。

　舞台が二面あるので、待ち時間が少ないと評判がいいが、無理をして怪我をしないようにお願いしたい。

　審判役の始祖さん、ご苦労さまです。







　ドースたち竜は、飲食と住人の宴会芸に集中。

　リザードマンによる組体操がそれなりに受けている。尻尾を含め、キッチリした動きが美しい。

　それを見たハーピーたちが、自分たちもできるだろうかと試し始めたので軽く注意。

　そういったことはお酒を飲んでいないときに。今やると怪我するぞ。




　獣人族は曲芸を披露。

　玉乗り、シーソージャンプ、空中ブランコ……サーカスだな。ナイフ投げはやめよう。危ないから。

　曲芸は見ていて楽しいが心臓に悪い。

　それが曲芸の魅力なのかもしれないが……安全対策は大丈夫なのかと思ったら、ザブトンの子供たちが各所にネットを張っていた。ありがとう。




　グラッツはロナーナと二人の世界を作っている。

　なのでグラッツを放置し、ビーゼルはランダンを連れて村を案内している。

　考えてみればビーゼルとの付き合いも長くなったものだ。

　ランダンを風呂に入れたい？　それは構わないが、風呂場にお酒を持ち込まないようにお願いする。




　ユーリはフラウと文官娘衆たちとで、なにやら話しをしている。

　時々、明るい笑い声が上がっているので恋バナだろうか？　巻き込まれないように距離を取る。




　まあ、色々とやっているが、宴会場で一番元気なのはハイエルフたちと鬼人族だろう。

　お酒がいつもよりハイペースで消費されている。ドワーフたちがバーテンダー役でフル回転。

　食べ物は……ああ、自分たちで作るのね。

　子供が生まれてお祝いムードもわかるけど、飲み過ぎないように。







　こんな感じの宴会は三日ほど続けられたが、畑の世話があるので一部の者は二日目の昼には帰る。

　二ノ村、三ノ村でも何かお祭りをやって不公平感を減らしたいところだ。まあ、不公平と思っているのは俺だけかもしれないが。

　二ノ村、三ノ村の警備をしているクロの子供やザブトンの子供は、交代で宴会を楽しんでいるようだ。










　ビーゼル、グラッツ、ランダンは二日目の夜に帰ることになった。

「もう少し、楽しみたいのですが……」

「ロナーナ、また来るよ」

「仕事をしないとなぁ」

　魔王も忙しいらしいが、所用があると言ってまだ残っている。




　竜一家は、宴会が続く限りは残っている。

　彼らは基本、暇なのだそうだ。ただ、力のある存在ゆえに特定の場所にいて重おもりにならないといけないらしい。

「まあ、一年二年の不在でどうこうなるものではないがな」

　ドースがそう言いながら、酒を飲む。

「それだと、ラスティやハクレンがこの村にいても大丈夫なのか？」

「まだ子供。役目を背負うほどではないからな」

　ドースはそう答えるが、どこか視線が遠い。これは、噓うそかな？

「真実は？」

「ラスティスムーンはともかく、ハクレンに役目を与えても、一カ所に留とどまっているとは思えん」

　なるほど。

「この村で大人しくしているのがほんとうに夢のようで……夢ならついでに子供を産んでほしいものだ」

「チラチラこっちを見ながら言われても困る」

「これ、疲労回復にいい薬。人間なら……十日は頑張れる」

「危険なものを……」

「危なくないぞ。安心安全だ」

「いやいや、そういった意味で危ないんじゃなくてだな……まあ、いいや。それは他の者には見せないように頼む」

「これからはそうするが、すでにいくつか持って行かれたぞ」

「え？」

　えーっと……村長である俺に薬を盛るような真似をする者はいないと信じたい。信じることにしよう。







　リア、アン、リゼ、ラファの四人の出産は、武闘会の終わりを盛り上げ、〝大樹の村〟に活気を与えた。

　そして、さらなる出産欲を高めてしまった。

　うん、頑張るから薬はやめよう。正面から持って来たのは褒めるけどね。あと、一応は武闘会や宴会の責任者だから、終わるまでは完全に気は抜けない。

　生まれたばかりの子たちを見ると頰が緩んでしまうけど。







　なんだかんだでハウリン村のガルフ、ラミア族は宴会が終わってもしばらく残っていた。

　目的は特訓。

　優勝経験者のウノとマクラ、そしてリザードマンのダガが人気だ。

　ダガも弱いわけではないが、ウノとマクラに並んで人気なのはなぜかと思ったら、人型として人気らしい。

　なるほど、ウノやマクラだとどうしても変則的な相手になるからな。ダガはダガで人気の理由を察しているので、尻尾攻撃は控えていた。そういったことができるから、人気な面もあるのだろう。

　俺はちらりとグランマリアたちを見た。

「わ、私たちは仕事がありますから」

「忙しい忙しい」

「よーし、今日も頑張りましょう」

　人気がないのはそういうことで、決していきなり全力で相手を叩きのめしたからではないそうだ。




　ちなみに武闘会、その後の宴会、宴会後の特訓などで治療魔法を求められたフローラは疲れていた。

「もう少し、私を褒めてもいいのでは？」

　まったくその通りだと、俺はフローラを褒めた。
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　子供の名が決まった。

　ハイエルフのリアの子、リリウス。

　リゼの子、リグル。

　ラファの子、ラテ。

　鬼人族のアンの子、トライン。




　ハイエルフの子供たちは、それぞれの母親が命名した。

　しきたりか法則でもあるのか、名前の頭文字には拘こだわりを感じる。

　トラインに関しては、俺とアンにドース、魔王、それに始祖さんが加わった相談の結果だ。

　最初、アンが俺に提案した名前は、俺にとっては読みにくいものだった。簡単に言えば濁音や小さいヤユヨが多用された名だ。俺の最初の感想は、アンには悪いがどこかの混こん沌とんとした地獄の悪魔の名前だと思った。子供を可愛がる覚悟はあるが、さすがにそれではと思い留めてもらった。

　別に真の名を言われたら死ぬとか服従とかの制約がないなら、もう少し呼びやすい名前の方がいいだろう。

　しかし、代案が浮かばない。いや、浮かんだけどアンを満足させられなかった。自分に命名センスがないのはわかっているので強行なんかできない。お互いに納得できる名前にしよう。

　だが、困ったので、つい傍そばにいた魔王に相談してしまった。これが間違いだったのかもしれない。

「魔王に頼むのに、ワシに頼まないのか？」

「参加してもいいよね」

　ドースと始祖さんが参加し、数々の名前が挙げられては名付けの法則だ、縁起だ、過去の偉人がどうとかの話になった。

　ある意味、俺とアンよりも熱心な三人だった。

　ドースと始祖さんはなんとなくわかるが、魔王が熱心なのには少し驚いた。

「お父さま。これまで子供に名付けできなかったから……」

　ユーリの言葉で納得。

　最終的に各自一つの候補にまで絞られ、最後は大樹の社やしろの前でクジで選ぶこととなった。

　光る創造神の像が決めたのだから文句はないだろうとのこと。

　一応、クジを引く前に俺とアンが三つの名前をチェック。どの名前でも問題ない。

　クジを引いたのは俺。

　その結果が、トライン。

　魔王が天高くに両腕を伸ばし、歓喜を表現していた。




「今回は選ばれなかった名も悪くはないと思う。なので次の子に授けてもらえると嬉しい」

「私の方もそれで」

「ああ。悪い名じゃない。そうさせてもらうよ」

　ドースと始祖さんの考えた名は、母親が許してくれるなら次に生まれてくる男の子の名にしよう。

　やることはやっているから、多分、まだまだ生まれるだろうし。







「リア、リゼ、ラファ、悪かったな。トラインにばかり構って」

　俺はリアたちに謝る。

　名付けで少しの間、アンとトラインに掛かりっきりになってしまったことをだ。

「いえ、ドースさまたちが関わっていますから」

　確かにそうだが、心苦しい。

「お気になさらず。それよりも、私たちでの名付けを許していただき、ありがとうございます」

　アンに比べれば、かなり馴な染じむ名前だったからな。

「それと……」

　リアがリリウスを抱えながら姿勢を正す。

「これまで何度も言っていますが、私の子はハイエルフのまとめ役として育てさせてください」

「ああ。リアの希望通りに」

「ありがとうございます」

「リゼ、ラファ。お前たちの子も、お前たちの希望通りに」

　二人が頭を下げる。




　三人の提案は、出産前から言われていた。

　男の子を産んだとしても、アルフレートの立場を脅おびやかさないとの宣言だ。

　種族的には男の子が欲しい。しかし、男の子だと後継者問題が出てくる。

　その相談を受けた時の俺にすれば、男の子が生まれるかどうかわからないし、揉めるとしてもまだまだ先の話だろうと考えたのだが、妊娠中のリアたちは深く悩んだ。

　妊娠中のリアたちに不安を与えるのもなんだと、俺は三人からの提案を受け入れた。

　生まれた子供は男女問わずに、〝大樹の村〟のハイエルフのまとめ役として育てると。リゼ、ラファの子も、同様にリアの子の補佐役として育てると。

　生まれる前から進路を決めてやる必要はないと思うのだが、そのあたりをリアたちは一切譲らなかった。

　気にしない俺が変なのだろうか？　子供はできるだけ平等に育てたいのだが……この世界には合わない考えなのかもしれない。

　まあ、気にせずに俺は俺で平等に愛情を注げばいいか。

　…………。

　出産後で気が立っている可能性もある。このあたりはもう少し落ち着いてから、改めて話し合おう。あと、ルーやティアと相談もしておこう。子育ては一人でするものではないしな。

　いい父親になりたいとは思うが、俺の思想を押し付けるのがいいとは限らない。

　第一、俺の中の理想の父親像は一夫一妻が前提。現在の一夫多妻な関係では何の役にも立たないかもしれない。俺の考え方が間違っているだけならいいが、危険な場合もあるしな。

　うん、よく話し合おう。







　さて、子育て体制だが……俺のやることは少ない。

　リリウス、リグル、ラテはハイエルフたちの家で育てられる。俺の屋敷でどうだと言ったが、子供が勘違いするからと遠慮された。

　俺としては、父親と一緒に暮らすことが大事だと説いたが駄目だった。まあ、母親がたくさんいる環境が子育てにいいのかと疑問に思っている自分もいるので無理にとは言わない。俺が通えばいいだけの話だ。

　トラインは鬼人族メイドの長であるアンの子なので、俺の屋敷で育てられる。

　俺の部屋の近くでと提案する前に、鬼人族メイドたちの部屋で育てられることになった。

　寂しい。会いに行けばいいだけの話だけど。




「子育てに関しては、できるだけ母親の言う通りにしてやる方がいい」

　ドースの言葉だが、似たようなことを始祖さんや魔王からも言われたので逆らわない。

　でも、子供たちに何かあったら相談はしてほしいと思う。




　アルフレートとティゼルを新しく生まれた子供たちに引き合わせたが、どういった存在かはまだ理解していないようだ。

　母親は違えども血は繫がっている。仲良くしてほしいものだ。










　俺がトラインを抱いて可愛がっていると、遠くからクロが寂しそうな顔でこっちを見ていた。

　トラインをアンに返し、床に座ってクロを呼ぶ。

　クロが嬉しそうに俺の傍にやって来て寝転がった。

「遠慮することはないぞ。お前も家族だ」

　寝転がったクロを撫なでながらそう言うと、ユキがやって来て同じように寝転んだ。

「ははは」

　俺はクロとユキを撫でてやる。

　ある意味、ルーたちよりも長い付き合いだ。大事にしないわけがない。

　そう思っていたら、背中を突かれた。

　振り返ると、数え切れないクロの子たちが待機していた。

　…………。

「きょ、今日だけだからな」

　撫でるのも大変だった。













　十数年後。




「南方はこちらの勝利だ。トラインが蹴散らした」

　ラテは受け取ったばかりの報告書を、本陣の天幕付近で待機しているリリウスに見せた。

「さすがだな」

「なに、ダガ師匠とグルーワルド師匠が同行しているんだ。それぐらいやってもらわないと」

「偉そうに言うが、お前は同じことができるのか？」

「ははは。俺に軍を任せてくれるのか？」

「得意不得意があってこその個性だな。すまん。お前に軍を預けるほど無責任にはなれん」

「指揮は確かに苦手だけど、もう少し言い方があるんじゃないのか？」

「お前は軍を率いるより、単独の方が輝く。森の奇襲王」

「その名、あんまり嬉しくない。なんだよ奇襲王って……もっとこう、あるだろ。漆しっ黒こくの魔ま弓きゅうとか、混沌の波は動どうとか」

「はいはい。親からもらったラテって名で満足しような」

「むう」

「まあ、雑談はこの程度で。南方が片付いたんだ。西方を押す。リグルの手伝いに行ってくれ」

「ん？　あっちにはグラッツ師匠がいるんだろ？　俺、要らなくない？」

「そのグラッツ師匠からの指名。お前が出した戦術論をもう少し詳しく聞きたいんだってさ」

「最前線で余裕だなぁ」

「グラッツ師匠だからな。リグルが手伝いを求めているのも事実だし、単独で色々と動けるお前がいて損はないだろ」

「構わないけど、こっちは大丈夫なのか？」

「大丈夫じゃないけど、リグルのところほどじゃない」

「人手に余裕がないからな。最初に派手にやって領地を広げ過ぎた」

「ははは。マクラ師匠とウノ師匠が張り切ったからな。あれは敵が可か哀わい想そうだった」

「まったくだ。そして、俺は絶対にマクラ師匠とウノ師匠には逆らわないと誓った」

「俺もだが……逆らえない人が多いよな」

「ははは。数えないようにしろよ。心が折れる」

「そんな俺たちだが……俺、お前、リグルの三人が、敵からどんな風に呼ばれているか知ってるか？」

「森の奇襲王以外でか？　知らないな」

「深遠の死神兄弟だってさ」

「ははははは。ただの弱腰兄弟に贅ぜい沢たくな名だ」

「まったくだな。気をつけて行ってこい。死ぬなよ」

「おう。そっちもな」




　…………。

　変な夢を見た。子供たちが戦争をしている夢。活躍しているようだが、親としては悪夢だな。現実にならないように、注意しよう。

　あと、外に稼ぎに行かなくてもいいように畑を広げなければ。子供たちには頑張って農家を……。

　いや、無理強いはよくない。子供たちの希望を聞きつつ……。

「あの？　村長？　子供たちはまだ喋れないので、進路相談はもう少し大きくなってからのほうが……」

　夢のせいで、変な行動をしてしまった。正夢になったりしないよな？
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　秋になった。収穫だ。

　これまでは作物を全部収穫した後、残った部分を『万能農具』で耕して全て土にし、新たな畑を作った。

　冬が近い秋の収穫の場合でも、土にしている。

　しかし、今回はいつもと違って注意する必要がある。それは、二ノ村と三ノ村では通常の農業をしてもらうからだ。

　一部を種として残さなければいけない。いけないのだが……明確に種があるのはいいが、ないヤツはどうすればいいのだろう？　根野菜系は、確かそのまま放置でよかったと思うが……。

　色々やって、確かめていくしかないか。

　元から種なし品種だったら困るなぁ。バナナは種なしだから、そういったのがいくつか交じっていても不思議じゃない。

『万能農具』で耕す時、種ありを意識すれば大丈夫かな。

　手段としては、マイケルさんに頼んで種や苗を購入する方法もある。別にこの村だけが農業をしているわけじゃない。各地で普通に農業をしている。農業経験のあるミノタウロスたちには、そっちの方がいいかもしれないなぁ。

　しかし、今は全力でできることをするだけ。

「つまり……〝大樹の村〟の収穫はいつも通りで、二ノ村と三ノ村は考えながらと」

「それで」

　文官娘衆の一人がまとめてくれたので、乗っかっておく。







「ワインなんだが、皮を取ることで渋みの少ないワインになるらしい」

　ドワーフのドノバンがそう言ってきた。造りたいのだろう。

「別に造ってもいいが、どうして俺の許可を？」

　俺の許可など取らずに造っていると思うが……。

「いや、それなんだが……ブドウの皮を取り除くのに人手がな」

「なるほど。誰かに目を付けているのか？」

「頼むなら手先の器用さで獣人族の娘たちなんだが、連中はこの時期、忙しいからな」

「確かに。油を搾ったり、加工品を作ったりしてもらっているからな」

「ハイエルフや山エルフたちも冬仕度に忙しいし、リザードマンたちもだ」

「収穫時期に手が空いているヤツの方が珍しいだろう」

　確かに。

「それで、誰かいないかと探した結果……ラミア族が稼ぎたいと言ってきてな。彼女たちを雇いたい」

　それで俺の許可を求めて来たのか。

「構わないが、報酬は？」

「村に滞在している間の食事と宿、あとは作物を現物で欲しいそうだ」

「要求している作物の量は？」

「少量でも構わんそうだ。それこそ果実一つでも構わないと。働きを見て決めてほしいと言っていた」

「わかった。雇ってくれ。渡す作物の種類と量はドノバンが決めて構わない。無茶な量になりそうなら改めて相談してくれ」

「うむ。任せてくれ」

　こうしてラミア族が数人……六人だった。

　ラミア族が酒造りの手伝いとして村に滞在。ブドウの皮を剝むき、つぶしていた。

　うん、平和な光景。










　収穫が終わると、ハウリン村との交易という名の物々交換。

　今回はダガが代表者。ガルフが武闘会を終えて帰る時、向こうで手合わせをする約束をしたらしい。それは構わないが、役目を忘れないように。

　計算できる文官娘衆が二人、同行する。

　力仕事に関しては、向こうで雇うことになった。これまでの実績と、ハウリン村が少しでも稼ぎたい事情の結果だ。

　相変わらず、人間の村と揉もめ続けているらしい。首を突っ込む気はないが、そろそろなんとかならないものか？　ハウリン村と揉めている人間の村も〝魔王国〟の領内だから、魔王やビーゼルに相談すればなんとかなるかな？

　あー、でも、ガルフが武闘会に来た時、魔王やビーゼルを見てるよな。魔王やビーゼルでなんとかなるなら、その時に言っているかな。

　…………。

　推測だけで心配しても仕方がないか。

　ハウリン村から相談されたら、本格的に考えることにしよう。




　相談された。




「え？　俺が魔王に？」

　ハウリン村から帰って来たダガに、ガルフが同行してきた。そして詳細説明。

　色々と限界に近く、村を捨てることを視野に入れつつあるらしい。

　本来、村が困ったらその村を治めている村長が代表者となり、領主に訴えればいいのだが……。

　訴えれば、その件を領主に預けることになり、領主の裁定がどんな結果であっても従わなければならない。

　どうも領主は人間の村寄りらしく、ハウリン村としては、領主に不信感があって訴えられないらしい。

　そこで領主に命令を出せる立場、魔王への直訴を考えたのだが……。




「魔王様への口利ききを頼む」

「口利きって……魔王にハウリン村の話を聞いてやってくれと言えばいいんだよな」

「ああ」

「武闘会の時に言えたんじゃないのか？」

「そんな恐れ多い」

「……えっと」

　俺とガルフが困っていると、いつの間にいたのかフラウがコッソリと教えてくれる。

「魔王様は〝魔王国〟の一番偉い方ですから。領民が直接言葉を交わすことなんてありません」

「俺の子供の名前、考えてくれたけど」

「普通はありえません」

「つまり」

「村長なら魔王様にお話しすることは可能かと」

「そうだろうけど……とりあえず、揉めている原因を聞かせてもらおう」

　ないとは思うが、ハウリン村の方が悪い可能性もあるのだから。







　ハウリン村と揉めている人間の村の名は、ヒュマ村。

　タロッテ村の南にあり、それなりに大きい。

　揉めごとの原因は、ヒュマ村からハウリン村に嫁いだ娘が戻されたことが発端らしい。

　娘が戻された後、なぜかハウリン村との取引が不平等なものになり、周辺にも圧力をかけられた。

　ハウリン村も黙ってやられてはおらず、周辺の村に状況の推移を訴えた。ハウリン村としては、周囲の村から言われたらさすがに折れるだろうと思っていたが、ヒュマ村は取引停止を選択。

　現在に至る。




「ハウリン村では、戻された娘がヒュマ村でハウリン村のことをなにか言ったのではないかと考えているが……村にいた時の様子から、それはないだろうと意見が割れている」

「戻された理由は？　夫婦仲が悪かったのか？」

「いや、夫婦仲は悪くなかった。その娘もよくできた娘だった。ただ、山での暮らしに馴な染じめず体調を崩してな。娘は残りたいと必死だったが、ヒュマ村からわざわざ嫁いできて早々に死なれてはと……」

「返したと」

「ああ」

　話がハウリン村側の視点だからかもしれないが、ハウリン村に悪い点が見当たらない。武力を持ち出さないだけ、ハウリン村が冷静な対処だと思う。

「領主はどうしてヒュマ村寄りなんだ？」

「領主は人間だ。それに、ハウリン村よりヒュマ村の方が領主の屋敷に近い。ハウリン村に領主が来たことはないが、ヒュマ村には領主が何度も滞在している」

　領主としては、世話になっている村の後押しをしているだけか？

「一応、俺と村長が領主に現状を相談しに行ったことはあるんだ。ただ、ハウリン村の方が悪いとのヒュマ村の主張を受け入れてな。相談の流れでそのまま訴えようと狙っていたのだが、駄目だと思って引き下がった」

　ふーむ。

　やはりヒュマ村が悪いのか？　ガルフはハウリン村視点だからな。ヒュマ村の主張を聞きたいが……。

　考えているとフラウが後ろから合図をしてきた。

「確認してほしいことがあるのですが……」

「ん？」

　俺はフラウの話を聞き、ガルフに質問する。




「その戻された娘は、ヒュマ村の有力者の娘なのか？」

「ヒュマ村の村長の親戚だと聞いている」

「ハウリン村の夫は？」

「村長の息子だ。セナの兄になる」

「夫婦になる切っ掛けは？」

「親同士の決めごとだ。ヒュマ村から出た話で、ハウリン村と友好を固めたいからと」

「その結婚を祝う式とかしたか？」

「ああ。ヒュマ村で盛大にな。領主も参加したぞ」

　俺は質問を終え、フラウを見たら……フラウが頭を抱えていた。

「どうした？」

「どうしたもなにも、それ、完全にハウリン村が悪いです！」

「え？」

　世の中、よくわからないルールがあるらしい。

　文化の違いかな。
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　俺はガルフから少し離れ、フラウに説明を受けた。

「結婚だからややこしいので、置物で例えます」

「友好を結びたいと置物を送ったら、村に合わないと突っ返された。どう思います？」

「そりゃ……仲良くする気はないのかなと」

「ですよね。そういうことです」

「だが、置物じゃなくて人だぞ。ハウリン村としては、村で無理に生活をさせて死なせては困るだろう」

「そこです。それが間違いです」

「え？」

「友好の証しの置物を、村に置いておいたら腐らせるから返す。そういうことですよね」

「だな」

「仲良くする気があるなら、返しちゃ駄目なんです」

「え？」

「置物を腐らせないようにしっかりと管理し、大事にする。これをやって仲良くする意思があるということでしょう」

「そうだが……」

「あとで確認しますが、普通に嫁ぎに来た女として扱ったのではないかと」

「……つまり、結婚に対する認識がヒュマ村とハウリン村で違ったと」

「そういうことです。しかも、それに領主が絡からんでいます」

「結婚式に参加したか？」

「はい。つまりは、その結婚を領主が歓迎したということです。なのに戻らされた……領主の顔にドロを塗ぬった形になります」

「しかしだな」

「深読みすると……その戻らされた娘、領主が平民に生ませた子供の可能性もあります」

「え？」

「領民とはいえ個人の結婚式に、領主が出席するのは破格ですから」

「つまり……」

「領主がヒュマ村で産ませた子を嫁がせたら、大事にされずに戻らされた……。領主がハウリン村に軍を進めないのが不思議です」

「えーっと……」




　ガルフのところに戻り、フラウに聞いた話をした。

「確かに普通の妻として扱っていたな。しかし、それで不満そうな顔はしていなかったぞ」

　手間取るので、フラウに横にいてもらう。いや、もう直接話をしてくれ。

「当然です。嫁ぎに来て、不満そうな顔なんてできません」

「つまり、普通の妻として扱ったのが悪かったと？」

「それで体調を崩さないのであれば、問題はなかったのですが……」

「しかしだな……鉱こう山ざん咳せきをしたのだぞ。返さねば程なく死んでいた」

「そこは死なせない……鉱山咳？」

「鉱山咳だ」

「すみません。その鉱山咳とは？」

「死ぬ病の予兆だ。鉱山咳をした者は、即座に鉱山から離さねば死ぬ」

「……どうあっても？」

「鉱山の近くにいてはな。だから、まだ若い娘が苦しむのは見てられんと、無理やりに返したのだが……」

「その鉱山咳のこと、ヒュマ村に伝えましたか？」

「鉱山から離れれば治るといっても、病だからな。下手に触れ回って、娘の再婚の阻害になってはいかんと厳重に口止めされたぞ」

「コミュニケーション不足」

「え？」

「コミュニケーション不足です!!　こんちくしょうっ!!」

　フラウは叫んだ。




　その後、フラウは小型ワイバーン便でビーゼルを呼び出し、ハウリン村とヒュマ村を往復。

　領主にも話をつけて決着した。

「まあ、すぐに元通りとはならないでしょうが、これでハウリン村とヒュマ村の仲は修復に向かうでしょう。向かわねば、私がキレますと言っておきました」

「ご、ご苦労だったな。あと、ビーゼルも」

「い、いえ、領主が話のわかる者でよかった。フラウレム、本来ならこれは越権行為だぞ」

「魔王様から言われるよりはマシだと思いますけど」

「まったくもって、その通りだから協力したが……今後は派閥や系列をもう少し考えるように」

「系列？　今回の件ですと、誰になるのですか？」

「プギャル伯爵」

「あー……すみません、お父さま。もう少し楽な道がありました」

「いや、久しぶりに娘に頼られて、悪い気はしていない」

　ビーゼルは夕食と風呂を楽しんでから帰った。







「さっき言ってた楽な道ってのはなんだ？」

「プギャル伯爵の娘が村にいますので」

　文官娘衆の一人だそうだ。

「その伯爵だと意見を言いやすいのか？」

　寄より親おやとか寄より子こなどの単語が出てきて色々とややこしいが、簡単に言えばその伯爵が縄張りの親分らしい。その上で、ビーゼルは別の縄張りの親分なので、口を出すのは筋違いとなって面倒。最悪、揉める。

　今回はビーゼルと領主の間で話を終わらせ、非公式という扱いらしい。

　それでも、プギャル伯爵に挨拶には行かないと駄目だそうだ。じゃないとあとでバレた時に大きく揉めるからと。

「本当に面倒だな」

「ええ。つい、カッとなって動いてしまいました。反省します」

「まあ、それでもトラブルを一つ解決したんだ。よしとしよう」

「はい。それで、その……」

「ああ」

　今回の件の大本である一組の男女が改めて結婚した。

　ハウリン村の村長の息子と、ヒュマ村の村長の親戚の娘。

　フラウの読み通り、娘は領主の子供だった。しかも、彼女はヒュマ村に戻ったあとに出産していて、どうみても獣人族の子。

　ヒュマ村としては、娘のためになんとかハウリン村に頭を下げてもらい、再婚の流れをと願っていたが上手うまくいかなかった。

　どこかで腹を割って話せばここまで揉めなかったのにと思うが……。

　ヒュマ村からすれば友好の結婚を壊された形になり、ハウリン村からすれば娘を大事にした結果なのにヒュマ村から扱いが悪くなった形なので、互いに自分から頭を下げにくくなってしまった。

　武力衝突に発展せず、本当によかった。




　で、改めて結婚したのだが……鉱山咳が再発する危険があるのでハウリン村には住めない。

　ヒュマ村に旦那が住むのがベストなのだが、それだとハウリン村がヒュマ村に屈した形になってしまい、反発を生む。

　本当に面倒くさい。

　結果、二人とその子は〝大樹の村〟に移住してきた。

　ハウリン村としては次期村長を外に出すことになるが、ヒュマ村に行くよりはいいとのことだ。

「よろしくお願いします」

「お願いします」

「よろちくおねがいちます」

　ハウリン村の村長の息子、獣人族のガット。

　その妻、ナーシィ。

　その二人の子、ナート。

「わかっていると思うが……」

「はい。ハウリン村の村長の息子であったことは忘れ、一人の村人としてこの村に馴染んでいきたいと思います。セナとは兄妹ですが、セナに頭を下げ従います」

「そ、そうか」

　物わかりがよ過ぎる気がするが……まあ、いい分には問題ないか。

　セナも兄が来たことを喜んでいるしな。

「妻と子を大事にな」

「はい」

　ナートは、生まれてから四年と少しの女の子。

　アルフレートよりも大きいので、いい姉になってくれれば助かる。




　これにて一件落着。と思ったが……。

「改めて結婚ということは新婚ですよね。新居を建てましょう」

「この村で過ごすのです。ここでも結婚式をすべきでは？」

　ハイエルフたちが提案し、さらに山エルフたちが追加する。

「ここに偉い神官がいますよ」

　それに乗っかる、ずっと滞在している始祖さん。

「宴会だな」

　酒を飲むタイミングを計っていた者たちが集まり、盛大に祝われた。




　細かいことはまた今度、考えよう。

　ちなみに、ガット一家はクロやザブトンを見て、派手に気絶した。

　……そんなに怖くないからね。

　気絶はしなかったが、酒造りを手伝うラミア族を見て大きな悲鳴を上げていた。

　見た目が珍しいけど、悪い人たちじゃないからね。




　ナートは数日で慣れ、クロの子供の背中に乗って走り回っていた。

　ナーシィさんはまだ少し怖がっているが、セナたちに助けられながら生活を始めている。

　ガットは……数日、引きこもったが、酒と料理の美味さでなんとか回復、立ち直っている最中。頑張れ。










　余談ではあるが、ガルフはガットの様子を見守るために今年の冬は〝大樹の村〟に滞在する予定。

「いいのか？　ハウリン村に奥さんがいるんだろ？」

「ちゃんと説明しているから大丈夫だよ。それに妻からも頼まれたからな」

「ん？」

「娘がこっちにいるから」

「ああ、なるほど」

　ガルフは宿で寝泊まりする。

　その宿の庭にダガやウノ、マクラが集まって模擬戦っぽいことをよくやっている。

　構わないが、本来の仕事を忘れないように。

　リア、参加したいのはわかるが、まだ安静に。
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　グランマリアが連絡した天使族が来ない。どうしたのだろう？

「本当にどうしたのでしょう」

　グランマリアが少し心配している。

　代わりにキアービットがよく遊びに来るのだが……。

「キアービット、何か知っているか？」

「特には？　私が遊びに行くとは伝えたけど」

　…………。

「グランマリア。お前が声を掛けた天使族って、キアービットと仲がいいか？」

「いいとは……言い切れません」

　キアービットがよく来るので、来にくい、もしくは取りやめたのだろうか。

　…………。

　いつ来てもいいようにはしておこう。







〝大樹の村〟の一角で、大きな音が上がった。

「失敗だな」

「失敗ですね」

「残念です」

　ドワーフ、山エルフ、鬼人族が揃そろって大きなため息を吐つく。

　彼らがやっているのは、圧力鍋の作成。

　俺が料理の最中に圧力鍋のことを思い出し、その利便性と構造を教えた結果なのだが……。

　上手くいっていない。

　俺の構造の知識が曖昧なところもあるが、空気を逃がさない鍋とふたを作るのが難しいようだ。

　熱せられた鉄の膨張でなんとかなるかと思ったが、そう簡単じゃないようだ。

　ちなみに、魔法によって圧力鍋を使ったのと同じ効果を得ることには成功している。それなのに圧力鍋を作り続けているのは、研究心の結果だろう。

　忙しいこの時期に意地や暇つぶしをやっているのではないと信じたい。







　獣人族のガットと人族であるナーシィは、まず先に移住していたセナたちの手伝いから始めた。

　セナとガットの兄妹きょうだい仲は悪くないようだし、ガットが素直にセナの言うことに従っているので問題は起きていない。

「しばらくはガット一家を気にしてやってくれ」

「もとよりそのつもりです。ご心配なく」

　獣人族の世話役であるラムリアスも、ガット一家の受け入れに問題はない。温厚な一家でよかった。

　獣人族の男の子たちも、ガットとナーシィに懐なつきだしているし、二人の子であるナートとも仲良くやっている。

　将来的に、獣人族の男の子の誰かと結ばれるかもしれないと考える。

　うん、未来は明るい。










　始祖さん。

　吸血鬼の始祖で、コーリン教のお偉いさんだが……。

　収穫の手伝いをし、さらに料理を振る舞ってくれたり、小物作りを頑張ったりしてくれている。

　その上で、朝、昼、晩と風呂を楽しみ、合間に遊戯をして楽しんでいる。

　特にミニボウリング、ダーツ、ゴルフの腕前はかなりのものだ。

　感想としては、時間の使い方が上手い。そして瞬間移動が便利だ。

「ちょっと特殊だけど、それほど難しくないよ。記憶を消したあとで、開発した魔法だしね」

「へぇ」

　俺に魔法の才能があれば、教えてもらいたいところだ。

　俺が感心していると、ルーがこっそり伝えてくれる。

「始祖さまの『難しくない』は、一般人が一生を費やせばなんとか……のレベルよ」

　なるほど。




「ところで村長。フーシュが世話になった件のお礼なんだけど、次の春ぐらいには用意できそうだよ」

「そうか。何かは知らないが、楽しみに待ってるよ」

「期待してていいよ。ああ、もちろんルーとフローラも喜ぶだろうから」

　ルーとフローラには苦労させたから、二人に喜んでもらえるならありがたい。










　収穫が一段落すると、冬に向けた準備が行われる。

　主に冬の間に消費する薪まきの確保、屋敷にこもって行う作業の材料集め。そして保存食を作る。

　保存食は、シンプルに肉の燻くん製せいだ。クロたちが捕まえてきた牙の生えた兎キラーラビットや、巨大な猪イノシシゲートボアが主な材料。

　そういえば昔、クロの子供たちはゲートボアは俺に止とどめを刺させていたが……今ではその必要はない。

　ウノのように単独でゲートボアを仕留められる個体が増えたことと、数の力で対処が可能らしい。

　頼もしいが、怪け我がはしないでほしい。







　そうやって冬の準備をし、ほどほどに余裕ができたところで俺は提案した。

「温泉調査隊を再結成しよう」

　温泉。

　北のダンジョンのさらに北にあるらしい温泉に行ってみたい。

　前回は熱過ぎて入れないとのことだったが、俺がいれば川から水を引けるかもしれない。

　もちろん、俺がリーダー。いや、リーダーじゃなくても参加しないと意味がない気がする。

「それに、北のダンジョンにいる巨人たちに挨拶もしないと」

　存在を知って長いが、いまだに俺は北のダンジョンにいる巨人たちと会っていない。

　色々と理由をつけて温泉調査隊の再結成と参加を表明したが、村の住人の抵抗は手て強ごわかった。




「まず、温泉調査隊の再結成に関しては構いません」

　住人サイドの妥協。

「ですが、それに村長が参加するのは危険ですから、遠慮していただけると」

　住人サイドの主張。

　北はそんなに危険な地域なのだろうか？

「北のダンジョンにいる巨人たちとの挨拶が必要でしたら、ここに呼びましょう」

「え？　いや、それはさすがに失礼じゃないか？」

「力関係的には大丈夫です。逆に、これまで挨拶に来ていないのが問題視されても仕方がないかと」

「いやいや、まてまて」

　別に友好的な種族なのだろう？

　そんな挨拶に来るとか呼びつけるとかしなくても……。

「こちらから挨拶にうかがうほど、世話になっていません」

「それなりに世話になっているだろう。えーっと……ほら、去年。新しく来た住人の家が間に合わなかった時、受け入れてもらう約束とかしたし」

「相応の物資を渡しています。また、彼らを困らせていたブラッディバイパーの多くを退治したのもハクレンさん、ラスティさんですから」

　話し合いの流れは北のダンジョンの巨人たちを呼びつけるべしという方向になった。いつもの俺ならその流れに乗っていただろう。だが、今日の俺は違う。

「いや、俺が行く」

　何が俺をここまで強固にさせるのか。

　温泉？　いや、違う。

　見知らぬ北のダンジョンの巨人を呼びつけるということを、なんとか避けたい気持ちだ。向こうから用事があるならともかく、呼びつけてどうしろというのだ。それなら触らずにそっとしておいてあげたい。

　そして、俺が温泉調査隊に参加しないと温泉は作れないのではないかという不安。

「危ないと俺が思ったら、その場で引き返すから」

　周囲の反応から危険な場所のようだが、そんな場所に住人たちだけを送り込んで、俺だけ安全な場所にいることにも抵抗がある。

　俺は押し切った。







　温泉調査隊、再結成。

　リーダー！　俺！

　メンバー！

　吸血鬼のルー、フローラ。

　天使族のティア、グランマリア。

　ハイエルフのリア。

　鬼人族のアン。

　リザードマンのダガ。

　悪魔族のブルガ、スティファノ。

　竜ドラゴンのハクレン、ラスティ。

　インフェルノウルフのクロ、ユキ、他五十頭。

　ザブトンの子、マクラ、他百匹。

　そして始祖さんと天使族のキアービット、獣人族のガルフがついて来る。

　…………。




「調査隊というより、侵攻軍みたいな感じですね」

　見送りのフラウが呟つぶやいた。

「大おお袈げ裟さな。まあ、確かに人数が予想より多いけど……」

　現在の調査隊にハイエルフや山エルフ、リザードマンがさらについて来ようとしたのだけど、遠慮してもらっている。

　残って〝大樹の村〟を守ってほしい。




「留守はお任せを」

　留守はフラウと山エルフのヤー、ドワーフのドノバンに頼む。もちろん、ザブトンや残ってくれるクロの子供たちにも頼んだ。

「では、行ってくる」

　俺は荷物を背負い……背負う荷物はクロの子供たちが持ってくれた。

　手ぶら。

　少し寂しいので、落ちている木の枝……落ちていない。

　…………。

『万能農具』をクワの形にし、構えた。

「よし、行くぞ！」

　そう宣言した俺に、始祖さんが近寄ってきた。

「魔法で送るけど」

　…………。

　始祖さんは転移魔法が嫌だったらと視線を送るその先に、ハクレンとラスティがいた。

　うん、確かに歩いていく必要はないよね。
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　始祖さんの転移魔法は大勢を運ぶのには向かないそうなので、ビーゼルが使っている普通の転移魔法で送ってもらう。

　黒い闇に体を通せば、別の場所にいる。不思議な感覚だ。




　移動した先は森が少し開けた場所で、その中央に岩がいくつも重ねられており、その岩の隙間のどれかが北のダンジョンの入り口なのだろう。

　ダンジョンがあると思うと、岩が重ねられただけのものが何かの遺跡のようにも見えてしまう。

　その岩の次に目に入るのが、大きな山。

　辿たどり着くにはまだ少し距離があるだろうが、なかなかの迫力。壁のようだ。

　この山は〝大樹の村〟からは見えないから、かなり移動したのだと実感。魔法凄すごい。

　そう思いつつ、妙な違和感を足元に覚える。

　…………。

　土かな？　この辺りの地面が柔らかい。

　いや、硬いのは硬いのだが、〝大樹の村〟周辺ほどじゃない感じだ。

　これぐらいなら、『万能農具』がなくても耕せそうだ。

　問題は土に栄養があるかどうかだが……森ができるのだから栄養が皆無ということはないだろう。

　あ、でもこの辺りの森って土の中に塩の層があっても育つ特殊な木だったな。

　とりあえず、耕して……ああ、季節的にちょっと悪いか。もうすぐ冬だしな。

　などと考えていたら全員の移動が完了。




　面倒なことは後回しにしたいが、そうもいかない。

「まず、挨拶をしよう」

　初めての人と会うのは緊張する。失礼のないようにしないと。

　俺は前に来たことのあるハクレンとラスティに案内を頼もうと思ったら、岩の隙間からドドドッという大きな音と震動を感じた。

　そして岩の隙間から出てくる巨人族たち。

　見た目は……毛の塊？　手や足があるのはわかるが、全身が毛だらけだ。子供向け番組に出てきそうなコミカルな感じ。

　しかしサイズは大きい。俺の頭を遙はるかに超える大きさ。三メートルぐらい……いや、五メートルクラスもいる。

　そんな巨人たちが、次々と岩の隙間から出てきてこちらに走ってくる。

　なんだろう？　鬼気迫っている感じがするが……彼らの目標が俺たちであることは間違いないようだ。

　とりあえず挨拶をと思ったら、彼らは俺たちを避けるように二手に分かれて進み、俺たちの後方に回った。

　え？　どういうことだと周りを見ると、アンが岩場を指さした。巨人族が出たあとに、人間を一吞のみにできそうなほど大きな蛇。

　ブラッディバイパーだ。

　それに追われて逃げ出してきたのか？　前にハクレンとラスティが多く退治したらしいが、その生き残りか？　俺は手に『万能農具』のクワを持って構える。

　と、ブラッディバイパーの様子がおかしい。

　あれ？　ブラッディバイパーは巨人族を追いかけるでなく、その場で暴れる。なんだ？

　よくよく見れば、ブラッディバイパーの尻尾がちぎれ、血を撒まいている。そして、その尻尾を嚙かみちぎったであろう巨大な口。




「アースラット！」

　リアが叫んだ。

「穴を掘るのが得意な魔獣で、下から襲ってきます！」

　アースラット。ラットと呼ばれているが、穴を掘るのが得意ってことはモグラか。

　ともあれ、危険な生物であるようだ。目の前で、ブラッディバイパーが食われた。

「しまった。先に倒せばその肉を奪えた……」

　ラスティが呟く。そんな場合じゃないと思うが……。

　アースラットがこちらを見ている。

　俺たちの後ろにいる巨人族が怯おびえたのが伝わってきた。

　だからか、アースラットはこちらに突進してきた。地面の上を。真まっ直すぐに。

　なので、俺が『万能農具』のクワを振るう前に、他の者が攻撃した。

　ハクレン、ラスティの打撃、ダガ、リアの剣撃、ルー、ティア、フローラの魔法攻撃。

　うん、やりすぎ。

　リアの剣撃が決まったところで、終わっていた気がするけど？

　ともかく、これで危機は去った……でいいのかな？　クロたちが周辺に散り、警戒。

　ザブトンの子供たちは岩の周辺を取り囲み、糸を張っている。

　糸で封鎖するのではなく、出てくるのを察知するセンサーみたいなものだろう。

　なんにせよ、これで一安心。

　と思ったら、ザブトンの子供たちが騒ぎだした。

　各自警戒すると、不意に地面の一部が盛り上がり、クロの子供の一頭が突き上げられて空中に放り出された。そして盛り上がった地面から出てきた大きな口が、空中に放り出されたクロの子供をそのまま丸吞みした。

　……アースラット？　もう一匹いた？　いや、それよりも……食べられた？




「うわわわわわわっ！」

　パニック！　助けないと！

　相手を『万能農具』のクワで……駄目だ。

　丸吞みされたクロの子供まで一緒に土にしたら悔やんでも悔やみきれない。

　斧おの？　ナタ？　いや、アースラットは地中に潜って逃げようとしている。

　その尻に向け、『万能農具』の鎌を刺し、地面に引っ張り出す。俺の力だけでは無理だが、『万能農具』の助けがあればやれる。

　アースラットが驚いた声を出したように思えた。弱肉強食の世界に申し訳ないが、クロの子供を返してもらう。

　俺は『万能農具』の鎌で、アースラットの首を刎はねた。そして、そのままアースラットの体を裂いていく。

　クロの子供を発見。胃液に塗まみれて動かない。手遅れだったか？　俺が不安になったぐらいで、ブルルッと体を動かし、目を覚ました。

「おおっ」

　よかった。間に合ったようだ。一安心。そして気付く。血塗れの自分の姿に。うーん。

　あ、助けたクロの子供が俺に感謝を示してくれているのはわかるが、互いの汚れが酷ひどくなるだけだぞ。

「おっと、まだいるかもしれない！　油断は禁物！」

　俺はそう言ったが、俺以外はまったく油断していなかった。







「……探知魔法で調べたけど、もういないみたいよ」

「私も同じ結果です」

　ルーとティアが魔法で探知できるらしいので、それで調べてもらった。

　結果、アースラットは合計で七匹いた。

　場所がわかれば楽勝とばかりにハクレン、ラスティ、それにブルガ、スティファノが駆け出して処理してまわった。

　そして、全てを退治した。

「アースラットは、もっと東の方に生息するのですが……この辺りに出るのは珍しいですね」

　リアがそう教えてくれる。

　東側になにかあったのだろうか？　なんにせよ、俺は汚れた体を洗うため、始祖さんに頼んで〝大樹の村〟に帰還した。

　短い旅だった。すぐに戻ってくるけどね。













「救援、ありがとうございます」

　ダンジョンの入り口前で、巨人族が総出で頭を下げた。

　毛の塊がたくさん。全員で五十人ぐらいだろうか。なかなかの人数。

　半分ぐらいは人間サイズだが……多分、子供なのだろう。

　退治したアースラットの体内から、五人ほど救出している。それにより、怪我はしたが死者は出なかったらしい。よかった。

「それで、この辺りにアースラットは出ないらしいが、出た理由はわかるか？」

「それがその……」

　何か言いにくそうにしている。遠慮だろうか？

「構わない、言ってくれ」

「その……前に……そちらのお二人が来て、ブラッディバイパーを退治された際にダンジョンの一部が崩落しまして」

　巨人族の代表が、ハクレンとラスティを見る。そういえば、そんなことをしたと報告を受けた覚えがある。

「崩れた場所を放置していては危ないので、少しずつですが整備をしていたのですが……」

　まさか……。
















「その崩れた場所から知らない穴に繫つながりまして、そこから出て来ました」

　あー……なるほど、なるほど、なるほど…………。

「大変、申し訳ありません」

　俺は頭を下げる巨人たちに、頭を下げた。
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　北のダンジョンの巨人族が毛むくじゃらなのは、ブラッディバイパーから身を守るための進化らしい。

　ブラッディーバイパーに丸吞みにされても、毛で胃液から体を守り、体内で暴れることで生存するというスタイルだ。ブラッディバイパーもそれがわかっているのか、巨人族を食べようとはしない。

　ただし、それは大人の話。毛の少ない子供をブラッディバイパーは狙う。

　巨人族も、大人のブラッディバイパーには敵かなわないが、子供のブラッディバイパーならなんとかなる。

　それが巨人族とブラッディバイパーの関係。

　ちなみに、巨人族の子供には大人の毛を集めて作った全身カツラみたいな物を被かぶせている。なるほど。







　俺はハクレンとラスティの起こした崩落が原因でアースラットがやって来たことを謝罪したのだが、巨人族はそうではないと俺の謝罪を受け取らなかった。

「崩落跡から出てきましたが、それだけが原因ではないかと」

　この辺りでアースラットが出るのは珍しく、また出たとしても崩落が呼び水になったとは考えられない。ただの偶然だから気にしないでほしいとのことだ。

　巨人族、いい人たちだ。ということで宴会になった。

　場所は〝大樹の村〟。

　最初はダンジョンの入り口で行おうと思ったのだが、料理が完璧にできる者がアンだけ。一応、料理ができるのが俺とリア、そして始祖さん。他の者はお手伝いレベル……。

〝大樹の村〟から応援を呼ぼうと思ったが、料理ができないドノバンたちが寂しそうな顔をするので〝大樹の村〟ですることになった。

　大変だったのは転移魔法を使う始祖さんだろう。それなりに疲れていたが、料理とお酒を遠慮することはなかった。

　そして宴会は盛り上がる。

　巨人族たちは〝大樹の村〟の料理と酒を喜び、出し物に素直に興奮してくれる。

　特に山エルフたちの仕掛けの発表には凄い食いつきだった。

　小麦をセットすれば、自動的に粉にする仕掛けだ。これをエルフや文官娘衆の演奏付きでやっていた。うん、冷静に考えるとそれほどでもないが、音楽によって凄いように感じた。音楽の力、凄い。

　そして仕掛けの動力は蒸気。

　酒造りで蒸留中に出た蒸気を何かに使えないかと考えた山エルフがいたので、俺が蒸気動力に関して知っている部分を教えたのだが……。

　すでに完成させていたとは。やるな。凄いぞ。

　問題は、粉になった小麦に蒸気の熱が伝わってしまったことだな。焦こげている。

　あと、セットに時間がかかる。素直に手動で臼うすをひいた方が速い。

　だが、すぐに改善するだろう。俺は炎上している仕掛けを見ながら、そう思った。

　…………炎上している？

「ご安心を。すぐに消せるように水を大量に用意しています」

　いや、そういう問題じゃなくて……まあ、ウケているからいいか。

　…………。

　仕掛けに対する歓声だよな？　燃えていることに歓声を上げているわけじゃないよな？

　巨人族を交え、宴会は夜遅くまで続けられた。













　翌朝。

　出かけたらすぐに体を洗いに戻り、そしてまたすぐに戻って宴会。いったい何をやっているのだろうと俺は反省した。

　温泉調査隊、再出発！

　始祖さんに頼み、巨人族たちと共にダンジョンの入り口前に移動。

　昨日の戦いの痕跡を確認。

　ルーとティアの魔法でアースラットがいないかを調べてもらう。探知できる範囲にはいないとのことで一安心。




　さて、ここで温泉調査隊を二分する。

　温泉調査班と、ダンジョンの崩落部分に繫がった穴を調査する班とにだ。

　穴を掘るアースラットがいるなら繫がった穴を埋めても意味がない。

　アースラットがこの辺りに出た理由を調べ、場合によっては原因をつぶさないと巨人族たちが安心して暮らせないだろう。

　巨人族たちは崩落が原因じゃないからと言ってくれるが、こちらの気がすまないので調査を申し出た。特にハクレンとラスティがやる気だ。崩落の反省もあるのだろう。頑張ってほしい。

　そして、俺も穴の調査班にと思ったが、総出で却下された。

　俺には温泉調査隊をお願いすると。

　抵抗しようと思ったが、現実的な理由があった。




「ダンジョンの中は真っ暗ですけど……」

　夜目か。くっ。火を焚たくのは色々な理由で駄目らしい。

　なので、仕方なく俺は温泉調査隊に。

　他のメンバーは天使族のティア、グランマリア、キアービット。リザードマンのダガ。獣人族のガルフ。

　クロの子供たちは夜目も利くらしいけど、全員がこっちに。




　穴の調査隊は、ハクレンがリーダー、ラスティがサブリーダーを務める。

　悪魔族のブルガ、スティファノ。吸血鬼のルー、フローラ。ハイエルフのリア。鬼人族のアン。それに始祖さんが加わる。

　そしてザブトンの子供たちはマクラを含めて全員が穴の調査に向かう。







「各自、無理はしないように」

　俺はダンジョンに向かうハクレンたちにそう言って、見送った。

　まあ、始祖さんがいるから万が一の場合は転移魔法で撤退できるだろう。ルー、フローラもいるし、治癒魔法もある。危険はそうないと思うが……妙に気合を入れていたのが気になる。大丈夫だろうか。

　…………。

　不安に思っても仕方がない。任せたのだから信じる。それが信頼だ。

　それに、向こうの心配ばかりではいけない。俺の方もしっかりとやらないと。

「以前、発見した熱い場所の位置は確認しています。こちらです」

　グランマリアの案内に従い、俺たちは北に向かった。

　…………。

　久しぶりの森歩き。

　うん、かなり辛つらい。

　途中から『万能農具』で道を作りながら進む。




『万能農具』を使っている間は疲労しないので、本当に便利だ。

　これまで作った村と村を繫いでいる道とは違い、とりあえず一人が歩ける幅の道を作りながら前進。

　途中、小型のブラッディバイパーと、かなり大きなグラップラーベアが出たが『万能農具』のクワで耕しておいた。













　獣人族のガルフとリザードマンのダガの会話。

「ダガさん。村長って……物凄く強くないか？」

「弱いと思っていたのか？」

「普通の人間だと」

「普通の人間が、〝死の森〟のど真ん中に村を作れるか？」

「無理だな。いや、そうなんだろうけど……てっきり、インフェルノウルフやデーモンスパイダーと仲が良くて……。普通の人間が仲良くなれるわけないか。そうだよな。考えれば魔王とも普通に話せるんだし……村長に就くだけの実力を持っているということか」

「うむ。我らが誇る村長だ。くれぐれも失礼のないように」

「ははは。手遅れかもしれないけど……気をつけるよ」










　天使族のキアービットとグランマリアの会話。

「わかっていたけど……村長って凄いわね」

「ええ。私も改めてそう思います」

「でも、惜しいわね。ティアの夫でなければ……」

「なければ？」

「当然、求婚を申し出ていたわよ」

「気にせず、申し出たらいいのでは？」

「天使族は一夫一妻が決まりでしょ。私は族長の娘だから、破れないの」

「それは残念でしたね」

「……その余裕。貴女あなた、まさか」

「可愛かわいがってもらってますが、それがなにか？」

「ティアは何も言わないの？」

「推奨されてますけど」

「あのティアが？」

「はい。天使族の決まりは大事ですが、その決まりで最近は新たな子が生まれていません。ティアさまはそのあたりを憂いたのではないでしょうか」

「むう……」

「興味があるなら、村長との仲を仲介しますよ」

「魅力的な提案…………でも、少し考えさせて。色々あるから」

「ふふ。わかっています。族長の娘は大変ですね」

「それもあるけど、個人的には村長の子供が育つのを待つのもありかなと思っていたりも……」

「アルフレートさまに変な真ま似ねをしたら殺しますよ」

「ちょ、ほ、本気、それ本気の殺気。冗談、冗談だからね。あと、他にもいるでしょ。リリウスとかリグルとか」

「抱かせてもらった赤子を将来の旦那にしようとか……どれだけ飢えているのですか」

「将来を夢見るぐらいは構わないでしょう」










　クロの子供たちの会話。

「村長ボスはさすがだな」

「ああ。クロさま、ユキさまを従えるだけはあるぜ」

「だが、本来なら接近させる前に我らが察知し、倒さねば」

「そうだが、地面に隠れられると察知するのは厳しい」

「それに察知できたとしても、あのでかいグラップラーベアはどうしようもないんじゃないか？」

「うーむ。被害を恐れずに掛かれば仕留められるだろうが……」

「クロさまから、被害を出すのを禁止されているからな」

「なんにせよ、少し先行して偵察を重視しないと。クロさまに許可をもらってきてくれ」

「了解。って、また村長がグラップラーベアを蹴散らした」

「一撃かぁ……」

「村長ボスが先頭なのが、一番安全じゃないか？」

「そうだが、それだと俺たち護衛の存在意義が……」

「……頑張ろう。いや、頑張るしかない！」

「おうっ！」
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　休憩を挟みつつ、温泉に向かって道を作って三日目。目的地に到着した。

　途中の食事は、ブラッディバイパーとグラップラーベア。蛇は美味いけど、熊はイマイチなんだよな。クロたちは喜んでいるけど。味はともかく、量には困らないのはよかった。

　ちなみに、料理は俺とキアービットが頑張った。

「色々な調味料があるから、下手でもそれなりの味になるだけよ」

　そうキアービットは言うが、明らかに下手ではない。それなりの料理の腕を持っている。

　鬼人族メイドたちがいれば対抗心を燃やしたかもしれない。なんにせよ、俺一人で料理をすることにならず助かった。




　そして到着した場所は、山の麓ふもとを二十メートルほど登ったところ。

　そこは緑が姿を消し、岩場になっていた。かなり暑い。

「空気に少し匂いがありますが、毒素はありません」

　ティアたちが周囲を調べてくれる。

　以前の調査隊が無事だったので特に空気の心配はしていなかったが、考えてみれば温泉ではなく有毒なガスが発生している可能性もあった。危ない危ない。

　うっかり全員を危険にさらすところだった。反省。

「ハイエルフやインフェルノウルフはその辺りの空気に敏感ですから、大丈夫ですよ」

　適任者を同行させていますので問題ありません、とのティアの慰めを受け入れつつ、温泉のある場所を確認。

　それは岩場にできた小さな池だった。

　湯量はありそうだが、ゴボゴボと音を立てながら湯気を周囲に撒き散らしている。

「手を入れるのは危ない温度のようですね」

「みたいだが……。空気にさらされてて、ここまで熱いままなのか？」

　近くにマグマがあったりしないか？　つまり、危険じゃないか？

「この辺りの岩の性質が影響しているのではないでしょうか？」

「岩の性質？」

「はい。この辺りの岩は、熱を蓄えるようですから」

　よくわからない。

　なので体験させてもらった。

　片手で持てるサイズの岩を用意。持ってみる。感想、普通の岩。

　その岩をティアが魔法で焼く。黒くなって終わりだろうと思ったが、変化なし。

「持ってみてください」

　焼いた岩を持てとか、拷問かな？

「大丈夫ですから」

　そう言われ、恐る恐る持ってみる。熱くない。おお、熱くないぞ。

「しかし、そのまま持っていると……」

　ん？　温かくなってきたな。

「どういうことだ？」

「この岩は熱を保持し続けるのです。百の熱をもらうと一の熱を百まで出し続ける感じになります」

「なるほど」

「岩同士がくっついていたら熱を互いにやり取りして保持し続けますから、地中で温められた熱が今もあるのかもしれません」

　その熱が地下水に与えられ、温泉になったと。この場合、温泉か？　ただの温かい地下水なのではないか？　温泉の定義ってなんだっけ？

　…………。

　細かいことは考えてもわからない。ともかく周辺調査だ。

　目の前の熱い池は数カ所から水を溢あふれさせているが、川になるほどではなく少しすると岩の隙間に潜り込んで行方不明になる。岩の下の土に染しみ込んでいるのかもしれない。

　俺はティア、グランマリア、キアービットに、近くにある川を探してもらう。

　その川の水が熱ければ、それでいい。川の水が冷たければ、この熱い池から水路を延ばし、川との合流地点に湯船を作る。










「西に少し行った所に川があります」

　グランマリアが川を発見し、戻ってきた。

「冷たいか？」

「はい。冷たくて飲めます」

「冷たいってことは、その辺りの岩は……この辺りの岩とは違うってことか」

「そのようですね」

「ここの岩って、有名なのか？」

「ここではありませんが、別の場所で採掘される同じ性質の石が、保温石ホットストーンとして広く使われています」

「保温石？」

「はい。火を使わないので安全に暖を取れますから。巨人族たちも冬場の暖だんとして利用していると思います」

「ああ、なるほど。ダンジョン内で火をおこさずに暖められるからな」

　この岩を利用すれば、温室とか作れるかな？　考えてみれば、色々と便利かもしれないな。料理とかにも使えそうだ。脱線。

　ティアとキアービットも川を見つけて戻ってきたが、グランマリアが見つけた川が一番近いと判断。あとは簡単。

『万能農具』の出番だ。

　まず川を確認。

　うん、普通の川。山のある北から南へと流れている。

「この川って、村の傍そばの川と関係あるか？」

「いえ、別の川です。もう少し南に行ったところで西に向かいますので」

　よし。




　川のすぐ傍に、湯船になる場所を作る。広い方がいいな。二十五メートルプールぐらいの場所を確保すべく、木を伐採。

　そして掘る。掘る。

　あっと言う間に浅いプールができた。

　ミノタウロスやケンタウロス、巨人族たちが入るかもしれない。中央は少し深くしておこう。

　排水用の水路の位置を決め、排水用のプール。そして川へ接続。

　次は湯船の北側に水温調整用のプールを作る。ここで川の水と熱い池のお湯を合流させ、適温にする。

　のってきた。伐採した木を加工して壁を作り、湯船を半分に区切る。

　男湯と女湯だ。

　脱衣所も作るが……屋根は後回し。床と壁だけ。

　形になった。

　よし、あとは熱い池からの水路。

　クロたちに先導してもらいながら熱い池に向かって水路を掘っていく。

　うん、楽しい。







　水路が完成。

　熱いお湯が、水温調整用のプールに流れ込む。

　ここまで、ここに到着してから三日ぐらいだった。

　温泉に入るには、もう少しお湯が溜たまってからだな。

　その間に、風呂道具の桶おけなどを作っておく。

　…………。

　保温石だっけ？　あの岩を使えば、サウナができるかな？　やってみよう。

　最近はハイエルフたちに建設関連を任せていたから腕が鈍っているかと思ったが、なんとかなるものだ。

　まる一日かけて、四畳半ぐらいのサウナ小屋が完成したあたりで、湯船にお湯が程よく溜まっていた。

　水温チェック。

　……ちょっと熱いぐらい？　問題ない？　俺以外にも確かめてもらう。

　問題なし。そうか、では。

「入浴だ！」

　温泉調査隊は、露天温泉？　を楽しんだ。

「おっと、女性は女湯に。クロたちは俺と一緒でいいぞ」













　獣人族のガルフとリザードマンのダガの会話。

「ダガさん。村長って無茶苦茶だな」

「そうか？　大体、いつもこんな感じだぞ」

「普通、短期間でこんな施設ができたりはしない」

「さすがに村長一人では厳しいだろう。だが、俺やお前が手伝うことで成せたのだ。誇ろう」

「俺たちが手伝ったのって、荷運びと小屋作りの時に柱を支えたぐらいだろ。〝死の森〟の岩のように硬い木をああも簡単に伐採するわ加工するわ……村ができたことも納得できる」

「うむ。ああ、お前も飲むだろう？」

「いいのか？」

「少量ならばと村長の許可をもらっている」

「話のわかる村長で、うらやましい」

「ははは。移住希望なら村長に伝えておくぞ」

「そうしたいけど、妻がいるしな。まあ、考えておくよ。……ツマミもあるのか」

「村長の手作りだ」

「くっ……心が揺れる」










　天使族のキアービットとグランマリアの会話。

「あ、熱い……」

「あら、キアービット。もうギブアップですか？」

「な、なんの、まだまだ……」

「では、水を追加で……」

「駄目駄目駄目、それは駄目」

「温風にします？」

「それも駄目ぇ、どうしてそんなに我慢強いのよ」

「ふふふ。それはこのサウナが美容にいいと聞いたからです」

「……本当に？」

「本当です」

「…………もう少し、頑張ってみるわ」

「ええ」










　クロの子供たちの会話。

「すごい。あの湯、すごい。超気持ちいい」

「マジか？」

「風呂嫌いのお前がそこまで言うとは……」

「順番、早く回ってこないかなぁ」

「おい、気を抜くなよ。周辺警戒。ブラッディバイパーやグラップラーベアが出てもおかしくないんだからな」

「わかってるよ。だが、村長ボスが作業している間にかなり退治しただろ？」

「俺たちじゃなく、天使の姉さんたちがな」

「天使の姉さんたち、容赦なかったからなぁ」

「一人だとそれほどじゃないのに三人いると凄いんだよな」

「連携が上手いってヤツだろ。俺たちも頑張らないと」

「まあな。とりあえず、今は警報としての役目をしっかりとだ」

「おう」










　俺とティアの会話。

「いいお湯だった。やっとのんびりできた気がする」

「そうですね」

「ティアと外で二人っきりなのは……初めてかな？」

「お部屋以外では……そうですね」

「今度はティゼルも連れて来よう」

「はい」




　温泉調査隊は温泉？を堪能した。
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　私はラスティスムーン。干し柿の好きな竜です。

　少し前までは色々とやっていましたが、最近はかなり大人しくなったと自負しています。

　そのことをお父さまやお爺じいさまにも褒められたのは嬉うれしいのですが、やはり私はどこかでやらかすようです。

　北のダンジョンの崩落。

　ハクレンお姉さまと共にブラッディバイパーを乱獲した時に起こした失敗です。

　崩落を起こした時は、あんな狭い場所にいるブラッディバイパーが悪いと思ったのですが、事態が一変しました。

　村長が巨人族に頭を下げたのです。

　私たちの行いを村長が私たちに代わって、頭を下げて詫わびたということです。村長という立場からすれば当然の行動かもしれませんが、私にはショックでした。

　私たちの行動で村長が頭を下げなければならないということに。そして、私以上にショックだったのはハクレンお姉さまでしょう。

　村長の謝罪のあとからずっと笑っていません。微笑ほほえんでいますが、怒っています。多分、自分にでしょう。

　怒りを私や巨人族に向けないだけの分別はあるようですが、怖いです。ですが、わかります。

　私も自分に対して怒っていますから。

　これを沈めるには、何かしらの手柄が必要だと思います。それで許されようとは思いませんが、今の気分をなんとかすることには役立つでしょう。

　なので、多少面倒でもアースラットが出てきた穴の調査を行います。

　凶悪な者でもいてくれれば、気も休まるのですが……封印された魔神とかいないものでしょうか。

　物騒なことを考えてしまいました。反省。

　村長はそんなことを望んでいないでしょう。

　穴を調べ、安全であることを確認し、巨人族の生活を脅おびやかさないことがわかればいいのです。







　ダンジョンの崩落現場は、かなり深い位置になります。

　ブラッディバイパーが多くいたので覚えています。それゆえ、崩落させてしまったのですが……その件は忘れましょう。

　崩落現場から下に向かい、アースラットが出てきた穴に潜り込むと、そこはトンネルのような場所でした。

　崩落によって、トンネルの途中に穴を開けてしまったのでしょう。トンネルは高さが五メートルぐらい。かなり広いですね。東西に向かって延びています。

　東にいるアースラットが掘ったのですから、東から西に延びたトンネルなのでしょう。

　さて、どちらに向かうべきか。

「ラスティ。私は東に向かいます。貴女は西に」

　ハクレンお姉さまの命令には逆らえません。素直に従います。




　私の同行者は吸血鬼のルーとフローラ。ハイエルフのリア。悪魔族のブルガ、スティファノ。それに、ザブトンさんの子供たちが半分ほど。

　ハクレンお姉さまの同行者は、鬼人族のアンとザブトンさんの子供たちが半分。そして、吸血鬼の始祖。

　この吸血鬼の始祖。お爺さまからはできるだけ敵対するなと言われています。それだけの強さなのでしょう。

　しかし、絶対ではないのですよね。村長の場合は絶対だったのに……。

　なぜでしょう？　喧けん嘩かになったあと、仲直りする方法を知っているからでしょうか？

　まあ、村長とも仲のいい始祖と、わざわざ敵対する理由もありません。

　それはハクレンお姉さまも同じはず。であるなら、頼りになる者として期待しましょう。

　…………。

　ハクレンお姉さまが暴走した時、鬼人族のアンとザブトンさんの子供たちを守ってもらわないと村長に怒られてしまいます。

　そんなことを考えていると、吸血鬼の始祖は私に向かって任せろと手を振ってきました。

　私はそんなに心配そうな顔をしていたでしょうか？　それとも、心を読めるのでしょうか？　そうだとすると凄いですね。竜の心を読めるとは……。

　心の中でお爺さまをイジった軽いジョークを言ってみました。

　反応なし。大丈夫なようです。心が読めるなら笑うなり噴き出すなりするはずですから。

　まさか、ジョークがつまらないわけないですよね。







　さて、真面目に西に向かって調査です。

　では……。

　私は大きく息を吸い込み、一気に炎を噴きました。

　人間の姿をしていますが、これでも竜です。

　五分ぐらい炎を放出し続けたので、雑魚ざこはケシズミになっているでしょう。

　残っているのは元凶か何か知ってる生物のはずです。きっと。

　さて、行きましょう。

　呆ぼう然ぜんとしている同行者たちを促うながしました。

　ちなみに、ハクレンお姉さまも同じことをやっています。










　怒られました。洞窟内で火を使ってはいけないそうです。

　てっきり、それは村長を同行させない建前だと思っていたのに……。

「竜は大丈夫かもしれませんが、私が保もちません」

　ハイエルフのリアがそう言います。

　なんでも洞窟内で火を使うと、生き物が死んでしまう空気になるそうです。

　そういえば昔、聞いたことがあったようなないような……。

　竜にはあまり関係ないので聞き流したような気がします。

「空気が流れているので大丈夫のようですが……」

　大丈夫なら問題なし。

　調査を続けましょう。







　トンネルを歩くだけ。

　途中、私の炎でケシズミになった何かを見つけましたが、それだけです。

　正直、退屈です。

　休憩でブルガやスティファノが用意する食事がとっても楽しみになります。

　トンネルが続くのですから進まないといけません。

　リアが言っていたように、空気は流れているようなので行き止まりということはないでしょう。

　いい加減、どこかに到達しないかと思って……数日。

　到着しました。

　広場です。広場は変形した球形で、綺き麗れいな形ではありません。ただ、その球形の底に、真っ黒な大岩が刺さっています。

「何かの封印？」

　黒い大岩に何か文字が彫られているので、そうなのかもしれません。

　これが目当てで穴を掘ったのでしょうか？　この辺りにあると探したので、広間みたいな大きさになったとか？

　この黒い大岩の真上に、縦穴があります。風がそこに向かって吹いているので、地上に繫がっているのでしょう。




「偵察してくるわ」

　吸血鬼のルーとフローラが縦穴に向かいました。人の姿のまま飛べるのはうらやましいですね。

　なんにせよ、歩いた距離からはまだ〝死の森〟の中でしょう。西の山にぶつかる距離を移動したとは思えません。

　…………。

　すぐにルーとフローラが戻ってきました。そして私たちに警告を発します。

「アンデッドよ！」

　ルーとフローラを追いかけたのか、穴からボトボトとスケルトンやゾンビが落ちてきます。

　そのまま黒い大岩にぶつかり、動かなくなるのがマヌケですね。

　厄介なのはゴーストと呼ばれる浮遊するタイプ。ゴーストには普通の攻撃は効かないので、魔法で攻撃するのが一番。

　ですが……。

「全員、私の後ろに」

　私の吐く炎なら、燃やし尽くせます。

　私は全力で炎を吐き、やって来たゴーストを焼却。同時に落ちてきたスケルトンやゾンビも焼却。そのまま天井の穴に向かって吹き続けました。

　多分、私の吐いた炎は地上に噴き出したでしょう。その周囲にいたアンデッドも燃えたはずです。

　ふははははは。

　いいですね。気分が少し晴れました。

　…………。

　あれ？　ひょっとして、地上は大惨事？




　ま、まずい！　怒られる！

　ルーに運んでもらい、地上に出ると周辺の森が燃えていました。

　竜の姿に戻って風を起こして……ち、鎮火できない。当然ですよね。私の炎ですから、風ぐらいで消えたりはしません。

　体当たりでゴロゴロ……鎮火。

　うう、どうしてこんな目に……でも、頑張ります。
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　私の名は……ヴァル……なんだったけな？　もう少し長い名前だったと思うが……色々と偽名も使っているし、よく忘れてしまう。まあ、どうでもいいだろう。

　吸血鬼の始祖として頑張っているナイスガイとでも思ってほしい。記憶を消したから、本当に頑張っていたかどうかはわからないけどね。




　さて、そんな私だが、血族の者が子供を産んだという奇跡に驚かされた。思わず、見に行ってしまったぐらいだ。

　そこで驚かされた数々。一番は、創造神様の姿を見ることができたことだ。




　そこから始まった〝大樹の村〟との繫がりだが、なかなか刺激的で面白い。

　特に食事と酒が美味うまいのがいい。遊具も多い。

　最近はドース君や当代の魔王とも友好を深める場としてとても居心地がいい。本格的にここに住まわせてもらいたいものだ。

　しかし、仕事があるからなぁ。別荘ぐらいが限界か。幸い、お金には困っていないから村に迷惑を掛けることもないだろう。

　収穫の手伝いだって自主的にやるぞ。







　そんなある日、村長が温泉調査隊を結成して、北に向かうことになった。

　うん、当然一緒に行く。面白そうだからね。

　そう思って同行したのだけど……。

　うーん、アースラットの襲撃はまあいい。

　面倒な敵ではあるが、私を脅かすほどではない。村の住人たちも……そう苦戦していない。

　狼オオカミの子が一匹、油断して食べられたけどね。村長が凄い勢いで救い出したから、手を出す暇がなかった。

　そのあと、アースラットの襲撃に村の竜たちが関わっているのが問題だった。

　村長が頭を下げたのだ。

　いやいや、村長。それなりの者を率いる立場の者が、そう簡単に頭を下げちゃ駄目だよ。巨人族たちも困っているじゃないか。

　それに、きっかけは竜たちかもしれないけど、アースラットとはいずれ遭遇していたのかもしれないのだから……いや、あそこで頭を下げられる村長だからこそ、あの村があるのかもしれない。

　考えてみれば、そういった面子メンツや体面を気にして争いになったことが多かった気もする。

　謝るべきところは素直に謝る。これが真の強者かもしれない。うんうん。




　そのあと、巨人族たちと宴会。

　見せ物が面白い。燃えながら小麦粉を作る仕掛けは、最高だ。

　ん？　いや、待てよ。ひょっとして、世の中の労働者たちの苦難を訴えているのだろうか？　そう考えると凄いな。

　ジョークのように思えて、重いテーマを隠すとは……山エルフ、恐るべし。

　え？　なにも考えていない？　ただの事故？










　翌日、調査隊再出発。

　移動をお手伝い。この魔法、そんなに難しくないから誰か覚えてほしいんだけどな。




　二手に分かれることになった。

　温泉の方と、アースラットの出てきた穴の方。

　私としては村長と温泉に行きたいけど、竜たちが心配だ。

　特にハクレン。笑顔の奥の憤ふん怒ど。村長に頭を下げさせたことをかなり気にしているね。

　ラスティや鬼人族メイドの……アンだったかな。料理の上手な子だ。彼女もハクレンの憤怒に気付いている。

　気付くのも凄いけど、これはハクレンの修行不足かな。

　なんにせよ、村長も気にしているようだから私も油断しないでおこう。







　穴に潜るとトンネル。

　アースラットが東から西に向かって進んだと考えると、本命は東かな？

　しかし、アースラットはこんなに真っ直ぐな穴を掘るのか？　まるで何かに命令されて作ったトンネルのようだが……。




　班分けがざっくり行われ、私はハクレンの班で東に向かう。

　戦力的に考えるなら、ハクレンとラスティ、もう片方に私がベストなのだろうが……。

　ここでの主役は竜たちだから仕方がない。

　素直に班分けに従って……竜たちがいきなり炎を吐いた。

　ダンジョン内で炎って、何をやっているのかな？







　同じ班の鬼人族メイドのアンが、ハクレンに注意している。

　ハクレンは素直に謝っているが……駄目だな。あれだけ色々な効果を混ぜた炎を吐いたのに、まだスッキリしてない。

　こうなるとこのトンネルの奥に彼女のストレスの発散先があることを祈りたくなる。

　頼むから何かいてくれ。







「上と左右は、ザブトンの子供たちに任せた。私は後方に注意する。ハクレンとアンは前方を頼んだ」

　フォーメーションを決め、前進を開始して三日ほど経過。

　途中の食事はアンがいてよかった。おいしい。

　ザブトンの子供たちも食料の運送、ご苦労。村に戻ったら、新しい魔法でも教えてあげよう。




　なんだかんだで、アースラットの巣があったらしき場所に到達。

　やはりおかしい。

　アースラットの巣は右や左に曲がり、直線はめったにない。

　私たちが来たトンネルだけが真っ直ぐだ。

　そして、この場で発見できる多数のアースラットの死骸。

　ハクレンの炎が死因ではない。かなり日数が経過している。半年、一年？　目立つのは斬り傷。これは……剣による傷だな。

　剣？　こんな地中で？　誰が？　考えていたら、答えが来た。

　完全武装の騎士。

　どこの所属だと聞いても、答えは返ってこないだろう。

　騎士は死んでいる。




　死霊騎士。

　アースラット以上に面倒な相手だ。

　通常攻撃が効かず、魔法も効果が薄い。その上で、剣の腕前は生前と変わらないから、ヘボな騎士なら助かるが……うん、名のある騎士だったようだ。一振りで理解できた。

　さて、どうしたものか。

　私が答えを出す前に、ハクレンの膝蹴りが死霊騎士に炸さく裂れつした。

　いや、通常攻撃は効果が……。

　倒れた死霊騎士を踏み付け、それを繰り返す。凄い音がしているが、それでも死霊騎士には効果がないだろう。

　だが、死霊騎士は反撃できずに防戦一方だ。効果はなくても、死霊騎士の反撃をつぶすことには役立っているということだろうか。

　悪い手ではないが、攻撃が止まった時に反撃が来るぞ。ほら……あ、炎で燃やすのね。うん、それなら効果があるから大丈夫。

　だったら最初っからそれでやっておけば……はい、無粋なことを言いました。




　さて、死霊騎士だが……面倒な相手だが、あれがアースラットの移動の原因と考えるのは無理があるだろう。

　死霊騎士にアースラットを使役することなどできない。真っ直ぐに穴を掘らせることができるヤツがまだ別にいるということだ。




　そして私たちが通ってきたトンネルはアースラットの巣を越えてまだ東に延びている。

　私はハクレンを見た。行く気満々だ。

　それはわかったが、ちょっと待てと私は鬼人族メイドのアンを見る。

「食料はまだあります」

　戻ることは考えないのね。了解。進みましょう。

　こうなれば、何が出てくるか楽しみになってくる。

　おっといけない。平穏であれと願わねば。
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　ワシの名はドノバン。

　ドワーフだが、そこらにいるドワーフとは少し違う。

　エルダードワーフと少し偉そうな種族だ。

　そこらにいるドワーフとの違いは……なんだろうな。よくわからん。

　シンプルに腕力なのか、寿命なのか。酒に対する強さかもしれない。

　酒。

　そう酒だ。酒があればあとはどうとでもなる。酒が全て。酒が人生。それがドワーフの生き方であり、ワシの生き様だ。




　だから、美味い酒の噂うわさだけで、〝死の森〟に入ったワシのことを笑う者はいない。

　ああ、やっぱり行くんだ。ぐらいにしか思わなかっただろう。

　そこに美味い酒があるならワシは行くのだ。




　そうしてワシは〝大樹の村〟に辿り着き、酒造りに専念することになった。

　ワシは飲むだけの男ではない。自分で生み出すことだってできるのだ。




　村の作物はとても酒向き。いや酒に向くような品種を育ててくれる。ありがたい。

　そして、酒造りのための施設もガンガン建ててくれる。

　新しい酒造りの方法や、新しい酒の飲み方も編み出してくれた。

　各地に散っていたエルダードワーフたちも次々と集まってきた。みんな、酒の誘惑には抗あらがえんようだ。

〝死の森〟に飛び込んでくるのだからな。だが、危機を乗り越えた先に待つのは美味い酒だ。誰も文句を言わん。

　そしてまだ来ない連中のことを哀れに思う。

　まあ、来ない連中の分まで飲んでやればいいだけのことだ。

　この村に来てからの数年が、ワシの長い人生でもっとも酒に触れている。

　美味い酒が詰まった樽たるの山を見て、ワシは死ぬんじゃないかなとか思ってしまった。

　いや、死なん。

　まだまだ美味い酒を生み出し、そして飲み続ける。







　さて、そんなワシだが、頼りにされて無む碍げにするほど腐ってはいない。

　村長から留守を頼むと言われれば、十の酒造りを九にして村の留守を守ろうと心に誓う。




　誓ったのに、村長が三十分ぐらいで風呂に戻ってきた時は驚かされた。

　そしてまた出掛けたと思ったら三十分ぐらいで戻ってきて、今度は料理の手伝いが欲しいと言ってきた。

　ピンと来た。宴会だ。ワシは参加できないのかな？　留守番だしな。できないよな。

　ワシの気持ちが通じたのか、村長は村で宴会をすることにしてくれた。

　さすがは村長だ。

　宴会は盛大に行われた。みんなの芸も上手くなっている。ワシらも何か芸をした方がいいだろうか。今度、練習しよう。

　しかし、留守番って、一時間ぐらいのことだったのか？




　違った。

　翌日、村長たちは再出発した。

　すぐに帰ってくるんじゃないかと二時間ぐらい構えていたが、大丈夫だった。







　よし、留守番。

　といってもすることなどない。

　各自、仕事に専念しているし、見張っていないとサボるような者は村にはいない。

　客と思われる吸血鬼の始祖と、天使族の長おさの娘とやらは村長に同行した。

　少し前まで酒造りを手伝ってくれたラミア族の者たちは、冬が近くなってきたため南のダンジョンに帰っていったので世話からも開放されている。

　となれば、ワシも自分の仕事に専念なのだが……実は冬のための準備も、酒造りの仕込みもほぼ終わっている。

　保存食の味見を兼ねて、新しいツマミを考えるべきだろうか。

　いや、村長のいない今でなければ、やれないことを考える。

　…………。

　特にないな。

　村長に言えば、よほどのことでなければ許可をくれる。こっそりやる必要などない。

　言った方が色々と手配してくれたり、手伝ってくれるしな。

　うーん。










　ワシが困っていると、用件が向こうからやって来た。

　門番竜ゲートドラゴンだ。

　最初は滅多に会話せんヤツだったが、今では村の一員並みに馴染んでいる。

　馴染んではいるが、一応は客だ。

　これはワシの日頃の行いだろう。

　ふふふ。

　門番竜をしっかりとお世話するのは、留守を任された者の仕事。

「ようこそお越しくださいました」




　同じことを考えていたのが二人いた。

　ワシと同じように留守を任された魔族の娘フラウと、山エルフのヤーだ。

　小娘どもめ。

　ワシと同じように留守番として何かしたいのだな？　気持ちはわかるぞ。だが……。

「ここはワシに譲らぬか？」

「接客は女性の仕事です」

「そうであるなら、私が担当しても構わないだろう」

　ワシらが醜い争いをしている間に、門番竜はザブトン殿がもてなしていた。

　しまった。

　この時期、ザブトン殿は活発に動かなくなるから油断していた。目の前の小娘どもよりも手て強ごわい存在だ。

　いつもの宿に門番竜を案内すると、いつの間に指示を出していたのか、鬼人族メイドたちが料理を用意している。

　向こうではエルフたちや獣人族の娘っ子たちが芸の準備を始めている。

　完璧。完璧だ。

　くっ……ザブトン殿。

　ここは素直に負けを認め……ああっ！　その酒樽は秘蔵のヤツ！　村長にも内緒で、隠していたのをなぜ！

　いや、それを持ち出したということは……待て、待つのだ！　門番竜に飲ませるのは勿もっ体たいないと思わないか！　どうだろう。　ワシとザブトン殿で仲良く分けるというのは？　隠していたことは謝る。謝るから。




　ワシはザブトン殿と会話ができない。

　だが、ワシとザブトン殿の間にはこれまで築いた信頼がある。

　届け、ワシの想おもいっ！

　…………。

　駄目だったぁっ！

　考えてみれば、ザブトン殿とそれほど一緒に行動していない！




　こ、こうなれば……。

「いくぞ、小娘ども」

「え？」

「なにをするのだ？」

「ワシらも交ぜてもらい、門番竜を歓迎しようではないか」

　留守を任された者として、客である門番竜をもてなしたのはザブトン殿。それは認める。

　他人の手柄を奪うような真似はせん。

　だから、秘蔵の酒を飲み干される前に参加させてください！




　酒の前にはプライドも何もない男。

　それがワシ、エルダードワーフのドノバンだ。













　ハイエルフと獣人族の娘の会話。

「ドライムさん、妙に緊張しているように見えるけど……気のせいかな？」

「ザブトンさんにお世話されてるからかな」

「ははは。まさか。あ、ザブトンさんの新作の服、着せてもらってる」

「いいなぁ。私も新作欲しい」










　ドライム、心の叫び。

「村長……どこ？　娘……どこ？　助けて」










　クロの子供たちの会話。

「村の安全は我らの手に委ねられている。各位、油断せぬように」

「おうっ」
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　二十人ぐらいが同時に入れる大きな湯船が一つ、これを半分に仕切って男湯、女湯に。

　三人ぐらいが入れる小さな湯船を二つ。イメージは家族風呂。

　本当はもう少し小さい個人風呂だったのだけど、作っている時にティアの視線に負けたので家族風呂に。

　二カ所あるのは、家族風呂を見たキアービットが専用の風呂っぽいのがいいわと欲しがったから。




　足湯、打たせ湯っぽい場所も作り、サウナ小屋の横に水風呂専用の場所も作った。

　うん、なかなかの温泉施設。

　現在は、温泉で温まった体を冷ます場所を作成中。

　といっても大した物ではなく、岩場の上に木で作った床を設置しただけ。

　床から落ちないように低めの手摺すりを作り、屋根は……半分だけ。壁はなし。

　作りかけの家にも見えるが、住むわけじゃないからいいだろう。

　少し離れた場所に調理場も作った。

　最近はキアービットがメインで料理を作っている。ティア、グランマリアたちも手伝っているので、仲がいいように思える。ただ、そう言うとキアービットが反発するので言わない。

　リザードマンのダガと獣人族のガルフは、二人して剣や武術の練習をしては、温泉に入って汗を流す。

　そのあとに食事をしては寝て、また起きたら練習をする。多分、ここでの生活を一番エンジョイしているように思える。

　普段、色々とやってもらっているので特に文句を言ったりはしない。施設作りで手伝いが必要な時はお願いしているしね。







　さて、そんな温泉にラスティたちが合流した。

　南西側のかなり遠い場所だったけど、上がった火の手に驚き、ティアたちが向かった結果だ。

　火の手の正体は、ラスティの吐いた炎だった。

　森が少し焼けたので、帰る時にでもそこに寄って耕すとしよう。




　ハクレン、鬼人族メイドのアン、ザブトンの子供たちの半分、始祖さんとは別行動とのこと。

　ザブトンの子供たちによる糸で、ハクレンたちとはかなり離れているが連絡ができており、ラスティたちが俺たちに合流しても問題はないそうだ。

　ハクレンたちはさらに東に向かったらしく、合流にはまだ時間がかかるとのこと。

　そうか。

　とりあえず、ラスティたちに温泉を勧める。

　ルーやフローラ、リアもご苦労だった。ブルガ、スティファノもゆっくりしてくれ。ザブトンの子供たちも頑張ったな。

　…………。

　ザブトンの子供たちって温泉に入って大丈夫なのか？　いや、お湯に限らず水に入れるのか？　心配したけど、問題なかった。

　お湯に体を半分ぐらい沈ませながらプカプカと浮かんでいる。その様子がかなりリラックスしているように見える。




　興味深いのは、ザブトンの子供たちが男湯、女湯に分かれたこと。

　理解して分かれたのかな？　適当に空いている場所に移動しただけかな？

　ザブトンの子供たちは頭がいいから、理解したと思う。

　そっか。男が多かったんだ。







　ブルガ、スティファノは温泉と施設を一通り楽しんだあと、料理を手伝ってくれた。

　メンバーが多くなったので助かる。

　二人は料理場に先にいるキアービットを立てているが、腕は二人の方が上のようだ。

　それをキアービットも理解したのか、徐々に料理場はブルガとスティファノが仕切るようになった。

「グラップラーベアは血抜きだけで、そのままクロさんたちの食事ですね？」

「ええ。ブラッディバイパーが私たち用。あと、持って来た野菜が少なくなってきたわ」

「なるほど。野菜の現地調達は厳しいですからね」

「最悪、巨人族たちの所からもらってきて、あとで返すとか考えているけど？」

「ラスティさまに村まで飛んでもらえばいいですよ」

「あ、そっか」

　ブルガとキアービットの会話を聞きながら、改めてキアービットの常識人ぶりを知る。

　最初の出会いはなんだったのだろう。




　ともかく、ハクレンたちをこのまま待つのだが……冬も近い。

　待つのも限界がある。先にラスティの起こした火事跡を耕しておくべきかな？

　そういえば、変な大岩があるとか言ってたな。少し気になる。

　気になるといえば……俺は近くでまったりしているルーに聞いた。

「マクラはどうしたんだ？」

　報告では、ラスティたちともハクレンたちとも同行していないように思えるが？

　俺の質問に、ルーはあっという顔をしていた。













　巨人族の会話。

「あの大きな蜘ク蛛モ、凄いな」

「崩落現場を糸で補強か。最初、大丈夫か？　と思ったけど……」

「俺たちの何倍も動くし、力持ちだ」

「ここは俺たちの家だぞ。蜘蛛さんばかりに任せちゃ駄目だろ」

「そうだな。よし、とりあえずこっちに……うっ、ブラッディバイパーだ」

「防御姿勢。大丈夫だ。あいつらは俺たちを……蜘蛛さんが一撃で倒した？」

「一撃じゃない。まず糸で口をふさぎ、そのあとで輪切りにしたんだ」

「すげぇ。蜘蛛さん、すげぇ」

「え？　このブラッディバイパー、もらっていいのか？　あざっす」

「よーし、蜘蛛さんのためにも頑張ろうぜ！」

「おうよ」













　始祖さんと鬼人族メイドのアンの会話。

「出てくる敵を全て蹴るのはどうかと思うんだけどね？」

「楽でいいのでは？」

「そうだけど……もう少し相手のことを考えてあげようよ。名乗りを上げる前に蹴るのは……」

「そう思うのでしたら私に言わずに、ハクレンさまに直接伝えてみては？　蹴っているのはハクレンさまですから」

「聞いてもらえると思う？」

「思わないから私に言ってるのですよね」

「うん」

「私としては、ここがどこかわかりませんが……何か悪さをしようとしていたのは理解できます。なのでハクレンさまを止める気にはなりません。……ん？　通信ですね」

「子蜘蛛たちの糸による通信か。便利なものだが……向こうは行き止まりで、村長たちと合流ね。いいなぁ」

「私たちも早く村長たちとの合流を目指しましょう」

「了解。あー、今の敵、凄く重要っぽいことを言ってなかった？」

「細かいことを気にしてはいけません」
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　時間があったわけではないが、興が乗ったというヤツだろう。

　現在、一番大きな湯船に木製の舟が浮かんでいた。一本の木を削って作った丸木舟だ。

　温泉で温まった体を舟に乗って揺られて冷ます。そしてまた温泉に。悪くない。舟の上で食事ができるのも最高だ。




　舟ができると、もう少し広い場所を求めてしまう。

　川に行くべきか？　川は水量はあるが、川幅は三メートルから五メートルぐらい。川底は浅い。深い場所で一メートルあるかないか。

　なんとかなりそうだな。

　とりあえず、温泉から川へのルートを拡張……待て。そんな拡張をしても大丈夫なのか？　湯船のお湯が一気に川に流れてしまわないか？

　せっかくの温泉をつぶす可能性は避けたい。

　ラスティがいるし、運んでもらえばいいか。よし、川で舟遊びだ。オールを作って……。







　盛大に転覆した。

　理想と現実の差を改めて痛感。流れの緩い湯船だったから転覆はしなかったが、川は無理だった。思ったより激流。死ぬかと思った。




　俺をそんな目に合わせた丸木舟は、リザードマンのダガが乗って巧みに川を下っている。

　転覆は船の性能ではなく、実力ということだろうか？

　ラスティやキアービットの私たち用の舟を早く作って、という視線が刺さる。わかっています。

『万能農具』でサックリと丸木舟を作る。




「あまり下り過ぎるなよ」

「わかってるわよ」

　俺は丸木舟を量産し、他の者が乗って遊ぶ。

　全員、俺より上手い。少しへこむ。




　クロたちが乗りたそうにしていたので、一頭ずつ乗せてやるように指示。

　喜んでいる。

　しかし、一艘そうに一頭では全員が乗るまでに時間がかかる。

　なので、少し大きめのイカダを作ってみた。

　木材を並べ、ロープで繫いで固定するだけ。ザブトンの子供たちがロープ用の糸を出してくれたので、楽だった。

　流されないようにロープで繫ぎ止め、川に浮かべてみる。

　悪くない。いや、いいんじゃないかな。

　そして、先ほどと違って転覆はしなさそう。

　俺はイカダの上に仁王立ちした。凄い安定感。いけるな。

　そして乗り込んでくるクロの子供たち。

　ザブトンの子供たちもか。

　ははは。




　沈んだ。

　うん、一斉に乗り過ぎ。積載量に限界はある。




　俺がイカダでクロの子供たちやザブトンの子供たちと戯たわむれている間も、他の者は丸木舟を楽しんでいた。

　川の途中で流れが緩やかになる場所があり、そこをゴールにして、レースみたいなことをやっている。

　帰りはラスティが丸木舟と人を摑つかんで移動。

　大変そうだが、本人が喜んでいるから構わないか。

　獣人族のガルフが一番上手いらしい。次にハイエルフのリア。その次は団子状態。

　その実力差のハンディなのかもしれないが、クロの子供たちを無理に乗せないように。

　安全第一でお願いしたい。




　ブルガとスティファノは舟遊びに参加せず、温泉を堪能している。

　俺は邪魔しないように温泉に戻り、川で冷えた体を温める。

　その後、食事の準備。

　そろそろ持って来た調味料も減ってきた。ハクレンたちはまだだろうか？










　ここでの寝泊まりもそれなりに慣れたが、冬は越せない。

　なにせテントだ。

　小屋っぽい物も作ったが、今はグラップラーベアの肉を燻くん製せいにするために活用されている。

　この辺り、グラップラーベアが多い。

　ここに到着するまでに数頭と遭遇した。到着してからも遭遇している。

　図ずう体たいがでかいので肉量はありがたいが、味がイマイチなのが問題。クロたちは喜んで食べているが、なんだかんだで余る。

　なので保存食として燻製。

　いつもは骨も食べるクロたちだが、肉を余らせる状況でまで骨を食べようとはしない。グラップラーベアの胸元にある大きな石みたいなのは食べていたけど。

　残された骨を集めて煮詰めてみる。豚骨ならぬ熊ゆう骨こつスープができるかな？

　…………。

　凄い臭いだったので、中断。思いつきで行動してはいけない。反省。

　反省していると、ハクレンたちがやって来た。










　始祖さんはぐったりしていたので、そのまま温泉に向かった。

　いや、本当に疲れているようだ。

　何があったのだろうか？

　ザブトンの子供たちも温泉に向かっていった。

　鬼人族メイドのアンは、残っている食材と調味料の確認。すでに次の食事のメニューを考えているようだ。

　そしてハクレンだが……なぜか俺に超甘えていた。ベタベタとくっついてくる。

「どうしたんだ？」

「別に」

　そう言うが、離れようとはしない。

　だから好きにさせていたら、俺の膝に頭を置きハクレンが寝始めた。

　アンに目線で事情を聞くと、大活躍だったのでそのままでお願いしますと目線で返された。

　構わないが……できればそれをラスティやルー、ティアにも伝えてもらえないかな。

　俺を包囲しているんだが。川遊びはどうしたんだ？

　無駄な質問だった。

　一人ずつ、交代で、順番に。

　抵抗はしたけど、無駄だった。

　俺の両手両足は、しばらく枕にされた。










「それで、何があったんだ？」

　解放された俺は、始祖さんに事情を聞いた。

「死霊王が悪いことを考えて行動していたんだけど、それをハクレンが蹴った」

「…………」

　よくわからなかった。

　なので重要な部分だけ聞く。

「危険は残っているのか？」

「残っていない……と思う。ああ、言っておくが私は詳細を調べようとしたんだよ。でも無駄だった。蹴ったからね。そのあと、炎で燃やしてた。資料っぽい物もあったけど全部燃えた。なんとか確保しようと頑張ったんだけどね。無駄だった」

「お、お疲れさま」

「ありがとう。ハクレンは……ダンジョンを崩落させたことを気にしていたようだから、注意してやってね」

「ん？」

　気にしていたのか？

「ダンジョンを崩落させて、君が巨人族に謝ったことを気にしていたんだよ」

「ああ、それでか」

「よろしくね」

「わかった。あと、聞きたいことがもう一点」

「わかってる」

　アンの傍に、小さな女の子がいた。五～六歳ぐらいかな。

　ハクレンたちが連れて来た。

　アンが温泉に入れたのでポカポカと湯気を出して満足そうな顔をしている。

「あれは誰だ？」

「死霊王の本体。聖属性のブレスをこれでもかってぐらいに叩き込まれていたから、裏返って生き返っちゃったんだ」

「えーっと……」

「ついでに若返りもしているよ。おかげで記憶はないみたい。ただの女の子……多少、色々な技を持ってる女の子かな。放置はできないでしょ」

「そうだな」

〝大樹の村〟で保護することになった。
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　我は死霊王。

　我がなぜ存在し、なにをすべきかは知らぬ。ただ、眠っていた。それだけだ。

　だが、何者かが我を目覚めさせた。迷惑な。

　さらに、その何者かは我に命じた。

　かの地の封印を解けと。

　抗えぬ命令が我を縛る。苛いら立だたしい。同時に、どうせ目的がないのだから丁度いいとも思った。




　我は部下を集める。

　眠りにつく前は数万の軍勢を持っていた気がするが……よく覚えていない。

　なに、部下はそこらにいる。

　一つ命じれば、土が人の形に……うん、弱そう。戦力にならん。やはり、部下は強くなくては。

　そういった部下の揃え方はなぜか知っている。

　死体だ。

　死体を元にすれば、土で作ったものよりも圧倒的な力を持つ。

　その死体が、生前に強い力を持っていればなおいい。

　となると死体集めから始めねばならぬが……なんだろう。我は王だぞ。死体を求めてウロウロするのって恥ずかしくない？　恥ずかしいよな。うん、間違いなく恥ずかしい。

　困った。誰も見ていないからと、捨てられぬプライドが疎うとましい。

　だが、死んでも我は王。腐っても王だ。プライドを持たずして王は名乗れん。

　…………。

　一瞬だけ王を辞めて、その間に集め、新たに王に就任するのは……。

　駄目だ。それは、やっちゃいけない気がする。

　ともかくだ。

　部下を集めねば、封印をどうこうすることはできない。

　できないか？　一人でやれるんじゃないか？　だって我、王だぞ。




「ふはははははははははっ」

　駄目だった。

　土、硬い。

　魔法で掘ってみるが、効率が悪い。

　我の魔法って、対物よりも対生物だからな。

　もう限界。やめよっかな。

　……ああっ！　我は馬鹿か！

　最初に命じた土の部下の周辺を見る。

　土が人の形になった分だけ土がなくなっている。

　残った魔力で、土を人の形にする。やはり弱そうだが、人の形になった分だけ土がなくなっている。これだ！

　よーし、魔力を回復させて片っ端から土の部下を作っていくぞ。







　弱そうな土の部下だが、数が揃えばそれなりに見える。

　二百体。

　うん、悪くない。

　そして、まだまだ増える。一体増えるたびに穴が掘られていく。

　土の部下たちも少しずつだが穴を掘っている。

　うんうん。なかなか働き者。

　無口ゆえに、我が少し寂しいのが欠点だな。







　ともかく、そうして我は穴を下に向けて掘り続けた。

　我を含めて食料や睡眠が不要なのが利点。

　常に堀り続けた。

　それでも何年もかかった。

　途中、染み出した地下水で部下の何体かが溶けてしまったのは悲しかった。硬い岩を我の魔法と共に砕いた時の一体感、忘れられん。大雨が続き、穴の側面が崩れてきた時はもう駄目だと思った。

　だが、穴は目的の深さまで掘れた。

　うん、どうしてこの深さだとわかったのだろう？

　…………。

　考えてもわからないことは考えない。

　次は横に掘っていく。

　方向は……こっちだな。なぜかわかる。







　また何年もかかった。

　だが、大きな黒い岩のある場所に到達した。

　これが封印の一角だ。

　これと同じのが……あといくつだ？

　複数あるのは感じられる。

　なんにせよ、これを壊していけばいいのだが……。

　今、これを壊すのはマズイ気がする。

　壊すなら一斉にだ。

　でないと邪魔者がやって来そうな気がする。

　なぜ、こんなことを考えるのだろう。我に命じた者の意思だろうか？

　やはり、考えてもわからない。わからないことは考えない。

　我は王。余計なことに悩まされたりはしないのだ。




　次の封印の岩を目指し、掘っていると死体を発見した。

　地下のかなり深い場所に空洞があり、そこに大量の人間の死体があった。

　この空洞はなんだろうとも思うが、それよりも死体の方が大事だ。

　時間は経たっている。百年、二百年ではない。千年ぐらい昔の骨だろう。

　だが、力を感じる。我は迷わず、その死体に命じた。




　死霊騎士。

　おおっ、凄いぞ。力を感じる。

　我の苦手な肉弾戦とかやれそう。いける。我は次々と死体に命じていく。




　十七の死霊騎士と、八十ほどの死霊戦士ができた。

　うん、いい。

　並べて行進とかさせてみる。

　思わず、頰が……頰はないけどニヤける。

　……土の部下たちよ。対抗して行進しようとしなくてもいいぞ。

　我は、お前たちを捨てたりはしない。

　これまで苦労を分かち合っていたじゃないか。

　死霊騎士や死霊戦士たちにもキッチリと命じておこう。

　お前たちの方が上だと。

　ははは。

　よし、今日も頑張って掘っていこう。

　死霊騎士、死霊戦士。

　お前たちは、この空洞の調査を頼む。

　大丈夫だとは思うが、変な者がいたら困るからな。




　土の部下は穴を掘り進めた。

　死霊騎士たちの死体があった空洞は、どこかのダンジョンだったらしい。

　上への道を見つけたので、そっちは任せた。




　我も穴を掘るが、最近は効率のいい作業方法などを考え、記す。

　羊皮紙やインクなどないから、岩を掘って記す。

　ふはははは。

　無理、面倒、羊皮紙が欲しい。

　死霊騎士たちが羊皮紙とインクを入手してきた。

　おお、やるな。

　どこで手に入れたんだ？　ダンジョンを制覇し、地上に出たら滅んでいた村があった？　そこで獲得したのか。

　まだ新しい羊皮紙だ。

　滅んだのは最近かな？　どうして滅んだのだろう？

　…………。

　考えてもわからないことは考えない。

　最優先は封印を解くことだ。







　そうして、我らは穴を掘り続けた。

　途中、穴を掘る魔獣に遭遇したのは幸運だった。

　我の催眠術で支配下に置き、穴を掘らせることに成功。

　何匹か倒してしまったのは申し訳ない。

　死体は……働かせずに、弔とむらってやろう。

　うんうん。

　とか思ったら、支配下に置けていない魔獣が攻撃してきた。

　ええい面倒な。

　死霊騎士、任せたぞ。







　死霊戦士の一人が、地上に出た時にはぐれたことがあった。

　道に迷ったらしい。

　無事に合流できてよかった。

　ただ、その時に骨の部下を従えていたのには驚いた。

　我と同じようなことができるのか。優秀だな。

　だが、我に無断で増やすのはよくないぞ。

　メッと叱しかっておく。

　その横で何人かの死霊騎士や死霊戦士が、そっと我から目はないけど目を逸そらした。

　…………。

　細かいことは気にしないでおこう。

　我は王だからな。







　支配下に置いた魔獣が、第二の封印の岩を発見した。

　よしよし、順調。

　あとは次の方向は……こっちだな。

　ん？　騒がしい？　珍しいな。無口なのが売りなのに。何かあったのか？

　様子を見に行った我が見たのは、怖い顔をした女の足の裏だった。













　えーっとねー、私はねー、誰だろー？

　うーん、色々あった気がしたけど……よくわかんなーい。

　でも、あのお姉ちゃん、きらい。

「ハクレンさまはすっかり嫌われましたね」

「貴女もそれなりに暴れたのにね。なぜかしら」

　頭にちっちゃい角ツノのあるお姉ちゃんはすきー。

「やったことを考えれば、当然だと思いますが……あら？　何か持ってますね」

　これはねー、大事なのー。

「始祖さま。わかりますか？」

　こっちの疲れてるお兄ちゃんもすきー。でも、渡せないよー。

「ん？　あー……大したものじゃないな」

「なんなのです？」

「土兵の核だ」

「ああ。彼女を守って戦っていた」

「そのようだ。取り上げる必要もなかろう」

「ですね。では、このあたりは……」

「これ以上はどうしようもない。一度、村長のもとに戻ろう。子蜘蛛たち、集合だ」

　蜘蛛たちもすきー。










　ちょっと困っているお兄ちゃんもすきー。

　ワンワンもすきー。

　温泉もすきー。

　大事なのが溶けないように、色々してくれたちっちゃい角のあるお姉ちゃん、やっぱりすきー。

　ご飯、美味おいしい？　なんだか凄く懐かしい。

　よくわかんない気持ち。

　よくわかんないことは考えない。

　私は誰だろ？




「ウルブラーザさま？　まさか？」

「でも、時代的には……それ以外は」

「特徴的な髪の色ですし。私も間違いないと思います。彼女は英雄女王。ウルブラーザさまよ」

　翼のあるお姉ちゃんたちが、悩みながら言っていた。

　どうやら、私の名前はウルブラーザらしい。

　なぜかわからないけど、ウルザと呼んでほしい気がした。




　私の名前はウルザ。

　大事なのは手に持っている一つの土の塊。

　それ以外は……よくわかんない。
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　始祖さんの話では、巨人族のダンジョンの崩落した場所に繫がった穴の先は、東西に真まっ直すぐ延びる大きなトンネル。

　西側はラスティの発見した黒い大岩がある場所で行き止まり。

　東側も同じように黒い岩がある場所に行きついたが、さらにトンネルは東に延びている。

　最終地点は〝死の森〟の東側にある山脈を越えた向こう側だったらしい。

　トンネルは真っ直ぐ一本道だが、途中に何度か地上へ続く道がある。

　その道は様々。

　ダンジョンだったり、アースラットの巣だったり。

　ダンジョンは〝死の森〟の内部に一カ所と、山脈の下に一カ所、そして山脈を越えた向こうに一カ所の計三カ所。アースラットの巣は二カ所。

　二カ所の巣にいたアースラットはハクレンや鬼人族メイドのアン、ザブトンの子供たちが倒したらしく、巣としては崩壊しているとのことだ。




「逃げたアースラットは？」

「確認のしようがないよ」

「確かにな」

　俺の疑問に、始祖さんが投げやりに答えてくれる。

　本当に疲れているようだ。

　そして、隙あらば温泉に浸つかっている。今も入浴中。

「ダンジョンはどんな感じなんだ？」

「目につくのはつぶしたけど、大したのはいなかったよ。連中……彼女たちは空気穴を必要とはしないだろうから、偶然ぶつかった感じかな」

　始祖さんの横で、俺も入浴中。

「なるほど」

「それで相談だけど、巨人族のダンジョンの安全を考えるなら……あの穴は崩した方がいいと思うよ」

「そう……だろうな」

　ダンジョンを家と考えれば、裏口が広く開放されているようなものだ。

「黒い大岩も気になるけど、一緒に埋めるのが一番じゃないかな」

　始祖さんの提案に賛成。

「埋める手段はあるか？」

「んー……結構、深いから素直に崩しても地上に影響はないと思うけど……。魔法はやめておいた方が安全かな」

「そうなると手作業か。要所だけ埋める形にするか」

「そうだね」

「……そういや、アースラットは掘った土をどうしているんだ？」

「ん？　そりゃ、巣の出入り口から外に放り出して……ああっ、そうか。　丁度いい魔法がある」

「よかった。じゃあ、任せた」

「頑張るよ」

　始祖さんはそう返事をしたあと、上を向いて目にタオルを載せた。

「あー……でも、しばらくはここを堪能させてね」

　始祖さんは、本当に疲れているようだ。










「山脈の向こうにあったダンジョンは、ほぼ無人でした。そのダンジョンの地上の出入り口の近くに廃村があり、少し前にキアービットさまがアンデッドを退治した場所だとのことです」

　食後に、アンが東側であったことを説明してくれた。

「かなり遠い場所まで行ったんだな」

「はい。ですがトンネルが真っ直ぐだったのでかなり楽でした」

「そうか」

　アンの傍で俺たちも頑張ったと足を挙げるザブトンの子供たちを、よくやったと褒める。

　聞けば、通信、荷物運び、戦闘とかなり活躍したらしい。

　おっと……。

「アンもお疲れさま」

「いえ。ところでウルザですが……」

「ああ、村に住んでもらうつもりだ」

「では、私たちがお世話しても？」

「構わないが、トラインが拗すねないか？」

「かもしれませんが、愛情は平等に。トラインも頼もしい姉ができたと思うでしょう」

「わかった。トラインと揉めたら、何か考えよう」

「ありがとうございます」

　アンが座りながら頭を下げたところで、向こうからウルザがやって来た。

　ウルザはクロの子供の一頭に乗っている。
















　あの年ぐらいの子は、クロの子供たちに乗るのが普通なのだろうか。

「えへへ、あのねー、向こうで変なの見つけたー」

　ウルザはアンを見つけると、クロの子供から降りてトテトテと走って抱きついた。

「変なのではありません。村長の作った滑り台です」

　その後ろにハクレンがいる。

　ウルザがハクレンを嫌っているので近づけないようにしようとも考えたが、村で生活するならそれでは困る。

　なので逆にハクレンにウルザの世話を頼んだのだが上手くいっていないようだ。

「べー」

　ハクレンに舌を出すウルザ。まあ、すぐには無理か。




　ちなみに、滑り台は温泉から川に向かうウオータースライダーだ。

　水量少な目の子供騙だましだと思ったが、意外とみんなの反応がいい。

　子供の頃に滑り台を滑ったことがないからかな？　村に設置すべきだろうか。

　考えながらも、先ほどまでウルザを乗せていたクロの子供の頭をワシャワシャと撫なでてやる。

「ご苦労だったな」

　……数頭のクロの子供たちがウルザの傍に行った。

　いや、別に乗せなくても撫でてやるぞ。













　ハクレンたちと合流してから五日目。

　俺たちは温泉をあとにした。

　まず、イカダで川を下り、ラスティが火事を起こした森に行く予定。




「あと、合流してないのはマクラだけか」

　居場所は判明している。巨人族のダンジョンだ。

　帰りに迎えに行くか、始祖さんに頼んで運んでもらおう。

　各自、イカダか丸木舟に乗り込む。

　合流してから出発までに五日もかかったのは、全員が乗るためのイカダや舟を作っていたからだ。

　まあ、始祖さんが温泉からなかなか離れたがらなかったのもあるが……。

　間隔を空け、イカダや丸木舟が出発していく。




　川の流れは速いが、丸木舟で遊んでいたエリアを越えると少し緩やかになる。

　こういったのも悪くないな。

　時々、川の中から一メートルぐらいの魚が飛び掛かってこなければ。

　大半がザブトンの子供たちの糸によって受け止められ、クロの子供たちの胃袋に入っていく。

　生で大丈夫なのか？　火を通した方がと心配してしまう。




　川の流れは時々速くなり、お約束の滝の存在を心配したりもしたが、グランマリアやキアービットが飛んで偵察してくれるので安心。

　川の流れが変化するのは、水底の深さのせいか。

　深いとゆっくり、浅いと速くなるようだ。

　なるほど。

　止まるレベルにゆっくりになったということは、ここはかなり深いということだな。

　そして深いということは……川の中からでっかい魚が飛び出してきた。

　おおっ、三メートルぐらいありそうだ。この辺りの主かな？

　形はウツボのようだ。俺がウツボと思った理由は口。どう見ても肉食。

　観察したかったが、ルーが魔法で退治した。

　見事だが、雷系を水辺で使うのはどうなんだろう？　クロやザブトンの子供たちは平気そうだが、俺は少しビリッとした。




「全員、無事か？」

　なんとか大丈夫という返事とともに、ティアとアンがルーを説教していた。

　特にアンが、怒っている。

　ウルザが涙目だからだろう。

　…………。

　見回すと、リザードマンのダガと、獣人族のガルフが気絶していた。

　そうか、無事じゃなかったら返事できないか。反省。




　川に浮かんできた魚を集め、食料に。

　二匹目の主はいないようだ。

　一安心。

　なんだかんだで目的地に到着、イカダや丸木舟を川岸に上げ、森に移動。










　見事な燃え跡。

　それなりに広範囲だ。

　そして、その中央に巨大な穴。

　この穴の底に、ラスティが言っていた黒い大岩があるのだろう。

　大岩が気になるが、まずはそれ以外。

　燃えた森に何かあるのか、見たこともない大型の獣たちがそれなりにこちらを見ている。それらを退治しよう。

　俺は『万能農具』のクワを構える。

　ん？

　……？

　………………？

　とりあえず、見たこともない大型の獣たちはハクレンやラスティに任せた。

　俺は気になる一本の糸に注意する。

　…………。

　黒いモヤのような糸が、穴の底から伸びて……アンの傍にいるウルザに繫がっている。

　よくわからないが、嫌な感じがする。

　…………。

『万能農具』のクワで、そのモヤの糸を耕した。

　ザクッと切れた。そしてモヤが霧散した。

　うん、すっきりした感じ。

　ウルザを確認。モヤの糸は見えない。ウルザはこれで大丈夫だろう。なぜか、俺はそう確信した。













　天使族のティア、グランマリア、キアービットの会話。

「彼女がウルブラーザさまとして……若返ってここにいることに問題はないかしら？」

「本気で本人だと証明すると、フルハルト王国、ガルバルト王国、ガーレット王国がザワつくかもしれません」

「あー……確かにそうね。あの辺りって、英雄女王の国だったから」

「魔王と相討ちしたあと、分裂して生まれた国でしたね」

「全ての国が英雄女王の後継を名乗っていたかと」

「となると、本人が生存していると証明しちゃうと……」

「素直に譲っては……くれませんね」

「無視も……してくれないでしょう」

「竜に吸血鬼、それに私たちもいるからね」

「大戦にならないにしても、面倒なことにはなりそうですね」

「村長が嫌がりそうです」

「……となると、私たちは沈黙しないといけませんね」

「そうですね。他の者とも話し合っておきましょう。吸血鬼組は私が」

「では、私はアン、リア、ダガ、ガルフに」

「え？　私が竜に？　ちょ、交代、交代で」

「頑張ってください。あと、ブルガ、スティファノにも忘れずに」
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　ラスティが燃やした森で宿泊準備。

　周囲の敵は退治したので問題なし。同時に食料もゲット。

「魔法で村まで送るよ？」

「助かるけど、始祖さんの魔法に頼りっぱなしもな」

　始祖さんには、イザという時に頼らせてもらいたいので、雑用には使いたくない。

　噓うそです。

　まだまだキャンプ気分を満喫したい俺のわがままです。旅の途中で家に帰るのは、邪道。某劇場アニメで、家から通いでジャングル冒険していたのがあったけど、それは冒険とは言わないと思う。

　冒険ゴッコだ！

　…………。

　俺、出発直後に村に戻ったな。大きいことは言わないでおこう。




　一応だが、帰って子供たちの顔を見たいという気持ちもあるにはある。

　また、ウルザを先に村に送るのも手かとも考えた。

　ただ、そうするとウルザが懐いているアンも一緒に帰すことになり、なんだかんだとそのまま全員が帰る流れになりそうだったので頭の中で却下した。

　ウルザがヘタっているなら考えるまでもないのだが、元気に暴れまわっているしな。

　本当に俺のわがまま。

　開放的になっているのかも。いや、村での生活で色々と溜まっていたのかな。

　ストレスのない生活をしていたつもりだったけど。




「私が個人的に戻るのは構わないだろう」

「それは構わないけど、なにかあったのか？」

「調味料が足りないみたいなんだ」

　始祖さんが、料理の準備をしている鬼人族メイドのアンや、悪魔族のブルガ、スティファノの方を見る。

　頼まれたのだろう。俺としても、料理は美味しい方がいい。

　許可した。まあ、俺の許可なんて不要なんだが……。




　料理は他の者たちに任せ、俺は『万能農具』のクワで耕し、ハンマーで固めてテントを設置する場所を作る。

　場所を作れば、ハイエルフのリアを中心にリザードマンのダガ、獣人族のガルフがテントを設置。

　温泉地でも使っていた物なので、取り扱いは慣れたもの。すぐに幾つものテントが張られる。

　俺はテントから少し離れた場所にトイレを建設。

　トイレの有無はアウトドアの最大の問題だからな。気にするのは俺だけかもしれないが。

　食事をするためのテーブルと椅子を作ったら、俺は食事ができるまで燃え跡を耕し続けた。







　ルー、フローラ、ティア、グランマリア、キアービットは、クロたちと交代で周辺の偵察に出ている。

　元々、アンデッドがいたらしいので、倒し残しがいるかもしれないからだ。

　この辺りなら魔物や魔獣にすぐに狙われて数日も存在できないとのことだが、用心はしたい。




「アンデッドは発見できなかったわ」

「そうですね」

　アンデッドはいないみたいだけど、見たことがない魔物や魔獣がいるらしい。

「大抵はクロさんたちでなんとかなっていますけど」

「もう少し活躍したいです」

「私よりは活躍してるでしょ」

　ルーたちには偵察以外に、水を運ぶ仕事も兼ねてもらっている。

　魔法で川から大きな水の球を作り、運んで来る。

　でっかいスライムみたいだ。

　ウルザがそれを見て喜んでいる。

　それはいいが、大き過ぎないか？　用意している樽に入りきらない分はどうするんだ？　ああ、そこらに撒くのね。

　構わないけど。




　ハクレンはウルザの面倒を見ている。

　打ち解け始めてはいるようだが……。

「そこに行くと泥が……」

「べー」

　先は長そうだ。







　ラスティは別行動。

　周辺の魔物や魔獣を退治したあと、巨人族のダンジョンに向かってもらった。

　マクラと合流するためと、巨人族の者たちがアースラットのトンネルに入らないように連絡するためだ。

　始祖さんの転移魔法に頼る案も出たが、アースラットの穴をふさぐのに魔法を使うので遠慮した。でも、調味料を取りに帰るぐらいに余裕があったなら、頼んでもよかったかな。

　ラスティが積極的だったから、それはそれでいいか。

　同行者にザブトンの子供たちが数匹。

　竜姿のラスティの背中から、こちらに向けて足を一本、挙げる姿は勇ましかった。

　この竜姿のラスティに、ウルザ大興奮。

　ハクレンが対抗して竜姿になったけど、見向きもされなかった。

　…………。

　俺はハクレンを慰めた。







　食事。

　始祖さんは、村から食料も持ち込んだようだ。

　リンゴやナシ、ミカンなどがテーブルに並ぶ。

　ウルザが喜んでいるからいいけど、酒はどうなんだろう。

「しかも、これ。ドノバンが隠していたヤツだろ？」

「親蜘蛛……ザブトン君が渡してくれたよ」

　ドノバン、泣いてなきゃいいけど。

　ウルザは駄目だぞ。果実ジュースで我慢しなさい。













　さて、一晩経過。

　朝。

　クロたちが交代で見張りをしてくれたので、安眠。

　それなりの獲物が山になっているけど……音もなく仕留めたのかな？

　ひょっとして、寝ている俺たちに気を使わせてしまったのだろうか。

　甘えてくるクロやユキを撫でると、列が作られ延びていった。

　寝ているのはわざわざ起きて列に並ばなくてもいいんじゃないかな？　朝食前には解放してほしい。




　少し遅くなった朝食のあと、始祖さんが活動を開始。

　トンネルを埋める作業をするらしい。

　その前に穴の底にある黒い大岩を確認する。

　正直、俺が見てもどうしようもないが、変わった大岩とのことなので見てみたい。




　黒い大岩だった。うん、真っ黒。

　加工して食器とかにしちゃ駄目かな？　大岩を調べている始祖さんに言ってみたら笑われた。

「削れるなら構わないよ」

　超硬いらしい。なるほど。

　俺は『万能農具』をノミにして構える。

　ん？

　……？

　………………？

　これは……ウルザに繫がっていたモヤの糸？

　黒い岩の下から染み出すようにいくつも出ている。

　先は……ないようだが、まるで触手のようだ。

　気持ち悪い。

　俺は『万能農具』をクワにして、糸を断ち切る。

　ブッツンブッツン切れる。いいね。

　しかし、切っても切っても黒い大岩の下から出てくる。大岩の下になにかあるのだろうか？

　…………。




「始祖さん、調べ終わった？」

「確認だけだからね」

「何かわかった？」

「何もわからないのがわかった」

「ははは」

「戻る？」

「その前に、この大岩って加工してもいいかな？」

「んー、私の持ち物じゃないからね。いいんじゃないかな？」

　なるほど。










　黒い大岩。

　下から変なモヤの糸が出てくる。

　大岩をつぶして、下にあるだろう原因を耕してしまうのが一番かもしれないけど、耕しきれないと困る。

　モヤの糸は気持ち悪い。

　だから、俺はこうした。







「おおおっ！」

　半日後、黒い大岩は創造神の姿になっていた。

　接地している部分は弄いじらず土台にし、大岩の上部を削って作った。

　黒い色が似合わないかなとも思ったけど……創造神の姿になったところで黒い色がゆっくりと灰色に変化していった。

　最終的に白になるかもしれない。

　そして、岩の下から出ていたモヤの糸は霧散し、姿を見せない。

　この空間の空気も綺麗になった気がする。始祖さんが祈っているからかな？

　そういえば、トンネルの先にもう一カ所、黒い大岩があると言っていた。

　そこからもモヤの糸が出ているかもしれない。

　トンネルを埋める前に、もう一カ所も加工したほうがいいかな。

　始祖さんにそう言うと、これを埋めるのですかと泣きそうな顔をされた。

　そんな顔されても、最後は埋めるよ。そうしないと面倒なことが起きそうだから。

「やだやだやだ」

　始祖さんの説得に、苦労した。
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　始祖さんのトンネルを埋める魔法は、土で兵士を大量に作り、それをトンネル内に送り込むものだった。

　俺は想像する。

　生まれた土の兵士が頑張ってトンネルを前進、所定の位置で三角座りをして土に戻る。

　それが次々と……駄目だ。残酷過ぎる。

「いや、本当に生命が宿るわけじゃないんだけど……」

　目の前には十体ほどの土で作られた兵士。

　いい感じに強そうだが……。

　駄目だ。感情移入してしまった。抵抗。始祖さんと話し合う。

　その横で興奮しているのがウルザ。

　始祖さんの作った土の兵士に興味津々……いや、真似をして作ろうとしている。

　しかし、上手くいかない。

「方法は正しいけど、性質が変化してるから」

　俺と始祖さんは話し合いを中断し、ウルザを見る。

「性質？」

「死霊王だった頃なら、あれでできるよ。でも、生き返っちゃったからね」

「じゃあ、無理ってことか」

「別の方法で作れるけど……多分、あの大事に持っていた土兵の核を使いたいだろうから……村長の助けがいるかな。まず何かで形を作って、それに土兵の核を与え、融合させれば……」

「俺が形を作ればいいのか？」

「うん。ただ、素材はできるだけ上質な物で。サイズは……小さい方が成功しやすいんじゃないかな」

　了解。

　素材素材……。

　トンネルを埋める方法に関しての話し合いは、あとで再開する予定。







　とりあえず、ウルザと相談しながら素材を選ぶ。

　土、木、岩……草なんかでも形は作れるだろうけど脆もろそうだ。

　横からハクレンが、自分の鱗うろこを持ってきた。素材としては悪くないだろう。

　だが、ウルザはハクレンの鱗を無視し、土を希望した。

　泣くなハクレン。あとで慰めてやるから。




　土……。

　この辺りの土は、〝大樹の村〟の周辺に比べれば柔らかいが、まだまだ硬い。

　それに素材としては上質な物がいいと言っていた。なので『万能農具』で土を耕す。

　程よい感じになった土に水を加え、泥の人形を形作る。

　うん、なかなかの完成度。だが、ウルザからの評価は高くなかった。

　ウルザは俺の真似をして、泥の人形を作りだす。

　十五センチぐらいの弱そうな人形。

　ウルザが目を輝かせているので、これでいいのだろう。

　俺はあまり役に立たなかったな。

　あとは始祖さんがサポート。

　ウルザは始祖さんの指導に従って、呪文を唱えていく。

　…………。

　ウルザは俺より遙かに魔法の才能がありそうだな。

　十分後ぐらいに、ウルザの前でヨチヨチとあるく泥人形……いや、土人形があった。

　ウルザは喜んで抱きついているが……汚れる汚れる。

　って、壊れてる壊れてるっ！　強く抱きしめ過ぎっ！







　改良。

　ウルザの土人形に、ハクレンの持って来た鱗を砕いた粉を混ぜ込んだ。

　これで強度がアップ。水に濡ぬれても溶けたりしないらしい。

「竜兵ドラゴンウォリアー並みの戦力になったけど……」

　始祖さんがそう呟くが聞かなかったことにする。

　ちなみに、竜兵とは竜が自分の血肉から生み出した兵士のことで、強さはグラップラーベア並みとのことだ。

　ウルザの護衛にはいいのかもしれない。




　ハクレンの鱗で、抱きついても壊れなくなったとウルザに伝えたら、素直にハクレンに感謝しにいった。

　いい子だ。

　その感謝を受けてハクレンはいつもと変わらぬ笑顔だが……鼻歌が出ているのでご満悦のようだ。

　この調子で仲良く……いや、焦あせりはよくない。

　気長に考えよう。







「トンネルを埋めるのは中断。村に帰ることを優先しようか」

　始祖さんとの話し合いで、その方向になった。

　なんだかんだで各地で長々と滞在したため、冬が近い。いい加減、寒くなってきた。

　ラスティたちがマクラを連れて戻ってくれば、そのまま始祖さんに頼んで村まで転移魔法で送ってもらおうと考える。




「トンネルの一部だけでも崩して、魔物などの巣にされないようにしたらどうでしょう？」

　鬼人族メイドのアンの提案を受け、サックリとトンネルの一部をルーやフローラの魔法で攻撃して崩落させる。

　計算通り。

　というには広範囲に崩落したみたいだけど、誰にも迷惑を掛けていないので問題なし。

　純白になっている創造神の像のある場所にも影響なし。

　ちなみに、創造神の像のある場所は神こう々ごうしい感じになっている。聖地みたいだな。










　ラスティたちが戻ってきていないが、村に帰ることになった。

　気温が一気に下がったからだ。

　ザブトンの子供たちの動きが鈍くなったので、のんびりしていられない。

　温泉地から確保してきた保温石を個々に持たせながら撤収準備。

　イカダは置いていくが、丸木舟は持って帰りたいので川からハクレンが竜姿で運んでくる。

　巨大な竜に、細こま々ごまとした作業をさせて申し訳ないと思うが……ラスティは川で遊んでいた時に嬉き々きとしてやっていたな。

　温泉地はあのまま残してきたが、次に行く時まで無事に残っているだろうか？

　厳しいだろう。

　魔物や魔獣が多いみたいだし。また行った時に直せばいいか。

　荷物をまとめ、俺たちは始祖さんの転移魔法で村に帰った。










　俺たちの帰還場所は屋敷の中庭、大樹の木の近く。

　なので村の者たちに俺たちの帰還が伝わるのが遅くなるだろうと思ったが、甘かった。

　ザブトンの子供たちが一気に連絡したらしい。

　屋敷に村中の者たちが集まってきた。

　なぜかいたドライムが一番嬉しそうに俺を出迎えてくれたのは、どうしてなんだろう？

　ともかく、冬の準備がほぼ終わっていることもあり、そのまま宴会になりそうだ。

　いやいや、待て待て。

　ラスティたちとマクラを迎えに行ってくるから。始祖さんには申し訳ないが、俺に付き合ってもらう。

　村のことは留守番組にそのまま任せ、転移魔法で巨人族のダンジョンに向かった。







　俺と始祖さんだけで十分だと思ったが、ルーとティア、ハクレン、それにクロとユキが同行してきた。

　ラスティたちとマクラを迎えに行くだけで、すぐに帰るのだが？　過保護じゃないかな？

　まあ、でも万が一があるか。

　考えてみれば、ラスティたちが戻ってきていないわけだしな。

　何かあるのかもしれない。







　巨人族のいるダンジョンの出入り口に到着したが、変化はない。

　…………。

　しまった。

　行けば出迎えがあると思い込んでしまったが、そうじゃないみたいだ。

　気温が下がったし、ダンジョンの奥に移動しているのかもしれない。

　うーむ。

　ダンジョンに入るしかないか。

　ルーたちがいてくれて少し心強い。










　洞窟内は明かりがなく、魔法で照らしてもらう。

　ダンジョンというから人工的な空間をイメージしていたが、ここは天然の岩の隙間といった感じだ。

　所々に横穴があり、それには作為を感じる。

　巨人族やブラッディバイパーが掘ったのかもしれない。

　道は……誰も知らなかったが、クロとユキが迷わずに先導してくれる。匂いかな？

　…………。

　ある程度進むと、クロとユキが警戒し始めた。

　少し遅れて、ルーやティアが警戒する。

　ハクレン、始祖さんは悠然としたものだ。

　ちなみに俺は何も感じない。そのまま歩みを進めると、音が聞こえてきた。

　…………。

　何かが戦っている音だ！




「ハクレン」

「まかせて」

　事情を知らぬ者が見れば、俺は危ない場所に女性を一人送り込む鬼畜に思われるだろうな。

　などと思いながら、ハクレンのあとを追うように移動する。

　到着した場所は広い空間だった。

　そこで竜姿のラスティとザブトンの子供たち、そしてマクラを確認した。

　全員無事だ。一安心。

　そして、ラスティたちが戦っている相手がいた。

　虫だ。

　ばかでかい虫。

　全長はわからないが、竜姿のラスティに対抗できるサイズだ。

　頭部に大きい牙が二本ある。

　足も多いし、ムカデかな？

　それが数匹。

　奥からこちら側に向かってきているのをラスティたちが食い止めているようだ。

「ハクレンお姉さま。炎は駄目です」

　参戦したハクレンが炎を吐こうとしたのを、ラスティが止めた。

「なぜ？」

「後ろに巨人族たちがいます」

　洞窟内での炎は厳禁というヤツだな。

　ハクレンは納得したのか、人間姿のままでムカデに殴りかかった。

　その打撃をムカデは嫌がるが、ダメージを与えたようには感じられない。

　マクラやザブトンの子供たちが出した糸がムカデの動きを封じ込めようとするが、少しの間ぐらいしか止められないようだ。




「全員、目をつぶれ！」

　始祖さんがそう叫んで魔法を放った。

　いきなりだったので少し遅れたが、なんとか間に合った。だが、閉じた瞼まぶたが眩まぶしかった。

　その眩しさが収まったのを感じて瞼を開けると、苦しんでいるムカデたち。

　チャンス！

　しかし、ムカデたちは暴れている。近づけない。

　そう思ったら、竜姿のラスティがムカデを足で押さえつけた。

　それを見て、ハクレンも竜姿になってムカデを足で押さえつけた。

　いいぞ。

　俺は『万能農具』でムカデたちを耕した。







　学習。

　ムカデは一部を耕しても動く。しぶとい。




『万能農具』で耕されることで、ラスティの足の押さえつけから解放されたムカデの体が、俺に向かってきた。

　それを助けてくれたのが、ルーとティア。

　彼女たちは油断なく、俺のガードに徹してくれていたようだ。

　すまない、助かった。

　そしてムカデたちよ、成仏するがいい。
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　いい感じの土になったムカデたちの上で、ラスティから話を聞く。

　ラスティがダンジョンの出入り口に到着すると、俺たちの時とは違って巨人族の出迎えがあったらしい。

　そしてダンジョンの奥、マクラのいる場所へと案内。

　なんでもマクラはダンジョンの崩落場所で補修作業をしていたらしい。

　俺が温泉に入っている間に……少し恥ずかしい。

　ラスティとマクラが合流したぐらいで異変があり、崩落でできた穴から小さなムカデが這はい出してきたらしい。

　小さなムカデといっても、デカいムカデと比べたらの話で二メートルぐらいの大きさだそうだ。

　ラスティはマクラと共に小さなムカデを撃退。ラスティに同行したザブトンの子供たちは巨人族たちの避難誘導。

　しかし、その避難した先にもムカデは発生。

　俺たちが合流した広い空間に追いやられ、そのまま防衛。

　ラスティたちだけなら炎を吐いて終わったとのことだが、巨人族が近くにいたのでそれができなかった。

　地味に小さなムカデたちを倒していたら、あのデカいムカデが出てきて身動きが取れなくなってしまったとのことだ。

　さらに詳しく聞けば、飲まず食わずで丸二日の戦いだったらしい。

　よくやったとラスティたちを褒める。







　次に、ラスティたちが守っていた巨人族と話しをする。

　怪け我が人はいるが、幸いなことに亡くなった者はいないとのこと。

　かなり感謝の言葉を述べられた。

「このムカデは、この辺りによくいるのか？」

「もっと小さいのならたまに見かける程度です」

　もっと小さいのとは、二メートルぐらいのムカデではなく、三十センチぐらいのムカデらしい。

　それでも十分に大きい気もするが……。

「アースラットのトンネルには二メートルぐらいのはいたよ」

　始祖さんが補足してくれる。

「ただ、ハクレン、ラスティがトンネルに入った直後に炎を吐いたから見たのは死骸だけだけど」

　なるほど。

　そこで怒られたから、巨人族のいる場所では炎を吐かなかったらしい。

　運がよかったと思おう。




「でも、あの大きさのヘカトンはいなかったかな」

「ヘカトン？」

　ムカデの名前らしい。

　正しくはポイズンロックヘカトン。

　……毒があるのか？　考えていなかった。

「ラスティたちは大丈夫か？」

　竜に毒は効かないらしい。

　さすが竜。




　なんにせよ、崩落でできた穴を完全にふさごう。

　でないと、巨人族が安心して住めない。

　一応、移住の考えがあるか聞いてみたけど、ここで生活するとのことだ。

　そうだよな。なかなか引っ越せないよな。







　穴をふさぐため、崩落現場に移動。

　あのデカいムカデ、ポイズンロックヘカトンが出入りしたからか巨大な穴ができている。

「前より大きくなっているわね」

　来たことのあるルーが呟く。

　倍以上の大きさになっているらしい。

　これをふさぐには上を崩すのが一番かもしれないが……穴の周囲はマクラの糸で補強されていた。

　これをつぶすのは悪い気がするので、トンネルに入って内部を崩そう。

　…………。

　その前に、ハクレン、ラスティに頼んでトンネル内で炎を吐いてもらう。

　ムカデはもう見たくない。

　酸欠の恐れがあるので、俺はトンネルに入らずに待機。

　三十分ぐらいしてハクレンたちが戻ってきた。

「遅かったな」

「ちょっとゲストがいて」

　東側のトンネルから、デカいムカデの追加があったらしい。

　ただ、炎を吐いていいなら敵じゃないとのこと。

　さすが竜。










　俺たちはハクレンたちに案内されながらトンネル内部に。

　西側は何もないが、東側には大量の灰があった。

「黒コゲじゃなく、灰か……」

「ちょっと本気を出したから」

　ハクレンがいい笑顔だ。

「西側にも火を吐いたんだよな」

「そっちは私が……」

　ラスティが不満そうに手を挙げる。燃やしたかったのかな？

　まあ、ともあれ邪魔をするものはいないようだ。

　さっくりと崩したいが……。

　トンネルの出入り口近くで崩すと、上のダンジョンに影響があるかもしれないので少し移動。

　移動の前に始祖さんが、念のためと俺に魔法をかけてくれた。

　空気の毒に対する魔法らしいけど、それで酸欠対策になるのかな？　酸欠を空気の毒と言っているだけかな？

　好意は素直に受け取り、感謝する。







　まずは西側に。

　体感で一キロぐらい？　全員でだらだらと歩く。

　ラスティは不満そうだったが、二メートルぐらいのムカデだったであろう灰が何カ所かにあるので、無駄ではない。

　灰を見つける度に褒めてやると、嬉しそうにしている。

　クロとユキは時々、先行しては何もないことを俺に報告してくれる。

　もちろん、褒めておく。




「この辺りでいいんじゃないかな」

　始祖さんの指示で、トンネルを崩す。

　魔法でどーん。




『万能農具』の出番はなかった。

　そして崩落時の土煙が俺を避けることで、始祖さんの魔法の効果を確認。

　おおっ、凄い。

　ちなみに、同じ魔法を他の者たちも使っていることから……初歩の魔法なのかもしれない。

　いつか俺も使いたいものだ。







　西側が終わったので、東側に向かう。

　トンネルに入った場所に戻った時、二手に分かれてもよかったかもと思ったがすぐに考え直す。

　何がいるかわからないからな。

　全員一緒で行動。

　巨人族のダンジョンに続く侵入した穴から、また体感で東に一キロぐらい歩いた場所で、魔法をどーん。

　崩れが少し悪かった。

　魔法を放ったルーが少し悔しそう。

　改めて魔法を放って完全に崩し、無事封鎖。

　これで安心かな？

　アースラットみたいに穴を掘る魔獣がいるから、油断はできないよな。

　警報みたいなものでも仕掛けられたらいいのだけど……。

『万能農具』を出してみたが、どうしようもない。

　困った時は、始祖さん頼り。

「私がこのダンジョンに常駐するならいくらでも手はあるけど、そうじゃないからね」

「どうしようもないと？」

「手がないわけじゃない」

　始祖さんが俺に何か期待した目を向けている。

　…………。

「ひょっとして、創造神の像を埋める件？」

「怪しい空気は感じるから、埋めたい気持ちは理解できる。しかし、私としては創造神の姿をしたものを埋めるのは心苦しい。そこで相談なのだが」

　始祖さんが言うには、出入り口は封鎖するけど創造神の像の周辺は空間を作っておきたいとのことだ。

　本気で信仰している始祖さんの前で、不用意に創造神の姿に彫ったのが悪かった。

　でも、あの時はああするのが一番と思ったんだよな。

「わかった。その案で。あと、創造神の像をそのままじゃ寂しいから社やしろ……神殿も作ろう」

「おおっ」

　始祖さんには色々と世話になっている。

　これぐらいはいいだろう。

「神殿作りは冬に。転移魔法を期待しても？」

「もちろんだとも」

　色々と世話もしている気もするが……ルーやフローラのお爺ちゃんと考えれば、優しくもなれる。







　始祖さんの対策はシンプルだった。

　要は門番を置けばいいのだ。

　トンネルに入る穴の近くで始祖さんが呪文を唱えると、地面から石柱が十本ほど生えた。

　そしてさらに呪文を唱えると、石柱がボロボロと崩れ何かの形が残る。羽の生えた悪魔？

「ガーゴイルと言ってね。普段は石像なんだけど、侵入者が来ると門番兼警報として活躍してくれる」

「強いのか？」

「アースラットなら大丈夫だと思うよ。駄目でも時間稼ぎはできるし、このガーゴイルたちが動けば私が感じることができる」

　なるほど。悪くない手だと感心。他の者たちも同様に感心しているようだ。




「初めて見る術ね。ラスティ、記憶できた？」

「十体の同時創造だったから、ちょっと怪しいです……。あとで手順を確認させてください。二十七手ですよね」

「ルーさん。貴女もこれ、できます？」

「無理。というか、これって始祖さまの寝室を守るガーディアンよ。竜が相手でも時間稼ぎできるんじゃないかな」

　マクラ、クロ、ユキはガーゴイルに何か感じるのか、距離を取っている。

　…………。

　神殿は豪華にしよう。










　トンネルから出て、ダンジョンに戻る。

　巨人族にトンネルの封鎖と、穴の奥に設置したガーゴイルたちのことを伝える。

　ガーゴイルたちの動作条件は、俺たちが出入りした穴以外からの侵入。

　巨人族たちが穴に迷い込んでも大丈夫だが、できるだけ穴には入らないようにお願いする。

　できれば、ふたをしておいてほしい。

　現状、マクラの張った網だけだ。

　挨拶を終えると、そのまま始祖さんの転移魔法で村に戻る。

　すぐに帰るつもりだったが、ずいぶんと待たせてしまった。

　宴会が盛り上がっていればいいのだが……。







　宴会は俺たち待ちだった。

　ありがたいと同時に、申し訳ない。

　俺の謝罪と同時に、宴会が始まった。
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　冬になった。

　村はまったり空気。といってもダラけて寝ているわけではない。

　室内での作業が多くなるだけだ。

　動ける天気の時は、なるべく外に出る。出るのだが……。

　屋敷外の倉庫などに備蓄している食料を移動させるぐらいしかやることがない。

　だから温泉調査隊で出かけた時に持ち帰った保温石ホットストーンで温室っぽい小屋を作ったら、ザブトンの子供たちに占領された。

　目的は保温石の有効利用なので構わない。

　俺は本命のコタツにチャレンジ。

　保温石を利用したコタツ。火鉢ではないので安全で暖かい。

　…………。

　俺よりもクロとユキが潜り込んでいる時間が長い気がする。

　頭を出してまったりしている姿は、野生を感じさせない。

　離れて順番待ちをしている子供たちがいるが、クロたちは動く気がなさそうだ。

　悲しそうな顔で俺を見ないでほしい。

　クロの子供たち全員分のコタツとなると、置き場所も困るが保温石も布団も足りない。

　二つぐらいで勘弁してもらう。交代で使うように。




　創造神の像の神殿造りは、まだ行っていない。始祖さんが所用で別の場所に移動しているからだ。

　まあ、なんだかんだで偉い人なので忙しいのだろう。







「村長。今年も餅もちを作ります？」

　鬼人族メイドの一人が聞いてきた。手には餅米の入った袋があるから、搗つく気満々だな。

「ああ。そのつもりだ。さっそくやるか？」

「はい」

　鬼人族メイドが嬉うれしそうに返事すると、どこにいたのか後ろの方からドタドタとハイエルフやドワーフ、リザードマンたちが来て準備を始めた。

　前回好評だった砂糖醬じょう油ゆ、砂糖黄粉きなこはすでに完成しており、小豆を茹ゆでて善ぜん哉ざいの準備も始めている。

　それも必要だけど、まずは餅米を蒸さないといけないぞ。




　餅搗きは、やはりパワーなのだろうか。

　ミノタウロスの駐在員が搗いたのが一番美味うまい気がする。

　比べて、俺が搗いたのは……駄目だな。消費者が多いので残らないのが救いだ。

「小さくして食べなさい。詰まらせますよ」

「はーい」

　ハクレンとウルザが仲良くしている。

　予定では俺の屋敷の鬼人族メイドのいる場所にウルザの部屋を用意するつもりだった。

　しかし、本人の希望でハクレンの隣に部屋が用意された。

　最近は何かと一緒にいることが多いみたいだ。いい傾向だ。

　そして、ウルザの世話をするようになったからか、ハクレンがあれこれと家事をするようになっていた。

　家事の腕はまだまだだが、悪いことじゃない。頑張ってほしい。




　反対に、ウルザのお世話をする気だったアンが、ちょっと寂しそうだ。

　ひょっとして、女の子が欲しかったとか？　いや、トラインの誕生は喜んでいたしな。

　ハクレンに世話をするように言ったのは俺だ。すまない。

　そして、女の子が欲しいなら……いや、そうじゃない。そうじゃなくてだな。まだ日が高いから。







　冬、村で一番のんびりしているのはフラウと文官娘衆かもしれない。

　ゴロゴロしている。

　だが、誰も文句を言わない。秋の収穫時期にかなり忙しく働いていたからだ。

　主に収穫量の記録、消費計画の作成、そしてその実行。消費計画は、販売、加工、贈答に関しての振り分けだ。

　何をどれだけ、どうするかということを考えてもらった。

　そして、それを実行する。

　酒関連でドノバンと、加工関連で獣人族のセナと、販売関連でマイケルさんと激しくやりあったようだ。ご苦労さまです。

　なのでゴロゴロが許されている。

　まあ、少しすればゴロゴロするのにも飽きて色々と動き出すとの信頼もあるからだ。

「暖かい部屋で食べるアイスクリームは格別ですね」

「ミカン、美味おいしい」

「……二……三……四っと。くっ、財政危機で資金半減。我が人生、苦難続き。次は貴女あなたの番ですよ」

「お風呂、面倒……着替えるの面倒……もう寝る……」

「ご飯もここに運んでくれないかなー」

　…………。

　早く動き出してほしいものだ。










　ラスティはドースに呼ばれて不在。

　前にドライムが来ていたのは、ドースが呼んでいることをラスティとハクレンに伝えるためだったらしい。

　ちなみに、ハクレンはウルザの世話を理由に拒否。

　大丈夫かと心配したが、問題ないらしい。

「大事な案件なら、弟をメッセンジャーにはしないわよ」

　じゃあ、大事なら誰が来るのだろう？

「お父さまが直接来て、話しをするかな」

　なるほど。




　ブルガ、スティファノはラスティに同行。

　冬場は実家で過ごすとのことだ。

　実家はドースの巣の近く。お土産をたくさん持たせた。







　代わりではないだろうが、入れ替わるように村にやって来たのは、魔王国四天王のビーゼルとグラッツ。

　ビーゼルはフラウと少し話しをしたあと、一人でまったり。

〝魔王国〟の仕事が忙しかったのだろう。解放された顔をしている。

　グラッツはロナーナと初々しい感じ。

　迷惑が掛からないので問題なし。

　新居が必要になるのも秒読みだろうか？　焦あせらずに見守りたい。







　俺は餅を食べ終えると、作業場に移動。

　木を削って食器を作っていく。

　まずは今年生まれた子供たち用。次に成長したアルフレートやティゼル用。そしてウルザ用。

　…………。

　来客用も作っていく。

　無駄にデザインを凝ってしまった。

　不器用ではないが器用でもない俺がここまで加工できるのは『万能農具』のおかげだ。改めて感謝。

　…………。

　始祖さんとの神殿造りの前に、大樹の木の下にある社やしろを新しくしてみようか。

　いや、〝死の森〟の木は耐久性に優れているのか傷んでいるようには見えない。

　逆に風格が出てきていい感じになっている。新しくするのは違うな。

　それよりも……。

　創造神の像が光りだし、夜には眩まぶしかったので、設置した遮光カーテンをしっかりした扉にするのはどうだろう。

　そういえば、いつまで光っているのかな。

　ありがたい感じはするが、横の農業神の像が光っていないから目立つ。

　どうせなら農業神の像も光ってくれたら……いやいや、明るさ二倍は困るか。

　…………。

　農業神の像を木ではなく、鉄とかで作ってみるのはどうだろうと考えたが、思い留とどまった。

　素朴な方が、農業神の像っぽくていいか。

　とりあえず、思いついた扉を作ろう。

　社の扉といえば、観音開き。仏壇でよく見る折り畳み式にはしないので、そう難しくはない。

　完成。

　…………。

　社に持っていき、仮に設置。問題なし。

　ただ、扉が機能一点張りなのが気になる。わかりやすく言えば、のっぺらぼう。

　……取り外し、作業場に持ち帰る。




　扉の飾り……仏具などでは飾り鋲びょうだな。

　しかし、鉄は貴重。無駄ではないが無駄使いは避けたい。

　となると……シンプルに彫るか。

　デザインはどうしよう。クロ、ザブトン、竜ドラゴン、始祖さんなどを考えたが……。

　やはり大樹だろう。

　左右に分かれる扉の中央に大樹を描く。

　うん、悪くない。

　こうなると、裏側にも何か……扉を開けた時に見せる面になるし……。

　素直に花にしよう。

　創造神、農業神に似合う花はなんだろう？

　…………。

　困った時は『万能農具』に任せる。

　花のイメージで……桜だった。

　これは俺のイメージが強過ぎたかな。だが、悪くはないだろう。

　扉完成。

　改めて社に持っていき、しっかりと設置。

　開閉を試す。問題なし。

　社の周辺を掃除し……すでに綺き麗れいだ。

　鬼人族メイドたちの働きに感謝し、改めて社の神様に手を合わせる。

　…………。

　暖かくなっても光ったままなら、この像の前で宴会をするのも悪くないかもしれない。

　花見宴会。

　神様の前でも宴会をするのが日本人。

　……宴会前に始祖さんに相談した方がいいかな？




「そんちょー」

　ウルザが俺の所にやって来た。

「どうした？」

「ハクレンが怒るー。たすけてー」

「ははは。薄着で外に出たからだ。風邪をひく前に戻るぞ」

「うん」

　ウルザが俺に抱っこを求めてきたので、抱えてやる。なかなか重い。

　ウルザを追い掛けて毛布を持ってきたハクレンと共に、三人で屋敷に戻った。
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「よし、行くか」

　俺たちはぞろぞろと村の南側に行く。

　といっても村から離れるわけではない。

　目的は、畑のある場所のすぐ南に作られた競馬場だ。

　馬やケンタウロスたちが存分に走れる場所として作ったのだが、主に活用しているのはクロの子供たち。

　山エルフたちがコースを拡張、増設、改造し、障害物を設置したりして難易度がアップしたが、クロの子供たちは喜んでいるようだ。

　そして、現在。

　獣人族の男の子たちがクロの子供たちに乗ってレース的なことをするのが、冬の外の遊びとなっていた。




　競馬場の基本コースは、円を横に延ばしたようなオーソドックスな形。

　距離は……延ばした直線部分が八百メートルぐらいだが円の部分の距離がわからない。

　円周の計算の仕方ってどうだっけ？　俺が実際に走ってみた体感……一周、三千メートルぐらいに感じた。

　ただ、山エルフたちの改造でアップダウンが激しい。

　実際は一周、二千四百メートルぐらいだろう。




　スタート位置は共通。

　コースをどうするか、どちら回りにするか、何周するか、ゴール位置などでレース模様が色々と変化する。

　毎回、同じ展開にならないのは獣人族の男の子たちの試行錯誤なのだろうか。

　最初の頃はとにかく前へ出ることばっかりだったから、成長と思おう。

　成長の切っ掛けは、クロの子供に乗る酒スライム。

　体重差もあるかもしれないが、ゴール直前で鋭い差しを炸さく裂れつさせて見学者たちを驚かせた。

　足を溜ためていたというヤツだろうか。

　なんにせよ、獣人族の男の子たちに大きな衝撃を与えたらしく、それから色々と作戦を考え始めた。

「最終コーナーまでは二番手でいいわ。最後の直線で外に広がって抜くのよ」

「先に前に出て、そのまま逃げ切れ。とにかく逃げ切るんだ」

「だーっと行ってぐわっとすればいいのよ」

　大人たちが色々と入れ知恵をしている面も強いのかもしれない。




　レースへの参加者は増えた。

　クロの子供たちにすれば、ミノタウロス族が乗っても大丈夫らしいが、さすがにレースでは勝負にはならない。

　今のところ、獣人族の男の子、酒スライム以外にハイエルフ、山エルフ、鬼人族メイド、リザードマンの子供が参加している。

　参加は自由だ。

　ただ、俺がつけた条件は二点。

　レースに参加する女性はズボン着用と、クロの子供たちに無理をさせない。

　今のところ、問題は起きていない。

　問題とすれば、見学者たちだろうか。

　コースを見渡せる高い観客席をエルフたちが作り上げている。

　寒い冬への対策に、保温石を各所に設置。ハクレンと一緒に、温泉のある場所に採掘に行ったらしい。

　さらには調理する場所も作っている。といっても簡単なスープを作れるぐらいだが……温まる。




　まあ、これだけ見学者が集まるのは毎日ではない。

　今日はちゃんとしたレースをするからだ。

　コースをしっかり決め、審判も各所に配置されている。

　決まっていないのは出走者。というのも、選手登録があるわけじゃないからだ。

　ただ、レースの種類を発表しているので各自が心に決めているだろう。

　みんなの顔を見れば、参加者が足りないということはないと思う。

　レースで賭けは行わないが、一等の者には俺が賞品を出すことになっている。

　全員参加できないので褒ほう賞しょうメダルは出さない。

　代わりに俺の手作りのお菓子が出る。

　それで賞品になるのかと俺は首を捻ひねったが、周囲の声は「大丈夫」で統一された。

　甘味は大事ということだな。







　第一レース。

　エキシビションレース。

　コースはコーナー込みの約二千メートル。

　出場者、駐在ケンタウロス族二人と、馬。

　さらにレースの話を聞いて、三ノ村から駆けつけたケンタウロス族のグルーワルドと他四人。

　馬にはいつも世話をしている獣人族の女の子が乗っている。俺を乗せている時よりも従順なのはどういうことなのだろう。

　ちなみに、俺は馬に名前を付けている。

　競馬をしない俺でも知っている超有名馬の名前を。だが、馬は気に入らなかったようだ。

　獣人族の女の子がベルフォードと呼びだし、今ではそう呼ばないと顔を向けない。




　レースが始まった。

　実は二千メートルの距離に決めるのは揉もめた。

　速度は馬の方が優れているが、持久力は圧倒的にケンタウロス族に軍配が上がる。

　どちらかの圧勝ではレースが面白くない。色々と調整した結果、二千メートルがベストと判断された。

　ゴールは観客席の正面。

　大歓声の中、グルーワルドと馬の競せり合いとなり……グルーワルドが勝利した。

　そのままウイニングラン。体力あるなぁ。

　馬は乗せている獣人族の女の子に慰められていた。

　うん、尻尾や耳の動きからかなり怒っている。次が楽しみだ。







　第二レース。

　これもエキシビションレース。

　ミノタウロス族たちによる大荷物を引くレースとなる。

　距離は四百メートル。

　直線コースだがアップダウンあり。

　これは単独ではなく、チーム戦。

　四人一チームでの参加となり、六チームが出場となった。

　そのチームの一つに、グラッツとロナーナが参加している。頑張ってほしいものだ。

　引く荷物はソリに載せられた木材。

　重さは平等にしたけど、微妙に差はあるだろうから開始直前にクジで決められた。

　レース開始。

　…………。

　三メートル前後の巨体が協力してソリを引く姿は、なかなか熱いものがある。

　かなり盛り上がった。

　グラッツたちは惜しくも二位。楽しそうだから問題なし。







　第三レース。

　クロの子供たちによるレース。

　ただし、誰も乗せない。

　参加者が殺到したので選別。

　このあとのレースで誰かを乗せて走る予定の者にも遠慮してもらい、さらにここ数年で生まれた者に限定し、なんとか二十頭に。

　不満の声が上がったので、急きゅう遽きょ新しいレースをこのあとに差し込むことを決定。

　ともかく第三レース開始。

　距離は一周と少しの三千メートル。

　一団となって進むかと思ったら、意外とバラける。

　その中で先頭を競う二頭。

　最後尾で足を溜める四頭。

　どうなるのかと思ったら……。

　中ほどにいた一頭がスルスルと前に出たと思ったら、最後の直線では独走だった。

　見事な勝ちっぷり。

　マサユキが出迎えたことから、彼の子供か孫かな？　パートナーの一人ってことはないよな。

　ともかくだ。

　他の者と交ざると区別がつかなくなるので……首に布を巻いてやる。

　ふふ、速そうだぞ。

　他の者がうらやましそうに見ていた。







　第四レース。

　急遽、差し込んだクロの子供たちによるレース。

　こっちは年齢制限なし。

　参加頭数、二十二頭。

　距離、コースは第三レースと同じ。

　先ほどのレースを見ていたからか、牽けん制せいしあってバラけず、一塊となって行動。

　最終コーナーを回って、ラストの直線でやっとバラけた。

　抜きつ抜かれつの名勝負が繰り広げられた。

　勝った者が、俺の前に自慢気にやって来る。

　俺は褒めてやりながら首に布を巻いてやった。




　第三レース、第四レースの反省点。

　クロたちに色分けの布とかを着けないと、誰が誰だかわからないな。







　第五レース。

　ハーピー族による二百メートル走。

　飛行は禁止。

　…………。

　バタバタとした感じのレースだった。

　わかっていたけど、走るのは得意じゃないみたいだ。

　二百メートルは長かった。五十メートルでもよかったかな？







　第六レース。

　距離はコース一周の二千四百メートル。

　獣人族の男の子たち、酒スライム、リザードマンの子供、ハイエルフ、山エルフ、鬼人族メイドがクロの子供たちに乗るレース。

　本日の本命レースだ。

　体重差で本命が酒スライム。対抗が獣人族の男の子。大穴が鬼人族メイド。

　評判は気にせず、頑張ってほしい。

　と、ここで乱入者あり。

　クロの子供に跨またがり、腕を組むその乱入者の正体は……ウルザ。ズボンを穿はいて、やる気満々。その後ろでハクレンが応援している。

　出場人数に余裕があるので、来る者は拒まず。

　でも、落馬……落らく狼オオカミしたら危ないから草を詰めたヘルメットみたいな帽子を被かぶってもらおう。




　レース開始。

　いきなり飛び出したのがリザードマンの子供。

　逃げ切るつもりだろう。

　しかし、後方の者たちは落ち着き、ペースを乱さない。

　ウルザは……最後尾だが、しっかりと集団について行っている。

　コース中盤、鬼人族メイドが逃げているリザードマンの子供を追走。集団が縦に長くなった。

　しかし、鬼人族メイドは追いつけず、リザードマンの子供は逃げ続ける。最後まであのペースで保もつのか？

　最終コーナー。

　集団が一気に速度を上げ、先頭に襲い掛かろうとする。だが、追いつかない。

　タイムウオッチがあればわかったのだろうが、逃げていたリザードマンは飛び出したあと、少しずつ速度を落として足を残したのだ。

　だから、最後まで逃げ切れる。リザードマンの子供は勝利を確信した。

　だが、甘い。

　鬼人族メイドが追った時点でそのことに気付いた者がいた。

　追った鬼人族メイドと、レース慣れしている獣人族の男の子たち三人。

　そして天てん賦ぷの才か野生の勘かウルザ。

　鬼人族メイドは追走してしまったので、そのまま追いかけるしかなかったが……獣人族の男の子たちとウルザは後方でさらに足を溜めた。

　逃げている先頭が足を残している状態で、後方がさらに足を溜めるって……作戦として駄目じゃないのか？　どうなんだろう？

　ラストの直線。

　後方から獣人族の男の子たちとウルザがイナズマのように駆け上がってきた。逃げていたリザードマンの子供が慌てたのがわかった。

　ゴール前。

　リザードマンの子供、獣人族の男の子たち三人、ウルザが並んだ。

　リザードマンの子供が遅れる。

　獣人族の男の子の一人がさらに遅れ……。

　ゴール！

　なかなかの熱戦。

　だが、勝負は非情。勝者と敗者に分ける。

　優勝は、獣人族の男の子の一人。

　ウルザは三着だった。







　参加者全員に甘味を配りたくなるが、優勝者への賞品なので申し訳ない。

　頑張ったと褒めてあげよう。

　まあ、俺が褒めるまでもなく見学者たちが讃たたえ、反省会とか始めているけど……。

　甘味ではないが、何か料理を作ろうかな。

　レースはまだまだ続いたが、平和な一日だった。
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　始祖さんがやって来た。帰ってきたというべきか？

　色々と仕事で忙しかったらしい。

　冬場なのにと思ったが、宗教関連は冬場でも忙しいようだ。

　始祖さんはすぐにでもと言っていたが、あまりの疲労具合に行動開始は二日後と説得した。

　風呂と食事を勧め、休んでもらう。

　始祖さんの転移魔法が頼りの面もあるしな。







　同行者は……神殿造りなのでハイエルフたちを中心に、食事当番と護衛を考えて編成。

　ハイエルフ、十名。

　リザードマン、五名。

　山エルフ、五名。

　鬼人族メイド、二名。

　クロの子供たち、五十頭。

　夜は始祖さんの魔法で村に帰るので、荷物はそれほど多くない。







　現場に到着。

　温泉調査隊が帰りに宿泊した跡が残っている。

　少し歩いた場所に直径四メートルぐらいの穴。

　この穴の底に創造神の像に加工した黒い大岩がある。

「まずは作業拠点を作りましょう」

　ハイエルフの提案に従い、宿泊した跡をそのまま使う。

　食事用のテーブル、椅子を設置し、雨避よけの布を上に張る。調理場は……そのまま残っていたけど、作り直す。

　こんなものだろう。

　次に、資材置き場っぽい場所を穴の傍そばに用意。

　こっちにも雨避けの布を上に張っておく。

　そんな作業をしている間、クロの子供たちがいくつかのグループに分かれて周辺をチェック。

　冬だというのに魔物、魔獣がそれなりにいたらしい。

　運ばれてきた魔獣の血抜きを行う。

　神殿を造る前に血で汚して大丈夫かな？

　…………。

　やってしまったものは仕方がない。貴重な食料でもあるしな。

　神殿造りの前にはしっかり手を洗おう。




　周辺は燃えた跡なので、少し歩いて無事な森で木材を調達する。

『万能農具』大活躍。

　石材は……地下に行くのだからそこで調達すればいいだろう。




　始祖さんは単独で穴に潜り、内部の安全確認。

　大丈夫だとは思うが、穴に潜って冬眠している魔物や魔獣がいるかもしれないからだ。

　戻ってくるのが遅かったけど、中に魔物や魔獣はいなかったようだ。遅かったのは祈っていたからかな？







「とりあえず、計画としては創造神の像の周辺を飾る方向ですが……地上部分はどうします？」

　ハイエルフからの質問。

　地上部分。

　これは穴のことだ。

　ふさごうとは思っていたが、実際にどうやってふさぐのかが問題だ。

　穴は自然に開いた穴ではなく、アースラットが開けた穴だ。

　直径は四メートルぐらいで、大きいと言えば大きいが、深さが直径に似合わないぐらい深い。

　正確にはわからないが、二百メートルぐらいはありそうだ。

　アースラットのトンネルがダンジョンの下にあるのだから、それぐらいあっても不思議じゃないか。

　逆に浅いのかもしれない。

　穴の側面にネジ穴のような溝があることから、アースラットが真上に向かって掘ったのではなく、上に向かって螺ら旋せんを描くように掘ったと推測できる。

　真まっ直すぐ上に向かって掘ると、落ちちゃうからな。思ったより賢い。野生の知恵か？　いやいや、操られてたんだったな。

　…………。

　しかし、この穴。

　なぜ存在するのだろうか？　あの黒い大岩が目的だと仮定しよう。

　横から掘って黒い大岩を発見。その後、黒い大岩の真上に掘って地上に……。

「始祖さん。そういえば、穴の底にある黒い大岩。もう一カ所あるんだよな」

「うむ」

「そっちも上に穴があったのか？」

　あったらしい。

　ならば意味のある穴なのだろうか？

　うーん。

　考えても答えが出るわけじゃないからな。今はこの穴をどうするか。埋めるなら、どうやって埋めるか。

　それが大事。

　二つ目の黒い大岩も創造神の像にするかどうかが大事ではないのだよ、始祖さん。







　穴を埋めるかどうかは保留。

　落下防止のために木でふたっぽい物を作って、置いてみる。

　…………。

　貧相。

　そして逆に危ない感じがする。石で穴の周囲を取り囲み、ふたが動かないようにすべきかな？

　…………。

　後回し。

　作業のメインは地下。創造神の像の周囲だ。




　ザブトンの糸を編んで作られたロープを使って地下に木材を運ぼうと考えたが……ロープが短い。

　木の強度を信じて落とす？

　うーん、抵抗感。

　でもって、穴の底には創造神の像。やめておこう。

　始祖さんに運んでもらう？　それも手間だ。

　となれば……『万能農具』の出番だな。




　穴から少し離れた位置に、新たに穴を掘る。

　アースラットにできて、俺にできないことはない。

　アースラットの縦穴の周囲を、螺旋を描くように斜め下に向かって掘っていく。

　掘る前に始祖さんに空気の毒から身を守る魔法をかけてもらっているので、酸欠の心配は不要。

　地下の創造神の像がある場所も、風の精霊がいるから大丈夫と言っていた。

　遠慮なく掘る。掘る。掘る。水が出てきた。うおおっ、溺れる。

　…………。

　そうだよな。水が出ること、考えていなかった。待て待て。

　創造神の像はもっと深い。そこが水浸しになっていないのだから、なにか水が湧くのを防ぐ手があるのだろう。

　…………。

　思いつかない。

　俺はアースラットよりも無能なのか。

　いや、アースラットは操られていたのだ。ヤツを操っていたのは死霊王。

　やるな死霊王。

　あ、ウルザの姿じゃなくて、なんかこー、怖い感じのヤツで。そうそう。やるな死霊王。

　よーし、みんなと相談だ。湧き水対策。




「魔法でなんとかなりますよ」

　魔法、万能過ぎ……。

　え？　木材も魔法で落下させる？　落下速度がコントロールできるから大丈夫と……。

　なるほどなるほど。

　…………。

　俺は穴を掘り続ける。移動するのに必要だからな。決して、意地になったわけじゃないぞ。

　穴堀りで出た土は、始祖さんが生み出した土人形たちが運んで外にやってくれる。

　数日かけて、俺の穴は創造神の像がある空間に到達した。

　そして、目に飛び込んできたのは運び込まれた大量の木材と、測量を始めているハイエルフや山エルフたち。

　…………。

　俺と土人形は、それらを見なかったことにして到達を祝うハイタッチをした。







　創造神の像のある空間は、魔法の光で照らされている。

　上の穴は光を取り込むには狭くて長過ぎるので役に立たないらしい。つまり、あの穴はそれ以外の目的か？　移動用にしてもおかしいしな。

　…………。

　魔法か何かで穴が必要とか？

「風の精霊を留まらせる条件としては必要ですね」

「単純に、地上の様子を知るためとか」

「操られていたのですよね。到達したら上に向かって掘れとか指示されていただけでは」

　結論、よくわからない。

　だよな。放置。もう考えない。




　神殿造りを始める。

　俺の考えでは、この空間に神殿を建設するつもりだったのだが、始祖さんやハイエルフたちから却下された。

　この空間を加工し、神殿内部として作り変える方向がベストだとのこと。

　降ろした木材は？　主に壁の加工のための足場ね。

　計測したのは？　灯あかりを置く場所とかを計算してただけね。

　了解。

　つまり……『万能農具』の出番ですね。




　ハイエルフ、山エルフたちが灯りや祭具を置く場所を指示し、俺が削って造る。

　あとはデザイン面だが……俺にお任せなので、西洋風イメージでやっていく。

　全面を加工せず、要所要所に岩地を残すことでメリハリをつける。

　俺の作業を見ながら、足場が先回りで用意されているので俺のストレスはない。

『万能農具』を使っている時は疲れないしな。

　…………。

　時々、地上で気分転換。

　リザードマンたちが、穴の周囲に柵っぽい物を作ってくれていた。

　ありがとう。




　クロの子供たちと遊ぶ。

　ははは、待て待てー……ん？　鹿っぽい魔獣がいるな。

　…………あの角ツノ……まさか……パニックカリブー？

　蘇よみがえる味の記憶。

「待てぇぇぇぇぇっ!!」

　仕留めた。

　村に持ち帰り、英雄扱いされた。

　そして宴会。

　やはり、美味い。

　初めて食べたウルザや獣人族のガルフ、ガット一家が感動していた。

　始祖さん、ビーゼルはどこかで食べたことがあるのだろう冷静だった。

　だが、おかわりはキッチリ求めていた。




　神殿造りは順調だ。
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　真っ白な創造神の像を中心にした広い空間。

　その像を照らすように側面に配置された光る石。

　光る石は全て炎のデザインに加工されており、白く燃えているようにも見える。

「まさか、光ひかり石いしを加工するとは……」

「素晴らしい」

　山エルフと始祖さんが素直に驚いてくれる。




　光石は、その名の通りに光る石。

　常に光っているので、ライトの代わりに使われる。

　使われるのだが、小石サイズの物でもそれなりに貴重なので、庶民が手にするような物ではないらしい。

　主な用途は、お金持ちの家の照明。

　そんな扱いの光石を、始祖さんがどこからか運んできた。小さな子供ぐらいのサイズの光石を、何十個も。

　創造神を飾るためなんだろうが、小石サイズの物でそれなりに貴重らしいのだが……値段は聞かない方がいいんだろうな。

　でもって、それらを山エルフたちが計算した場所に照明として設置したのだが……武ぶ骨こつ。

　石というか岩が光っているだけだからな。

　俺が設置場所のデザインに凝ったのも悪かった。

　だから光石を加工した。炎の形に。

　うん、ナイスデザインと自画自賛。

　形を変えても光量は変化せず、光の強さにムラもない。一つを完成させて問題なしと判断して、全部を加工。雰囲気が出たんじゃないかな。




　壁の模様は俺がデザインした。

　風景にしようかと思ったが、こういった空間なので模様系で。

　ただし、規則正しくはしない。規則正しいのは綺麗だが、圧迫感を与えてしまう。かと言ってわざとズラすと意図が透けて気持ち悪くなる。

　綺麗な上で手作業の温かみのあるデザインを目指した。

　…………。

　上手くできたと思う。

　始祖さん、文句言わないし、熱心に祈っているし。




「これで完成ですか？」

　ハイエルフが聞いてくる

「そうだな」




　出入り口は俺の掘った斜めの螺旋穴の周囲を整え、扉を設置した。

　空間の壁は俺のデザインで完成。床も同様。

　創造神の像の正面に、祭壇っぽい物を始祖さんの指示で作成。

　一通りは完成したと言ってもいいだろう。




「地下は完成だな」

　そう、地下は完成。地上が残っている。




　問題は創造神の像の真上に開いている穴。雨が降った時、創造神の像が汚れるのが問題だ。

　なので地上の穴はふさぐことで話が決まった。

　それで、どうやってふさぐのかという話なのだが……地上にも神殿が建てられることになった。

　救いは木造でＯＫということだろう。

　村からハイエルフに追加で来てもらい、一気に建設した。

　創造神の像の真上の穴と、俺が地下に行くために掘った穴を全て取り込むような形で。

　俺はハイエルフたちの指示に従い、木材集めと加工を頑張った。







　地上の木造神殿は完成した。

　見た目は木造の家だが。

　家は大きく前後二つのエリアで構成。

　前のエリアが生活エリア。

　普通にテーブルと椅子が置かれ、どこかの休憩所みたいな雰囲気になっている。

　後ろのエリアにあるのが俺の掘った穴へと続く扉と、創造神像の真上に通じる穴。

　穴の周辺には転落防止の柵が設置されている。

　落ちたら大変だからな。

　屋根に仕掛けがあり、開閉式になっている。その仕掛けのため、家の中央の梁はりが撤去され、強度不足を補う工夫が要所にされている。山エルフたちのアイデアだ。

　雨の時は閉じ、天気のいい時は開けるのだが……誰か常駐するのか？　ここに？

　あと、建ててからなんだが、魔物や魔獣につぶされないか？

　その問題を解決したのは始祖さんだった。

　魔除けの魔法。

　魔法って便利だな。




「例のガーゴイルは出さないのか？」

　トンネル内部に十体設置してくれた。ここにも置くと思ったのだが……。

「創造神様を敬愛してはいるけど、像は像。あっちのトンネルは巨人族たちの生命に関わるからね」

「なるほど」

　ちなみに、俺が地下に向かう穴を掘る時に協力してくれた土の兵士たちは、地下で創造神の像の警備を行っている。

「本当にありがとう。感謝するよ」

「始祖さんには色々と世話になっているからな」

　始祖さんが嬉しそうに言ってくれたので、それだけで十分だ。

　さあ、帰るか。ん？　なぜ、俺の肩を持っているのかな？

「もう一カ所の方なんだけど？」

　……だよな。

　とりあえず、全員で村に戻る。

　忘れ物はないな？　よーし、点呼。……問題なし。







　では、改めて二つ目の黒い大岩のある場所に向かう。

　そちらも穴が開いているので、地上から侵入できる。

　場所は始祖さんが知っているので問題なし。

　俺と始祖さんで、まずは偵察に向かった。二つ目の黒い岩があるのも〝死の森〟の中だ。

　場所はかなり東寄り。




　こちらはラスティが燃やしていないので、探すのに手間取った。

　森の中にぽっかりと開いている穴を発見。

　一つ目と同じような穴だ。

　ということは、この穴の下に黒い大岩が……？

　ん？　なんだか凄すごい気配がする。

　俺は『万能農具』を持った。

　始祖さんも警戒している。

　…………。

　俺は何か放り込める物はないかと探したが、なかった。

　小石でもあればいいのに。

　同じことを考えたのか、始祖さんは呪文を唱えて土の兵士を作り出した。

　そして土の兵士が穴に近づいていく……。

　食われた。

　あっという間だった。

　穴から飛び出してきたのは巨人族のダンジョンを襲った巨大なムカデ。ポイズンロックヘカトン。

　続いて見たこともない巨大な虫がワラワラと穴から這はい出してきた。

「て、撤退っ！」

　俺は始祖さんに抱きつき、転移魔法で逃げてもらった。

「空中？」

　逃げた先は空だった。

「一旦、上に避難しただけだよ」

　始祖さんは、なんでもないように空中に浮かぶ。俺はそんな始祖さんの腰に抱きついている状態。

　そんな俺たちを見つけたのかムカデが頭を伸ばしてきた。デカい牙がガシャンガシャンと威嚇しながら近づいてくる。

「うん……これは駄目だね」

　始祖さんは改めて転移魔法を使い、村に戻った。







　見慣れた景色に一安心。

　手に汗がビッショリだ。

　巨人族のダンジョンで遭った時はそれほどじゃなかったけど、さっきのムカデは変な感じだった。

　森の中にあんな場所があるのは困る。どうしたものか？

　俺が考えている間に、始祖さんは動いていた。

　ハクレンを呼ぶ。

　先ほどの穴の上空に移動。

　穴に向かって炎を吐いてもらう。

　竜って凄いなぁ。

　なぜか同行させられた俺は、始祖さんに抱きつきながら改めて思った。




　始祖さんなら、ムカデぐらいどうとでもなるらしい。

　ただ、細かいのがいっぱいいるので面倒だから、撤収したとのこと。

　俺はハクレンの吐いた炎で燃えた森の鎮火作業と、燃え跡を耕していた。うん、燃えた魔物や魔獣に合掌。

　穴の内部には始祖さんが突入している。

　ハクレンは俺の護衛として傍にいる。

　ウルザと一緒に。

　ハクレンが移動する時にウルザがついて来たのだ。ずいぶん懐なついたものだ。

　ただ、留守番の言いつけを守らないのはよくないぞ。

　あと、ハクレン。甘やかすだけじゃ駄目だからな。

「そんちょー、あっちに何かいる」

　ん？

　ウルザに言われた方向を見たけど……普通の森だ。

　えっと……俺には見えなかったけど、ハクレンには見えたようだ。

「会話は無理かな」

　ハクレンはウルザの前に立ち、隠す。

　少し遅れて、俺にも存在が確認できた。

　剣を持った鎧よろい姿の人間。

　だが、纏まとう雰囲気が人間ではないと教えてくれる。

　ハクレンの炎の難を逃れたのか……その名は死霊騎士。

　あとで始祖さんに教えてもらった。










「地上に出たあとで道に迷い、彷徨さまよっていたと。前にも同じことをして怒られた。もう駄目かなぁと思っていたところ、覚えのある気配を感じてこっちに……」

　俺は死霊騎士のジェスチャーを解読していた。

　ハクレンとウルザは飽きて遊んでいる。

　この死霊騎士、敵意が欠片かけらもなかった。なんでも主人との契約が切れ、自由契約状態。

　別になんでもかんでも斬りかかる狂人じゃないですよとジェスチャー。だったら剣を持って歩かないでほしいと伝えたら、鞘さやがないからとの理由。手早く近くの木で鞘を作ってやると、話し相手になってほしいと現在に至る。




「主人になってくれませんか？　あー、嬉しい誘いだが……向こうの二人にも聞いてほしい？　駄目だと思うけど……ウルザなら」

「今の彼女に、死霊騎士を使役するのは無理ですよ。村長もですけど」

　始祖さんが合流。

　生きていたのにも止とどめを刺したので、穴の中は全滅。

　安全だそうだ。よかった。

「それで、彼は？」

　俺は紹介し、死霊騎士は丁寧に頭を下げた。

「場所から考えて、死霊王の部下っぽいですけど」

「たぶんな」

「どうするのです？」

「どうしよう？」

　村に連れて帰る……のは無理だよな。

　いける？　いけるか？　いけちゃう？

　……駄目だ。自分を騙だませない。もう少し、外見と雰囲気をなんとかしないと……。

「この身で人の輪に入ろうとは思いません。お気になさらずに……そう言われてもな」

「死霊とはいえ騎士なのだから、何か使命を与えればいいんじゃないかな？」

「おおっ、それは名案。って、主人じゃないのに使命を与えていいのか？　……細かいことは気にするなと。お前、大物だな」

　少し考えた。







　死霊騎士は温泉の番人になった。
















　最初、神殿の警備をと思ったら魔除よけの魔法の効果で苦しみだしたので却下。

　ならばと次案が温泉。

　神殿作りの最中に、何度か来たので施設は無事だ。

　死霊騎士は、やる気満々のようだ。

「頼んでおいてなんだが……一人で大丈夫か？」

　俺の質問に、グッと骨の手を突き出してくる。

　そうか、頼んだぞ。

　今度、死霊騎士に役立ちそうな物を持って来るとしよう。




「寄り道になったけど、穴の場所に戻ろうか？」

　俺は温泉に入っている始祖さん、ハクレン、ウルザに声を掛けた。

　男風呂、女風呂から、「もうちょっとー」と声が返ってくる。

　寒いから入りたいのはわかるけど、入浴の準備もなく入るのはどうなのかな。

　え？　村から持って来ている？　そういうことは早く言ってほしい。

　穴に向かうのは、少し遅くなった。
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　温泉を堪能した後、俺たちは黒い大きな岩のある穴の場所に移動した。

　ハクレンが燃やした跡が痛々しいが、場所がわかりやすくていい。

　穴に入るのは、まず始祖さんが先行。

　大丈夫だとは思うけど……始祖さんが全力で出てきた。

　その後ろに続く、黒い手。その正体は、三十センチぐらいの虫の集団だった。

　ハクレンが燃やした。穴の中も念入りに。

「び、びっくりした……」

　始祖さんが、心を落ち着かせていた。

　苦手ではなくても、不意打ちで大量の虫には驚かされるらしい。




　穴に再侵入。

　今度は全員で。一応、俺とウルザに空気の毒を防ぐ魔法をかけてもらう。




　俺は始祖さんに。

　ウルザはハクレンに抱えられて穴の中に降りた。

　ハクレンの炎は凄い火力だったようだ。

　熱を感じる。

　…………。

　下は真っ白な灰の山だった。本当に大量にいたんだな。




「念のため、横穴に向かって炎を」

　始祖さんの指示に従い、ハクレンが炎を吐く。

　東側、西側……ん？

　もう一つあるな。




「こっちはどこに？」




「そっちはすぐに行き止まりだよ」

　すぐにとは言っても、行き止まりまで一日ぐらい歩くらしい。

　そっちにもハクレンは炎を吐いておいた。




　目当ての黒い大岩は、灰の中に隠れていた。

　灰を始祖さんの魔法で操り、東側のトンネルに送り込んでふさぐ。灰だからどんなものかと思ったけど、かなり圧縮したらしく硬い。水をかけるとどうなるのかなとか思ったが、後回し。

　本命は黒い大岩。

　うん、本当に黒い。真っ黒。

　始祖さんの魔法で周囲を照らしてもらっているが、光が届いていないような感じだ。

　俺は『万能農具』をクワの形で手にする。

　すると……。

　やはり嫌な雰囲気。岩の下から黒いモヤの糸が出て、ウネウネとしている。

　…………。

　気持ち悪いので、耕す。

　黒いモヤの糸がなくなった段階で、黒い大岩を彫る。

　創造神の姿ではなく、光神の姿で。始祖さんとの話し合いの結果で、こうなった。

　創造神でも構わないが、同じのが何カ所もあるのはどうだろうとなったのだ。では、別の神様ということになり、サイコロで決めた。

　俺としては農業神にしたかったが、この黒いモヤの糸に対抗するには不安があった。

　農業神が駄目なんじゃない。

　黒いモヤの糸に対抗するイメージができなかっただけだ。

　光神のモデルは、コーリン教にある御神体の一つ。始祖さんが資料を持って来てくれたので問題はないが、完成形がイメージと違っても許してほしい。







　半日ほどで完成。

　完成すると、黒い光神像が徐々に白くなっていく。

　創造神の像の時と同じだ。

　うん、これで黒いモヤの糸は解決だな。

　…………。

　よーく見ると、光神像の下から黒いモヤの糸が頭上の穴に向かって何本か伸びている。

　…………。

『万能農具』で全部、切っておいた。

　創造神像の方は大丈夫だろうか？

　村に帰る前に寄って確認。問題なさそうだ。




　こっちも神殿にしたいのだろうけど……。

　今年の冬は勘弁してほしい。

　すでに本格的な寒さになってきている。

　たぶん、あと少しで雪が降るだろう。

　地上の穴を近くで切った丸太を並べてふさぐ。

　これで大丈夫だろう。

　…………。

　俺は始祖さんに抱えてもらい、空に浮かぶ。

「最初に彫った創造神の像は……こっちか？」

「正確にはもう少し……そこだ」

　俺を抱えている始祖さんが、体を動かして俺の指先を操作する。

「………………………………………………」

「どうした？」

「んー……気のせいかもしれないけど…………」

「そういった時は大切な時の方が多いぞ」

「そうか？」

「そうだとも。言ってみるがいい」

「光神の像を造った場所なんだが、行き止まりのトンネルがあっただろ」

「ああ」

「それなんだが……掘っている最中だったんじゃないか？」

「……」

「で、あの黒い大岩に意味があるなら……行き止まりのトンネルを掘り進めば、またあるんじゃないか？」

「考えられるが……私でもそうそうに掘れるものではない。確かめようがない」

　俺は始祖さんに言って、地面に降ろしてもらう。

　そして地面に『万能農具』で図を描く。

　一辺の長さを、創造神像と光神像として……行き止まりのトンネルのあった角度は……これぐらい？

　同じ長さで辺へん、同じ角度で角かどを作っていくと……正七角形？

「つまり、あと五つあると？」

　俺の書いた図を見て、始祖さんが聞いてくるが困る。

「いや、そうじゃないかなって思っただけだから……」

「しかし……この図の通りとするなら……ふむ」

　始祖さんは少し考えた後、笑顔でこう言った。

「村に帰ろうか」

　俺もそうしようと思う。

　ウルザが飽きて、ハクレンも困っているから。




　その日はよく眠れた。

　多少の心残りはあるけど、一応はスッキリしたからだろう。







　翌朝。

　笑顔の始祖さんが言った。

「三つ目、見つけたよ」

「え？」

「あの図の場所にあった。さすがだね」

　話を聞くと、始祖さんはあのあと、一人で計測したらしい。

　ガーゴイルを設置することで方向と距離がわかるので、それを利用したとのことだ。

　目的地で二百メートル掘るのが大変だったけど、なんとかしたらしい。

　始祖さんの横で、疲れているルー、フローラ、ティア、グランマリアたち……。

　なるほど。なんとかしたようだ。

　ああ、昨日の晩、俺はよく眠れたわけだ。

　ラスティは不在、ハクレンはウルザがくっついているからな。

　アンは……アルフレートやティゼルの面倒をみてくれていたのね。ありがとう。




「でもって、黒い大岩の発見と同時に魔物が集まりだしてね」

　その日から、俺、始祖さん、ハクレンで黒い大岩を加工する作業が始まった。

　ウルザはお留守番。

　その判断に文句を言ったのはハクレンだったけど、さすがに危ないからね。

　アンに任せた。




　忙しかったけど、しばらく夜はぐっすり眠れた。






















　落神。




　我は神であった。

　だが、忌いま々いましき神々との戦いに敗れ、我が地位と名は奪われた。

　この身は大地の奥底に封じられ、そのまま朽くちるだけだった。

　許さぬ。そんなことは許さぬ。

　我は何千年、何万年経たとうとも、神々を討ち滅ぼす！　この恨みは忘れぬ！

　忌々しき神々を全て滅ぼすまで、我は世界を呪い続けてやる！　我を封じたと安心しているがいい。

　我も馬鹿ではない。

　いくつもの復活のための仕掛けをしている。我が復活した時、その時がお前らの最後だ！




　さて、こんな感じで考えていた我だが……。

　先に言っておく、我は神だ。

　そして、神でも痛いものは痛い。

　想像してほしい。

　足のスネに巨大な杭くいを打ち込まれるのを。

　悶もだえるよね。超悶えるよね。封じられた身じゃなかったら、足を抱えてゴロゴロと転がるよね。

　でもって、こっちは復活に備えて寝ていたんだ。

　パニック。超パニック。なに、なに？　え？　どうしたのって感じでパニックになるよね。

　状況を理解した時、愕がく然ぜんとしたね。

　我を封じていた大岩が憎むべき創造神の姿になって、強固になっていた。

　檻おりに閉じ込められ、一生懸命削っていたのに半分ぐらいのところで新しい檻に交換された気分。

　しかも、前の檻よりも硬いでやんの。

　神々の仕業かってブチ切れたね。

　でも、封じられているから何もできない。身動きもできない。痛みはある。

　久しぶりに呪いを出したね。うん、集まるのは虫ばっかり。我の力も衰えたものだ……。

　しかし、たった一カ所が強固になっただけだ。

　痛みだってまだ我慢できる。

　前向きにって思っていたら二カ所目、やられました。

　露出していたのが駄目だったか。

　しかも、竜なんてズルい。

　あいつら、神相手にだって喧けん嘩かする凶暴なヤツらだぞ。

　竜は許して俺は許さんって神々め。

　ま、まあ、いい。

　やられたのは露出している二カ所だけだ。

　我が復活するための仕掛けが上手く作動していたのが、神々に気付かれたのだろう。

　残念だが……まだまだ仕掛けはある。復活が百年ほど遅れるだけだ。

　そう思っていたら三カ所目、やられました。

　やったのは……忌々しい神々ではなく、人間だな。

　うん。

　あいつら、埋まっている箇所を的確に狙ってきました。

　痛いのが限界だったので、体の一部を切り捨てました。

　力をかなり失ったけど、まだ神性は残っている。

　そして、我は賢いので未来を予想できる。

　ほら、予想通り四カ所目が発見された。

　…………。

「助けて、神っ！　今までのこと、色々と謝るからっ！」
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　私の名は……なんだろう。忘れてしまった。頭の中がはっきりしない。困った。

　困った時は、素振り。そうだ。困った時は素振りをするのが私の習慣だった。

　ん？　私の愛剣の柄つかがこんなにボロボロに……手入れを怠ったか？　魔法の剣だからって気を抜くとはなんたること。

　……あれ？　剣を持っている私の手……骨になってない？　うん、骨だ。

　…………。

　うわわわわっ！　え？　なに？　どうなってる？　ひょっとして私、骨？　え？　えええええええええっ！




　素振りをして落ち着く。

　よし。理由はわからないが受け入れよう。今の私は骨だ。

　手だけでなく、胸や足もそうだな。見ていないけど触った感覚だと頭もそうなっている。そっちの方がバランスがいいから、そうであってほしい。頭だけ無事で体だけ骨とか怖すぎる。

　私が着ている鎧もボロボロ。数年どころか数百年は放置したかのような鎧だ。

　そこから考えるに、私は一度死んでいたのだろう。そして蘇った？　アンデッドになってしまったのだろうか？　それにしては自我がはっきりしている気がする。

　骨だから喋しゃべれないが、ジェスチャーは可能だ。木を叩たたいて合図を送ることだってできる。そんなことができるアンデッドはいない。つまり、私はアンデッドではない。そういうこと。




　しかし、そうなると私はなんだ？　自我がある骨？　うーむ。

　三日ほど考えたが、結論が出ないので諦あきらめた。

　そして、その三日のあいだ、眠くもならなければ腹も減らなかった。

　本格的に自分が化け物になってしまったと自覚させられる。

　記憶は曖昧だが、以前の私は確実に人間だった。それも騎士。周囲からそれなりにキャーキャー言われる存在。

　今、この格好で街に行ったら別の意味でキャーキャー言われるだろうな。

　…………。

　受け入れてもらえるか？　ワンチャンある？

　いやいや、無理だな。私が街の人間だったら絶対に討伐する。




　はぁ……どうしよう。

　これだったら自我のないアンデッドになっているほうがマシだったか？

　いや、諦めるな。

　骨になっているけど、こうして剣を持って動くのだ。私が自我を持つ意味があるはずだ。

　…………意味？

　そういえば、私は誰かに仕えていたような……騎士だったから当然といえば当然だが……。

　王がいたような。

　いや、女王だったかな？　記憶が曖昧だ。主君を忘れるとは……モヤモヤする。よし、素振りだ。モヤモヤした時も素振りですっきり。これが私だ。




　素振りですっきりするが……骨だからな。筋肉はつかないよな。うーむ。もう百回、素振り。




　よし、すっきり。細かいことは考えない。

　昔のことはゆっくりと思い出せばいい。




　まず、私がやることは……なんだろう？

　拠点作り？　寝ないのに？　お腹も空かないから必要ないよな。

　だから畑を作る必要もなければ、罠わなを仕掛ける必要もない。

　……

　防御陣地作り？

　おおっ、これだ！　骨だからな、防御力が低いはずだ。それを補うための防御陣地は大事。

　ふふふ、やるぞ！




　まずは地面を掘る。これ、基本。道具は……剣で掘るのはなにか違うな。

　素手？　この骨の手で掘る？　ないな。鎧の一部を外して掘ろう。ボロボロだけど鉄製。




　私の鎧が砕けた。ボロボロ過ぎたようだ。残念。

　ならばそこらに落ちていた石！　ゴリゴリと掘るぜ！




　……遊んでいるように見えるかもしれないが、遊んでいない。

　そして地面、めっちゃ硬い。私の骨は折れていないけど、心が折れる。

　なんだここ？　普通の森じゃないのか？

　探せば柔らかい場所もあるが、それも硬い場所に比べて柔らかいだけで私の知る地面の硬さじゃない。




　ええい、こうなれば木だ。

　木で防衛陣地を作る。

　木を斬るなら剣でも問題なかろう。剣も許してくれるよな。




　遊んでいるように見えるかもしれないが、遊んでいない。

　木、めっちゃ硬い。堅かたいじゃなくて硬かたい。木を斬っているのではなく、鉄を叩いているようだ。

　植物なんだよな？　この硬さじゃないとここでは成長できないのか？

　そして恐ろしいのは、この硬い木の幹にでっかい爪痕がしっかりと残っていること。

　…………。

　防衛陣地が欲しいのに、材料が揃そろわない。

　うん、素振りしよう。




　問題解決。

　木の幹にでっかい爪痕を残したであろう魔獣に襲われたが、返り討ちにした。

　私は強いらしい。ふふふ。

　防衛陣地は不要だった。




　となると少し困る。

　やることがない。

　私はやることが欲しい。せっかく動けるのだ、何かしなければ。




　とりあえず、石を積んでみた。

　空むなしかった。




　積んだ石を守るというルールを自分で作ってみた。

　悪くはなかったが、三日で飽きた。

　誰も攻撃してこないんだもん。




　贅ぜい沢たくを言う気はないが、使命感が欲しい。

　主君がいた頃はそれに飢えたことはなかった。

　懐かしい。

　…………。

　そうか、私に必要なのは主君だ。仕えるべき主君を見つける。

　これだ！

　大笑いしたが、骨なのでアゴがカタカタと鳴っただけだった。







　主君を探すという目的を持った私は行動を開始する。

　ふふふ、出発だ！　今の私は充実している！

　一歩踏み出した瞬間、向こうから鎧を着た骨が現れた。

　…………。

　たぶん、自分の姿を水に映したらあんな感じだな。

　同じような格好、同じような武器、同じような行動。

　理解した。理解したがそれを否定し、わずかな希望をもって確認する。

「お前は私の主君か？」

　ジェスチャーでそう伝えた。

「違います。逆に聞きます。貴方あなたは私の主君ですか？」

　ジェスチャーで返された。

　…………。

「違うな。だが、私とお前は同士だ」

「同士……いい響きだ」

「ふふふ。共に素晴らしき主君を探そうではないか」

「はい。よろしくお願いします」

　私は仲間を得た。幸さい先さきがいい。

　これはひょっとして、主君もすぐに見つかるのではないかな。

　期待するぐらいは構わないだろう。

　私の旅は始まったばかりだ。
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　俺たちは巨人族。巨人族の名に相応ふさわしい巨体と、全身を覆わんばかりの長い体毛が特徴だ。

　だが、俺たちは俺たち以外の巨人族に会ったことがないので、毛がどれぐらい長いかは知らない。昔から毛が長いのが特徴だと受け継がれているだけだ。

　俺たちは俺たちが活動できるぐらい巨大な地下の穴の中に住居を構え、あまり穴の外に出ない。穴の外は魔物や魔獣が多いからだ。

　まあ、何人かの戦士は外に出て獲物を狩ってくるけどね。

　地下の穴の中にも魔物や魔獣は出るが、数は少ないうえに対策がわかっているのでそれほど怖くはない。狩って食料にしているぐらいだ。

　もちろん、油断したらこちらが食料になるので気は抜かない。

　俺たちは毎日、変わらない生活をしていた。




　生活に変化があったのは外が暖かくなった頃。

　まず、竜がやって来た。しかも二頭。

　これまで上空を飛ぶ姿を見ることはあっても、目の前に降り立ったのは初めてだった。しかも穴から出てくるように言われた。

　俺たちは何か竜を怒らせることをしただろうか？　誰かを生いけ贄にえに捧ささげれば、許してもらえるだろうか？　恥ずかしながらもそんなことを考えてしまった。

　だが、竜たちは俺たちを害しに来たわけではなかった。

「ここにブラッディバイパーがいるそうね」

　竜の一頭が人間の姿になり、怯おびえていた俺たちに話しかけてきた。

　人間の若い娘の姿だが、この竜は長生きしている猛も者さだ。立ち振る舞いで理解できる。

「質問しているのだけど？」

　怒気が怖い。俺は慌ててすみませんと謝った。

「それで、ブラッディバイパーは？」

「は、はい、俺たちが生活している穴にはブラッディバイパーがいます」

　竜の話を聞くと、どうやら目的は俺たちではなくブラッディバイパー。

　どうして俺たちの住む穴にブラッディバイパーがいることを知っていたのかと思ったが、竜たちの後ろに控えているインフェルノウルフと共に行動しているハイエルフやリザードマンたちを見て納得。

　以前、ここに来たことのある一団だ。竜はあの一団から情報を得て、ここに来たのだろう。

「狩っても構わないかしら？」

　竜の質問に俺は全力で頷うなずいた。他の者も一緒に頷いている。竜の意向に逆らうなど愚か者のすることだ。

　それに、竜の後ろに控えているインフェルノウルフたちがいる。勝ち目がない。

「全部、狩っても構わないのですか？」

　もう一頭の竜も人間の姿になって聞いてくる。こちらはまだ角と尻尾を隠せていない。若いのだろう。だが竜だ。無礼な態度は許されない。

「え、えっと……」

　ブラッディバイパーは俺たちを丸吞のみにするぐらいに巨大な蛇だ。その子供は俺たちの食料ではあるが、ある程度育った個体になると俺たちでは倒せない難敵となる。

　幸いにも俺たちの特徴である長い体毛のおかげでブラッディバイパーには狙われにくいので放置しているが、退治してもらえるなら感謝しかないが……。

　全部、狩られると食料に困る。

　竜を相手に噓うそはもっとも悪手。素直に話す。

「わかったわ。ある程度、小さい個体は見逃せばいいのね」

　おおっ、さすが竜。俺たちの拙つたない説明でも理解してくれた。

「道案内は不要よ。貴方たちは少しのあいだ、穴の中から出なさい」

　そう言われたので、巨人族全員が穴から出た。

　穴の中では全員集合するのは難しいから、初めて全員の顔を同時に見た気がする。

「半日ほどで構わないわ。これでも食べて待っていなさい」

　竜の一頭が、俺たちの穴に潜ったと思ったら巨大なブラッディバイパーを一体、仕留めて戻ってきた。さすが竜だ。しかし、人間の姿で仕留めたのだろうか？

「ラスティ、競争よ。どちらが多く狩れるか」

「わかりましたお姉さま。負けません」

　そんな会話をして竜二頭は穴の中に潜った。

　俺たちは、言われた通りに巨大なブラッディバイパーを解体し、食べながら待った。




　いつもはブラッディバイパーの子供を食べているが、大人のサイズは初めて。

　味は大人のほうが美味おいしい。しかも量がある。全部、狩ってもらうのは早計だったか？　いや、俺たちでは倒せないからな。馬鹿なことは考えない。

　ズシーン、ドシーンと、穴から聞こえちゃいけない音が聞こえてくるけど慌てない。竜が二頭も入ったのだからな。

　穴の入り口付近には、あっという間にブラッディバイパーが積み上げられていく。

　同時に、穴に入らなかったインフェルノウルフとハイエルフ、リザードマンたちが穴の周辺の魔物や魔獣を退治して、その肉を積み上げていく。

　…………。

　うん、逆らわない。改めて覚悟を決める。よーし、みんな。歓迎する練習をするぞ。誰を歓迎するんだって？　竜たちだよ。ちょっとでも気分よくなってもらわないと。

　半日で帰ってくれそうだけど、手は抜かない。当たり前だろ。

　そこ、言葉使いに注意。わかっている、俺も注意する。




「半日じゃ、数が揃そろわないわね」

「そうですね、もう少し頑張りましょうか」

　竜二頭の会話。

　…………大丈夫？　俺の顔、笑えてる？　毛で隠れているから大丈夫？　よかった。




　結局、竜たちは五日ほどいた。

　道案内は不要との話だったが、最後のほうは手伝った。竜が道に迷って暴れたから。手伝わせてほしいと懇こん願がんした。




　穴の形状は大きく変わった。下層では大きく崩れた場所もある。

　あ、いえ、お気になさらずに。大人のブラッディバイパーが殲せん滅めつされたと思えばこの程度の被害。失礼、この程度の影響、想定よりも低いです。ええ、ほんとうに。

　インフェルノウルフたちが狩った獲物などもいただいていますし、当分は楽に過ごせそうです。

　はい、俺たちは竜には逆らいませんので、そのことをご理解いただければと……。

　え？

　あの竜は森の中央に住んでいると？　…………あの二頭を娶めとった人間がいると？　インフェルノウルフたちの本当の主あるじと。

　…………。

　世の中、化け物が多い。

　はい、ここに来た時は歓迎させていただきます。

　それでその、従属はどうすれば受け入れてもらえるのでしょうか？





























































あとがき







　こんにちは。内藤騎之介です。

　三巻です。一、二、三の三巻です。




　登場人物が増えてまいりました。ついてきていますか？　私も時々、名前を間違えます。

　書く時に名前チェックは当たり前としても、新キャラを出す時にも名前チェック。同名キャラがいないことを確認。ただ、地名由来だとか、昔の凄い人にあやかるだとかで似た名前が複数……私はなぜこんな設定にしたのか。

　さらに、プロット段階では大丈夫なのですが、プロットにいないキャラが出てきて目立つのはよくあることですから。逆にプロットに堂々といるのに目立たないキャラとかも。誰のこととは言いませんが、もっと頑張れ。目立ってなんぼだぞ！　え？　設定がいっぱいあって自由に動けない？　もっと身軽にしてほしい？　甘えるな！　私の作品にそこまで重い設定などない！

　……私は何を言っているのでしょうか？




　さて、話を戻してですね。この作品には私の予想以上に人物が出ています。なのでハイエルフの娘とか鬼人族メイドの一人などの表現をして、名前を呼ばないことが多々あります。

　書籍化にあたって、この辺りをどうしようかと思ったのですが個別に名前を出しても混乱させるだけと判断し、そのままに。

　一応、個々に名前を用意しているので、いつかスポットライトが当たるはずです。いや、私が彼女たちにスポットライトを当てるべく作品を続けていかねば。ですよね。頑張ります。

　今の調子を維持しつつ四巻、五巻と……目標？　定めません。一冊ずつ出していくだけです。

　そんな広報用に準備したコメントはいらない？　本音？　そりゃ、欲を言えば続けられるだけ続けたいですが……わかりました。十巻で。

　十巻に到達したら、また新しい目標を考えたいと思います。

　考えられる日、来るかなぁ。




　最後に。今巻でもお世話になりました編集さま、校正・校閲担当者さま。本の形になっているのは皆さまのおかげです。ありがとうございます。

　イラストレーターのやすも先生、コミカライズを描いてくださっている剣先生。魅力的なキャラクターをありがとうございます。たくさんキャラクターを登場させてすみません。

　そして、この巻を手に取ってくれた貴方、もしくは貴女。ありがとうございます。

　また、次の巻でもお会いできることを祈って。失礼します。










内藤騎之介
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